
第 12号様式 (第 6条関係)

。&4 ao

令和 6年 4月  30癬

・那覇市議会議長

野照 嘉孝 様

議員名 多不日囲 栄子 (働

令不侵 5 年度政務活動費収支線告について

那覇市議会政務活動1費の変付に関する条ケlJ第 8条第 1項の規定

に基づき、別紙のとおり令不綴 5 年度政務活動費収支報告書を
窃邑出します。

記

令和 5 年 4 月分 ～ 令和 6 年 3 月分



第19号株式 (繁 6条関係)

令和5年度政務活観b費収支報告書

議員名 多和調 栄子

1収  入
政務活動費 と,080,000円

2支  朧

3残  観 0円 ‐(17,278困 )

科   目 金   額 備   考

調 査 研 究 費 212,382円

研 修 費 63,455円

広 報 費 167,184F電

広 聴 費 0調

要 請 ι陳 情 活 動 費 0用

会 議 費 0門

資 料 作 成 費 0閣

資 料 購 入 費 91,591需

人 件 費 39,000閣

事 務 所 費 523っ 666四

合 計 1,097,278閣



令和5年度 会計明細

議員名  多和国 栄子

経書橋類 集計 (単位 :円 )

調査研究費

交通轡 ガツリン1・t〔オイル等不可) 【1】 ¥ 83.573

交通費 駐車料金  【1】 ¥

交五受 タクンー料と、こ面借り上げ料 (用務内容及び彙車区間盟邊〕 【4】 ¥

交稲書 モノレールユ可命 (田二零内容及てI疑蔑区閣部赴) 〔11 ¥
調沓碁轟書 1 ¥

携帯笹蓋 (月鎮 1/2以内ヽ上限1万円) 【1壌 ¥ 68.011

インターネットに係る絡書 (月額1/2以肉ヽ上阻1万円) 【11 ¥
¥ 60,798

1 ¥

¥

¥

¥

調 査 研 究 費 小吾 ¥ 212.382

研修費

口 ¥ 63`455

講師謗乳金 (市の議師謝礼支払い基連による) 【2】 ¥
¥
¥

文書涌悟書 2 ¥

¥
その他   【2騒 ¥

¥

¥

¥
研 修 費 ′ 言ヽ十 ¥ 631455

広報費

資料印用1・ 印刷製本費 (成果品の写 しを添付) 【31 ¥ 91_960
文書誦信書 (捐信題鵜9書ヽ鼻扶件独 弁コ月寵〕 【8】 ¥ 75.224
会場書  【31 ¥

¥

その他  【31 ¥

¥

¥

¥

¥
広 報 費 ザ 計ヽ ¥ 167 184

資料購入費

暮鉢騰入書  【8｀ ¥ 6 225

新閣雑誌艦読 , ¥ 85_866
有料ギーなベース用i用紙等  【8】 率

その仙  【8】 ¥

¥

¥

¥

資 料 購 入 費 小君 ¥ 91.591



令琴固5年度 会計明細

議員名  多和田 栄子

築計 (通位 :円 )

人件費

)   【91 ¥ 89 000
手当   【9コ ¥
その他   【9・ ¥

挙

坪

¥
人 件 費 ¥ 39.000

事務所費

喜務所の管借熟 単 497.328
¥

維持管理轡 10' ¥ 26.338
¥
¥

¥

¥
リース代等

'101
¥

¥

¥

¥
¥

事 務 所 愛 ¥ 523_666

¥ 1.097.278



会計帳簿(項目別)案

令和5年度(2023年 ) 議員名 多不R田 栄子

入力箇所

整理

番号
国   付 経費種類 その他(内容) 補足 支出額 政務活動費 備考 擦

'覧“

と夢良額

2023年 4月 13日 交通費 ガツリン代(オイル等不可)【 1】 4,786 2.392 05 S,000

2023年 4潟 21日 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【 】` S,810 2,905 05 5,000

2023年 5月 3霞 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【奪】 51628 2,814 0,5 5,000

2023年 5月 15日 交通費 ガソリン代(オイル等不可)(1】 51799 2,999 0.5 5,000

2023年 5月 27日 交通費 ガソリン代くオイル等不可)【 1】 6,167 2,583 0,5 5,000

2023年 6月 10日 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【 1】 5.841 2.920 05 51000

小計 33,030 6ヽ.513

2023年 6月 13日 交通費 ガソリン代(オイル等不可〉【1】 4,392 2,196 05 5,000

2029年 7月 1日 交通費 ガフリン代(オイル等不可)【 1導 5,729 2,864 85 5,000

2028年 7月 10R 交通費 ガフリン代(オイル等不可》 (1湧 5,551 2,775 05 5,000

202a年 7月 22R 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【強】 5,988 21994 05 51000

2023年8月 6日 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【君】 31900 1,500 05 5,000

2023年 8月 10[轟 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【 :】 5,000 2.500 0、 5 5,000

小計 291660 14,329

2023年 8月 19日 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【 】ヽ 6`?81 8.140 05 5,000

2023年 8月 27日 交通費 ガリリン代(オイル等不可)【 1】 6.214 3,107 05 5,000

2023年9月 8日 交通費 ガソリン代(オイル等不可〉【1】 6,746 8,373 OS 51000

2023年 9月 ?2日 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【 1】 6,299 3,,49 C、5 5,000

2029年 10月 1露 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【 1】 6ィ 116 3,058 05 6,000

2023年 10月 7日 交通費 ガツリン代くオイル等不可)【ほ泳 4,371 2,185 05 5,000

小計 38t027 18,012

2923年 10月 藍5日 交通費 ガソリン代(オイル等不可)疑再】 51356 21678 0.5 5,000

2023年 10月 31日 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【奪】 5,757 2,878 05 5,000

2023年慣月髯1日 交通費 ガソリン代〈オイル等不可)【奪】 6,727 2,863 05 6,000

2023年 1再月22日 交通費 ガツリン代(オイル等不可)rl】 5,671 21835 05 5,000

2023年再2月 2日 交通費 ガフリン代(オイル学不可)【 1】 4,917 2,458 8.5 5,000

2023年 12月 20日 交通費 ガツリン代(オイル等不可)【 1】 61720 2.860 05 S,000

小計 33,148 16,572

―と一



会計帳簿(項目別)案

令和5年度(2023年 ) 議員名 多和国 栄子

2023年モ2月 28日 交通費 ガソリン代くオイル等不可)【 1】 5、 160 21580 05 5,000

2024年 1月 14層 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【 1】 5′216 2.608 05 5,C00

2024年 1月 26B 交通費 ガソリン代(オイル等不可)【 1】 4,709 2,354 03 6,000

2024年 2瘍 10R 交通費 ガソリン代(オイル学不可)【 1】 S.102 2.551 05 5,000

2024年 2月 26日 交通資 ガソリン代(オイル等不可)【 1】 4,520 2,260 06 5.000

2024年 3月 9日 交通資 かプリン代(オイル等不可)【 1】 S,474 2,73ア 015 5,000

小計 30.181 13,090

2024年 3員 20E 交通費 ガフリン代(オイル等不可)【 1】 SI,15 2.557 05 5,000

5,115 2,557

2023年 2月 28蜃 視察旅費(日程、出張報告書添付)【 1】 航空資 往復 151220 15,220
ANA沖縄⇔羽騒
東京シューレ

0

2023年 4月 6日 視察旅費(日程、出張報告書添付〉【1】 1昔泊費 8,000 81000 東京シューレ 0

2023年 4月 6日 視察旅費(日程、出張報告書添付)【 1】 タクシー 2,400 2,400 東京
シューレ
→文花中学

0

2023年 4月 6日 視察旅費(日程、出張報告書添付〉に1】 タクシー 700 700 文花中→ホテル 0

2023年 4月 7日 視察旅費(日程、出張報告書添付〉【1】 タクシー 560 560 石議駅→自宅 O

小計 26′380 2S,880

2023年 11月 8日 視察旅費(日程、出張報告警添付)【 1】 航空賛 往復 17326 17.826 JAL久米島 0

2023年 4月 6日 視察旅費(日 l程、出張報告書添付〉【1】 宿泊費 1泊 14,994 13,300 上

“

長売当続 0

2923年 11月 17日 視察旅費く日程、出張報告書添付〉【1】 交通費 レンタカー 2,667 2.667 10,670円 辛4名 Э

2023年 11月 17日 視察旅費く日程、基張報告書添付〉【1】 交通費 ガソリンfく 125 125 i100C円 ×OS■ 4名 O

小計 35.612 38,918

2023年 4月 7日 携帯億話(月額1/2以内、上限1万円)(1】 憚TTド瑠モ 4月 分 8,994 4,497 支払証明書 05 101000

2023年 6月 10露 携幣電話く月額1/2以内、上限1万困)【 1】 NTTドヨモ 5月分 10,099 5,049 06 101000

2023年 6月 8日 携幣電話(月額1/2以内、上限Ⅲ万需)(1】 時TTドヨモ 6月分 9,009 4.504 05 10,000

2023年 7月 7日 携帯電話くら額1/2以内、工鰻:万

'〕

)【 1】 N「 Tドコモ 7月分 tO,059 5,029 Oる 10,000

2028年 8月 8日 携静電話く月額1/2以内、主眼|万 F])【 :】 NTTドコモ 8月 分 101200 5,100 05 ,0,000

2023年 9月 8日 携帯電話(月額1/2以ぬ、上限1万用)【 :濃 NTTド
=Hモ

9月分 10,i43 5,071 05 101000

2023年 10月 7日 携帯電話(月額1/2以内、上限1万円〉【手】NTTドコモ 10月分 8,952 41476 05 10,009

2023年 11月 8日 携幣電話(月額1/2以内、上限1万円)【 1】 爬TTドヨモ 11月分 21,534 要0,000 05 101000

2023年 12月 8日 携帯電話(月類1/2以内、上,長 1万円)【 1】 爬TTドヨモ 受2月 分 11.839 61919 05 10,000

2024年歳月10日 携幣電話(月額1/2以内、上限1万円)【 1】 NTTドヨモ 1月分 12,112 6,056 05 10,000

2024年 2月 7日 携寄電話(月額1/2以内、上限1万翔)【 1】 NTTドコモ 2月 分 12.,19 6.059 0,5 10,000

2024年 3月 8日 携帯鷺講く局額1/2以ハ、上限1万剰)【 1】 NTTドコモ 9月分 121502 61251 0.5 iO,000

小計 137,661 68,011

総合計 387.214 2121982

…2‐



会計帳簿(項目別)案

令和5年度(2023年 ) 議員名 多和国 栄子

2
入力箇所

入力箇所

整理

番号
日   付 経費種類 その他(ぬ容) 補足 支出額 政務活動費 備考 上限額

2023年 4月 24日 研修旅費(開催通芸置、ブログラム添付〉【2】 航空賃 13,860 13,360 那覇空港⇔福岡空港 0

2023年 6月 21日 研修旅費(開催通知、プログラム添付〉【2】 宿泊費 モ油 6,500 61500 0

2023年 5月 20日 研修旅獄く開催通知、プ爾グラム添付)【 2】 交通費 タクシー 1,050 1.050 臓栖→ホテル 0

2923年 5月 21日 研修旅費(F調催通知、プaグラム添付)【 2甚 交通費 タクシー 560 500 石嶺駅→自宅 O

研修旅費(開催通鶯、プログラム添付〉【2】 交通費 受領書 3,150 3,160 0

小諸 25,120 25,120

2023年 11月 29日 研修旅費(弱催通知、プログラム添付):2】 CAP 1,875 1,875 領収とに詳細語載 0

小計 1,375 1‐375

2024年 11月 16母 嚇修旅費(踊催通知、プログラム添付)【 2】 夜柏鳴中学 6,240 6,240 0

小計 6,240 61240

2028年 12月 7日 研修旅費(F岳催通知、プログラム添付》【2張 航空賃 141760 14,760 刃尋覇空港⇔福置,空港 0

2024年 2月 4日 研修旅費(開 l連通次E、 プログラム添付)【 2】 宿泊費 藍0,000 :01000 0

2024年 2月 4日 研修旅費(開催通矢晨、プログラム添付)(2】 交通費 鉄道代 4,700 4,700 O

2024年 2月 4日 研修旅費(開催通夕ll、 プログラム添付〉【2】 交通費 地挙鉄 260 260 0

2024年 2月 6日 研修旅費(開催通始、プログラム添付)【 2】 交通費 地下鉄 260 280 0

研修旅費く開十盤疑無、プログラム添付)【 2】 交通費 受領書 740 740 O

小計 30,720 80,720

総合計 63,455 631455

8

藝理

番号
日   付 経費種類 その他(ぬ容) 補足 支出額 政務活動費 備考 綾分に伸 上限額

2024年二月15露 文書通信資(通信週搬費、発送件数を明記)【 3】 送将 500通 861866 291492 活動報告24号 80,` 0

2024年 1月 15日 文書通信費(轟倍運線費.覺送件数を明記)【 3】 送 料 298通 2と ,754 17,403 活動報告24号 80X 0

80%2024年 1月 15雲 文書通信費く通信運搬費、発送枠数を明寵)(3】 送料 324通 28,652 131921 活動車R告 24号 0

2024年 1月 15日 文書通信質(通信運搬慨、発送件数を明記)【 3】 送米学 140通 91408 活動報告24号 80% 011,760

小計 94,031 75,224

2024年 1月 25麟 資料q】思1印刷製本覺(成果品の写しを添付)【 8】 活動報告24号 2000通 841700 67,760 80,t 0

小計 84′700 67.760

2024年 1月 26日 資料印刷仰昂け0生本費(成果品の写しを添付)【 3】 封筒 2000通 24.200 24,200 0

小計 24,200 24.200

総合計 202,931 167竜 84

-3-



会計帳簿(項目別)案

令和5年度(2023年 ) 議員名 多和藝 栄子

入力箇所
8

理

号

盤

番 日   付 経費種無 その他(内容) 補足 支出額 政務活動費 備考 擦,電中 上F長額

2023年 11月 28日 書籍購入費 【8】 別紙添付 1,705 1,705 0

2023年 11月 28日 書籍購入費 【8】 a再収彗記載 竜,000 ,1000 0

小計 2.706 2,705

2023年 5月 奄6日 新聞雑誌購読料 【8】 沖縄タイムス 4月分 3,0ワ 5 3.875 O

2023年 5月 16日 続聞雑誌購読将 【8〕 沖縄タイムス 5月分 3.075 9r075 0

2023年 7月 22日 新聞雄誌購読鵜 【8】 沖縄タイムス 6月分 e,075 3,075 0

2023年 7ヴ書2Z【ヨ新聞雑誌購読撰 【8】 沖縄タイムス 7月分 3,075 3,075 0

小言| 121300 12,300

2023年 9月 21日 求Fr聞雑誌購読料 【3】 沖縄タイムス 8月分 31075 91075 0

2023年 9月 21匡 新聞雑誌購読料 【8】 沖縄タイムス 9月分 9,075 3.076 0

2023年

“

月23日 新聞雑講購読料 【8】 沖縄タイムス 10月 分 3.075 3.075 O

2023年 11月 23B 新聞雑誌購読料 【8】 沖縄

'イ

ムス 11潟分 3,075 3,076 0

小計 12,300 12,300

2023年 11月 23日 新聞雑誌購読料 【8】 沖縮タイムス 12月 分 3,075 31075 9

2023年 11月 路 E 新聞雑誌縮誌料 【8】 沖縄タイムス 1月分 8,075 3,075 0

2024年 3月 16日 新亀日雑誌結読料 紙8】 沖縄タイムス 2月分 3,075 3,975 0

2024年 3月 16日 新聞雑誌踏読料 【B援 沖縄タイムス 3月 分 31075 3,075 年間36,900 0

小計 12,300 ,2,300

2023年 5月 30日 新閣雑誌購読料 【a】 琉球新報 4月 分 3,075 3,075 0

2023年 5月 80日 新聞雑誌購読率孝【3】 琉球新報 5月 分 3,07る 31075 0

小計 61150 6,150

2028年7月 30B 新聞雑誌購読料 【8】 琉球新報 6月 分 3,075 3.076 0

2023年 7月 30日 新鼻B雑誌購読料 【8】 硫球新報 7月分 3,075 3,075 0

小計 6ァ 150 6,150

2023年 9月 29日 新品輸雑誌館読料 【8】 硫球新報 8月分 8】075 3,076 〔l

2023年 9月 29日 新聞雑誌購読料 【8】 琉球新報 9月 分 31075 3.075 0

小計 6,150 6=150

2023年 1ヽ 月24B 新聞雑講購読沐導【8】 琉球新報 10月 分 3.075 3.075 0

2023年 11月 24日 新聞雑誌購読料 【8】 琉球新報 11月 分 3.076 31075 0

小計 6160 6,150

2024年 1月 29日 新聞雑誌購議料 【8】 琉球新報 12月 分 3,075 31075 0

2024年 1月 29日 新聞雑誌購読料 【8槻 琉球新報 髯月分 3.075 3,075 0

小計 6,150 6,150

-4-



会計帳簿(項目別)案

令不E5年度(2023年 ) 議員名 多和田 栄子

2024年 9月 28日 新闘難議購読料 【8】 琉球新報 2月 分 3,075 3107S 0

2024年 3月 28日 新聞難鏃驚読料 【8】 茂球新革R 3月 分 81075 3.075 年FFB36,900 0

小計 6Ⅲ 150 6,160

2023年 5月 19日 新F尋雑誌購読ホ|【 8】 しんぶん赤旗 5月 -7月 分 2,790 2,790 0

小計 2,790 2,790

2028年 8月 1日 新1協雑誌購読料 〔8】 ,働刊MOA 4月～7用分 3,323 31328 O

小計 3,328 3,329

2023年 3月 1日 新翻雑誌購読料 【8冴 女のしんぷん 2,724 2,724 6ヵ月分充当 0

経商雑誌購読料 【8残 女のしんぶん 2,724 2,724 S力月分充当 0

小計 6,448 5,448

2023年 12月 ?|ヨ 書嬢購入資 【8】 暮らしの法律情報 8.520 3.520 0

小計 3,520 3,528

総合計 91.591 91,591

9

10

入ブ番箇所

入力箇所

理
号

整

番 日   付 経費種類 その他(内容) 補足 支出額 政務活動費 備考 数分此41 上限額

2024年 1月 16日 雇用緩質(跡襲時、契約審の写を添付)【 9】
S500台 /1日
6民間

39,000 391000 6日暴日 0

小驚 39,000 89,000

総合計 30,000 39,000

整理

番号
日   付 経費種類 その他(内容) 補足 支出額 政務活動費 備考

'々

分比専 上1長嶺

2022年 11月 26日 事務所の賃借*単 (10】 家質(水道込) 12ヶ月分 497.e28 497.328 401000/月 (水遺1,444P 0

小計 497,328 497′328

2023年 4月 26日 維持管理費 【10】 電気料金 4月 分 1,224 11224 0

2023年6月 2雲 維持管理費 【10】 電気料金 5月分 983 983 0

維持管理費 【10" 電気料金 6月 分 21255 21255 0

小計 4,462 4,462

2023年 7月 31日 維持管理費 【10】 電気料金 7月分 21687 2ィ607 0

2023年 9月 15母 維持管理資 【10】 電気襲金 8月分 2,873 2,373 O

2023年 10局

'3日

維持管理費 【10】 電気料金 9用 分 1,567 11667 0

小計 6,547 6.547

‐5-



令和5年度(2023年 )

会計帳簿(項目別)案

支出額 政務活動費

全体合計 1.2871867 11097.270

識員名 多和国 栄子

枠9鋼明。ロ縦持管理費 【10】 電気料金 10月分 2譜 23 2,423 0

″破9rttl 鮭持管颯費 【10】 電気料金 11月 分 2;134 2,134 0

12024年
1月 10日 維持管理虫 【40】 電気料金 12民 分 竜.783 i=78e O

小計 0,S40 6.940

12024毎
2月 11ロ 維持管理費 【10】 ・ 電気料金 1廃分 21861 2,861 0

12024年
3月 8 置 維持管理費 FtO】 電気基金 2月分 1,795 1.795 0

,024年
4月 1霞 維持管還費 【10】 電気料金 8用分 4,043 4お 48 0

小計 8,989 8,989

総合計 S23,6SC 529お6a

-6-
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調査研究費



ラわの系移

Ene犀≧t
1添瑠艤群1(篠収書〉
1鍵蘇馬翫鰹響自こB_1番地
と駐と,‖

'テ

:るユ求子tli声 ,
圧

レ ユ フ

~

外
去¥4360002080

31.0,1_     他1411 0  とイ 6 N-18

織と

'ユ

第子毬跡ツ鶏用ll ul,鬱雰
弱

小計

弯 言を
¥4,785

¥4,785

添脅絵講(鍛収書】

卓ζli忘ユイ与ilテ|ヨユS-1勁
ぞ023/06/争 う(月

'14146 [十 1el(

NEO

002830
3ア・1(,た

3

夕 l、

¥|う 2ア 2
e14? f夢  と- 4 N-12

¥5,799
¥【と,ア 99

革raラーー

夕lf兇 ,肖榔暇発生0指

乱島庭科置塩aツ残深購
(

¥う 27
0412(lア )

可

令不E5年度 領収書添付用紙
整理番号

議員氏名

I ~~~

多和田栄子

Y4,735  50%按分⇒   Y2,392

鷲塊露幅
・

20翔 /14/を J(玉苫)14:41

4フ ~ 外
¥5282lal12030

14程

''ぞ

士彗1祢 |と,i盈 (ii9:じま,2`
ツ
lヽ言:
合 言十

¥5′ 810
¥る ,9■o

|(舗竃蠣爾肇(領
J収警〕

:縛

輔浄癖事鬱鳥二8J鋤
12023/1ら /0駅 金)11:39

EN[(〕

1ノ 4フ ~ 夕|
¥61161'〔 )20al帝

で警消鶴瞥斃メ亀指(iiむ:畔阜:ち

整歌言十     ¥5,習磐

Y51799  50%按 分→   Y21899

(縮塩霧爾静(‐毎こ螂軽難カ

尾素謂 ロユs_1番地
: :ニケi,::テ ,チ :色:子4!:611

E
E

レ ニ フ

‐~

外
¥461ど′802090

33.5笠iL tむ140.0  と- 4 N-12

争学孝淵!轄裁専|みツ
小計
軽予唇1-
′4 riW工 lマら

卜過篤
済み

¥470
(lJもとら94)

¥5,167
¥5,■ Sフ

夢力o染み

En4盈 t
輯 電鶏 轟 ぞ

'収曽 )

,甫添市前出3了 慮18-生 マ洋 l協

T憲 1,1098-375-F。 ァ40
ごtrイ ォ,■帯(1:1=`rl:´

3

ユ フ

~～

外
002000                    ¥も 31に ,
37.l,6L     e141,0  と‐ 8 N-24

外手鬼消費競11%       ¥531
a◇ 制輩ll引チケット適熟(06〕 SSア )
10隅れ ,十攘l曽ほ引 済み

小討
合 言寸
― 平5,a4■

50   %
(政継活動費充当額)

16丁513  用領W又書 6枚 按分ネ



ち多戯素岳
Eio「et

辮i轟:::堀
近

l fr々 /ns/1Rイ 博ⅢlllPS

夕|
平!ヨ993

:- 4 N-12
平999

0′″9い′)

¥4,392
半ノ1,392

ガ塙十

=当

｀
言十

(添自身総

'ili

サンセ
'― ル前圏

浦添市揃雷13子
TEl_:091〕―も76-t,ア

ユ フ
‐―

t〕 1)を llllじ

韓鍮翫、撒
Y4,392  60%按分⇒   Y21196

フ浄0平 L
Eneret

(ftt■陳蟄 )

SS
,ど 18-n割 と
411

クむをi1/ri― /f!iイ (11'141:韓

ENEOSl,一 卜｀` こ1

外
002080                    ¥5444
37._′ f11_     9141).0  に― S N‐ 18
夕|イ)l消費税11)弘             ¥644
10用害ll聯 |デ うット趣用(1■ 7“ウ)
10円れ,個 削31 '斉み

小討
孝釜1言 十

=了色ラー
ー

鉗

８

一

却

Ｂ

一

埒
９
オ

令和5年度 領収書添付用紙
整理番号

議員氏名

1

多和国栄子

項目 調査研究費

舞ギ心

Eneret
―赫鍮爛謂

.(候媒書)

1推苫詩浄浄事♯獄ヤど 1番地
I JV3/1ア /感 ifと ,Iユ :il
―                              [(ⅢじK
ENE

S
ユ ,―
~

外
802086 ¥15と08
all.421     とじ14i〕 ,C,  1 ″N 8
夕IⅢ党,肖賞'千1れ生0托
10周削」|チ ケ
10間れ,縮1密り]|

¥524
ツト;薩月](r,8写 9ol)
湊み

¥6ィ 72も

¥:ち ,フ 29

フ拝韓系6

Ene「et
縣載癖鎌計(衛部と又薙説)

路系吊爵亀叫!昌早島_a番地
】急と二,l,テ II`1子争十1:!l17

EI

Sカーー

ユ ワ
~ 外

¥5346O02880
95.04L     e」 _44,a  l- 4 N-12

舘葬即諭ツ蹴ぷ10046牌
小計
会 言 !

¥5,551
¥5,55■

Y5,988  50%按分⇒   Y2、 994

ブリカ払いでお得に給油
伝票表示は税込み価格となってます。

f 領収書 ど,紙

認8と言
――一――――一―一―――……253894
セルフヵ―ビット石報S fi
TEL 008-377-3104

⑥

充 」L       2023年 3月 6爾
15106

上           様  手
現盆フリー 00-258884-90001-0001-9

レギュラージ】ゾリン   P-19(内 )
17.24L   0174.0    3000円

01208. 00
(内 i CP,由種値引  -07.0  -120爾 )

合 計 3夕 (〕 C)む″

癬欝聾勇
=:且

l El_:098-875-5740

盤 1総γ・ 2「oC10/講

夢幸コラ‐多
金刀―      蕩―

002080                     ¥4546
29,71と      と0151'ttl  L- 4 N-12

韓騨:モ手i齢!イツ堪擦M劉7甲
お ¥lo,000

¥5,000

50      %

(政務活動費充当額)

141829  円領収害 6枚 被分率



母
|

,!`ど :|:/1〕を
'/11'(11)ユ

1】 :とユ

)

S         ・
18-1番 地 ｀

1｀

El18無

お

t

外
¥6718

¥6,281
¥(「う,2垂 11

ユ フ

~～

002080
36.84L     e166.0  と- 8 N-24

拿|々争言群樹縦繁:デを4ッ ,革識
:fl(19964と

'7生′手ヽ三十
―
笹千菩
―|

Fl`モV岳l岳

t

18-1番 地
SS

)

これeX

: Tア i〕 6001)30t,、 jt'99

1:1れ |′ '■

レ

Ol12080

ツ∫ヽ言t
誓者言→
―

夕|
¥tう726

平6,299
¥t〕 .I'生今tit

ユ フ ^「

36,24t     ta生 う3.8  1- 4 N-1?
夕杯党
'肖

賀l党 19堵            ¥673

1ひ島押辮 塩争塩 澱
黙 幽 的

令和5年度 領収書添付用紙
整理番号 1

議員氏名  多和劇栄子
硬霞  i調査研究費

Y61281  50%按分→   Y3,140 ¥6.214  50%按 分⇒   y3.107

TEL:998-〔 176-r。74Cl

l当 l`γ :rflF〕ィ′「'7(IB IIⅢ  Ia
E4iCtく

E

E1lo(

t
)

;1,91,‐

レ _Eフ
~~ ギ夕|

¥5649

夕|ユフ
~

小甜
望ま 奎

:

コピ1/1‖ ,アイⅢⅢ(邁と
'1と

1名ナI

サンセー

OC12080

平3,746
半 tI,ア 46¥6.214

'「

tiF i'14

プト言十
合 言十

稔替毎鸞毬タツ蹴駅
¥士 ,13

1511ヽ 1之 :?)

SS
日1お ‐1番地

留5,7til_     赳ll」8.は   [ ‐ 4 N-12
夕1窮帯肖要翻兇10X           Y665

島島刀科慧塩獣
ツ
機繊
用(14〕 22表 )

002080                    ¥6133
1     38.571_     01139,L〕  1  7 N 10

¥6,746   50,`按分='     Y3,378

¥6,299    50%按分=〉      Y8,149

36.34L     taと も9,(ひ  l- 8 N-24

i[島ガ辮塩箋
ツ
残深用
(191591)

ElleК

E 壱

14音辞魏軸
台 言
―
十

t

)

ンセール
:雷〕也

外
¥6560

ユ フ
~

l102080

¥5,560
¥558
¥6,1生 6

¥8,1_■ _6

Y6,116    5011按 分→     Y3,058

1)ンセール前lil S S

'蒔'All→

前田31,ヨ 1とl-1番地
¬tに :098-87う IⅢ740

とNrosヵ  ド s
ュラー       外

002880                    ¥9974
?6.|ニクL     e15五 .0  […  2 N― S
10円細EIチ

'ッ
ト適舞l(2011ど J2)

iOド :A′ ll霞 割1引 済み

登録番丹
:1生  41i′

岳11命 Iく

10路対象蔑晶
10鴨対象消費税
′
,ヽ言十
合 言十

レ

¥3,9ン 4

¥387
¥4′ aア生

¥ど1,3/1

: 丁オ〕十ヽイⅢl〕 (〕 :〔
'01ユ

899
1ギ′狂と,11: 与::,

Y41371  50%綾分や   Y2,185

(政務活動費充当額)

18,012  円按分率 50     %領収書 6枚



E e
″翻

領 dt又養 )

ンセー SS
目18-1番 Ⅲ也
40

t

「[L

登録番号 :「7360003083899
fln'γ〕rl o/1与 (「 1)P::::!1

ギュラー 外
¥4869

e143.0  と- 4 N-12
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割引 済み

EIⅢ
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32,9〔〕に

島島屍報il

: ァ

¥4,869
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¥5,3FJ6
366辛 ri

鱗 :可 7360803003899
Pげ 3/」 t′ヤ(本 う

'P138

.Eneret

遠罐騨領媒書)
1サンセール前日SS
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TEL:098-875-5748

E

外
002080                     ¥う 生55
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ユフ~

:B4翻嚢勇軸

`碁
言年

¥5,155
¥5生6

¥b′ 67生

¥Iう ,6フエ

鉄理番号

議員氏名
令和5年度 領収書添付用紙

多和田栄子

項

Y5,356    50。1按分→     Y21678 Y5,757  50%敏 分→   Y21878

Enか t
卸 雨賃酵消添市前ぼ豊3Tロ
TEi t098-87F,_5'■ t,

登録番号 :17360003003899

=024/itiオ
11(火Ⅲ14it峰

86.36L_     Cむ 144,O  と- 8 膊-24

島島だ昭筑争
ツ
堪繊
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E轟鼻際〕t
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収言)
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滞紡恭帯爺」i選 3T周 18-1碧幹也
TEl_:098-ti75-5740

登録番号 :1/368003003899
,″||!/1/il:チ !iキ ,(1ア

'  
→Ⅲl     tむ 144,0  と- 4 N-12

1(サ : iⅢ lけ ケツト適用(259313)
11:｀ :i′ 伸1響 |】 : 済み

夕|
¥44ア O

レ と フ
~

餓鋼覇1臨

し0!0'ⅢⅢ

¥4,470
¥447
¥4,917

V4ャ 〔:'1ア

Y41917     50,l数 分=⇒      ど21458

E t

)

― ル S S
18-と 翻

17160003003899
11/it( I ⅢTよ (つ :(IS

=:】

9K

3

レ 五 フ

‐ ' 夕|
¥5206002080

36.15L     tむ 144,0  1_- 6 N 18
」()Fl割引チケツト適丹l(23603を )
10円 /L,佃 審ll写 1 済み

10X女、」象商品
10X対象

'肖

費税
¥5サ 206
¥521
¥5,727

¥てう /́巳 /

Y5,727  50%按 分⇒   Y2,863

Eneret

縣鍵畢焔 ≧
「ナンセールれ

',阻

SS
浦添葡前141iヽ 〕日13-1番地
下gと 1098 !   !サイ40

鰤 番 .  ■約003003899
24う 29/1   t,(   ,I!3,12

E
[ 0

ヨ
‐, 外

002080                      ¥6200
3'D,8tit_     e146.0  と- 4 N… 12
10F弓害U:,|プ ケット適用(278076)
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1

′

¥5,200
¥520
¥5,720

¥6,720
50%按分→     Y21860Y5,7?0

(政務活動費充当額)

16,572  円投分軒よ 60     %領収書 6枚



整理番号

議員氏名

I   上

多和田栄子
令和5年度 領収書添付用紙

項目  I調査研究

¥5,160    50,`按 分→      Y2,580
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攣

)

S
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帝

S
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~
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SS

En
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18-1モ騨也

¥4,520
¥4,528
¥411)

¥4け 520

(18託対象

¬!ζ!|!砦旨!Ilil購

|〕 f12〔,80

28,心宜1ヽ
7プリクー
10円 /と′イ暦l

34.4【 Iを     にD15910  と_- 4 N-12

孔話挺々E「覇訴
適錢脈
010)

ne

:098-

痛
↓

_■ フ
~
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)

観 著早号 :
2024/03ノ E19

I再9Key

様

,よ 三ヽキ
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SS
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002080 ¥5474

18-生 習静逸

¥6,474
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¥498)

平5,4フ 4
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モ

(政務活動費売当額)

15,090  円按分率 50      %領収書 6枚



令和5年度 領収書添付用紙
整理番号

議員氏名

(

(‐韓 二―

SS
量18-1番 )'と
40

19:52
モバイル

ユ フ
~

002980                      ¥5115
82.17と      ta生 59,ll  L…  4 将-12

アプリクーボン適用(2010)
とO調 /と ,イ回留ll引 済み

′ ¥5,115
¥5,生 15

¥466)
¥5,■ ■5

¥51115    60%被 分→     没1657 501`按分や 50%波分→

50%按 分→ 50X被分→ 59勇按分→

50     %

(政務活動費充当額〉

2,557  円領収書 ア枚 按分泰



令不日 5 年  4 月 17日

那覇市議会議長 様
会派名

議員名

ニライ

多和国栄子ω i
出張報告書

政務活動費によ嬢 研修、要請。陳f清活動、会議のため出張いたしました

ので、下記のとおり,報告します。

市内を含む旅費明細 (   名分 )

隣  見]
0-月 目、夜間中学の葛飾中学校を視察、奥地学園長が丁寧に説明をしてくれた。
不登校特例校でもあり、私学助成金を受けながら充実した学校運営が見受けられ

た。子どもたちも点数を競 うのではなく、学校に戻すではなく、子どもにあつた

学び、社会漁旬自立を目指す学校方針であると学療l長の言葉が印象に残つている。

さらに、先生がたの呼び=名 もスタンフと呼び、育ち方、学び方のイ理ハを教え

られた視察であったように思う。

●文花中学校はちょうど入学式の日であつた。外国人が多く、ネパール、フィリ

ピンから多い。通訳介助員なども配置されていて、日本語学級も―クラスあり、

期 間 今和 5年 4 月 6日 令和 5年 4月 7 日 1泊  2日

月  日 日 程 内 容

4・ 6 14時～ 16時
東京シューレ葛飾中学校夜蘭中学の実績と

課題を視察

4・ 6 17特～ 19時
墨田区文花中学校夜間学級の運営と課題を

視察

4・ 7 10時～ 13時
国会傍聴及び福島みずほ参議院議員、大椿

ゆう子参議院議員との意見交換

航空賃 宿泊費 交通費 負担金 その他 合 計

15,220用 8.000F弓 5,660用 円 濡 28.880調



ユニークであつた。東京都は、公立夜間中学が8校もあることに驚く。

那覇市でも夜間中学設置の必要を肌で感じた視察であった。

0二屋目 福島みずほ参議院議員との勉強会の予定でしたが、急きょ、本会議述
入り、国会を傍聴することになる。岸田総理とのやり取りを直接傍聴する機会と

なつた。



=饂訂掃 rt
憲憩掌孝

鏑需嘗里石嶺町 4丁目

電言音: 098-371-4077

005
'04/07 ANAユ 095]】 田  ―

'中

滸隠  1
S25
サ
ウ
受領霞
2023年

― ピ
ェ ル

とヽ

全
幕

ス提供企業名称 :

ネット株式会社
隠寺 :

お問
ANA(

2月 28日 (火 )と8:04
合わせ先 :

尾套安響株式会社)
6670-029-767
1 08:00-20:

雷十 ¥■ 6孝 220。（申

整理番号

議員氏名
令和5年度 領収書添付用紙

項 目

(政務活動費充当額)

15,220 円按分卒 %領収書  1枚
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整理番号

議員氏名

I

多和田栄子
令和5年度 領収書添付用紙

項 目 選査研究費

請 求 河月 細 書
STATEMENT

お部屋乎ュ・号 お名議
負0(lM Nじ  NAME

327 _多禾日田_基子 盤 _

著 名

D:AMOND HOTEL
〒102-0083東京都千代国区麹口r4… 10-3
803‐ 3263-2241 FAX03-3263‐ 2222
www,dia食甍Ond…hotel,co.jp

塚

ご 請 求 金 額
,Ar,AIヽ CiE I→ t,C

8,000

`k'ド

Ai｀そアI乾岳

ありが l予 ぅござぃました。またのご禾4用 をお待ち準し,ritずてぉります。
Thar譲てyotl l・ ()r)。章r patr.◇埼aI()｀パFoこ◆t):(fOrwardをo sery:11■ y◇鞍a=aiェュ

(内消費税 727)

領  収  書
RECEIPT

栄子 様

8,000 調 也

様

T 091944301 456

31   000008000

辞典、猛:,
1'Itt r▼篭◇員::,f
t'勘人舶 ND HOTEL
手402‐0033東京都千代田盛麹縦Jl-103
窪,03-3263-221l FAX03-3263心 2222
WV蝸芹.dianond―れて)tel.co.jp

ど 4ユi,タア
Al):,1(t,Sヽ

会 社 岳
(GIT∴ ェゝ :fiiti

一
様

T 091944301 456

31   000008000

Al`
興 薪
AR■ lV

と1 すと 尭  日
|≫ 8PAllT(■ ,F

人 数
PER(1(ⅢN(Sう

考発 行 日
lS岳じ豊イ)

縮
RBMA

2023/04/06

す1 持′と`E1)A
残  高
BAI″ANCE

04/06 327

お部屋
itO()ヽ lヽェ

8,000x  l

納   要
とlESCRIPTЮ N

離
ャ
】
↑室

現  金
('1lARCE(】

3,000

お預り金
Ciミ EI)1な S`

8:000

総合講
`1｀て

'TA妥

′

CttAR3と S
料  金 お 取 り金

C宅と→rぅ、TS 長RI引ド↓Nう

O

返 金縦

(政務活動費充当額)

8,000 円按分率 %領収書  1枚

れえこの命額正拒鋲取彰ヽえしました。(内消費税



令和5年度 領収書添付用紙
整理番号

議員氏名

:

多和田栄子

項目 i調査研究費
領収 吾その他の証み■吾類 添付襴

/、 ユ ,I

多和四栄子 争
:留 I飼女r!″

領   収

1  日付 '23年04月06日
1 車番  O00047.  
メータ運賃

謗
を導

Ｃ
円

ｍ
用

００

，
４００

００

た

t

i
Υ

'SI湾
糀

Й
幹

し

:

”
節

，
と′　
一一１‐

［
悧

合計金額
の通り領収鉄:笙

僣

？

歯

ｉ
＝ ru

|■ ■ iイ: |

II〕
|

i:|

密度 こ柔車あ
F:|二 うこど g,す 。

言忘メ、物  ■気 〕著 `う 単 す

ァサ ヒ交通 i水式会社
TEと  03-3652-3777

フヽ
〓

ヂ

　

，

″
＊

‐
“
゛

一“

卜/振 ぢ
,IIぇ !-l it,lヵ

lド ,

/6

,il静! il i'1'111

,,テ  ー`|

,ど ,1すむ1,
■' ,   ■

ザ 多和 田柴 手

領 収 書

毎疫ご乗車ありがとうどさぃますゃ

車両番号     16号

21,23年 04月 (〉 7日

乗車料金
¥5SO円

立替金

円

上記の通 |,正 |こ紳憬致しました
I

艦 餓 1線 常

F温

撫 捲
T IE L(〔み98)A7t' 7877
お忘れ物やど要望がありましたた,
上記のTELまでご連絡下さい

1,東京シューレ→文花中学校

2.文花中学校→ホテル

3.石嶺駅→自宅

※利用目的

視察時閣の都合上、公共交通機関の利用が出来なかつた為

(政務活動費充当額)

3,660 調領収書  3枚 数分率 %
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参
議
院
傍
聴
券

&

汐わσ系与 〒齢舛歳

舎

傍聴人氏名

墨田区立文花中学校

校長 稲垣 吉実

〒191-oo44 東京都基国区文花1-22-7

報購龍線 .。離亀腑
〈lG12

No. 183



視察鉢頼然
令和 5年 3月 22日

東京シューレ葛飾中学校 様

珍観とユ矢蹴
那覇市議会 会派ニライ
会長 多和国栄子

見学・視察の依頼について

標記の件について、下記のとおり依頼いたします。見学・視察の受入れについて、ご協力く

ださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

記

囲視察目的及び内容

不登校特例校の設置を検討するための先進事例
を学ぶことを目的とする。
内容

① 貴校のようすを見学
② 学級運営の実績と課題

③ 通常校との連携等

□希望日時

□視察者

2023年 4月 6日 (本〉14時 00分～16時 00分

那覇市議会議員 会派ニライ (総勢3名 )
多和園栄子、山ロマドカ、糸数貴子

回代表者の連絡先
。担当 :   山田マ ドカ
・電話番号 :

・FAX:   098-861-0327(会派室)
。メールア ドレス :



参考様式①

令和  6年 1月 17日

那覇市議会議長 様

政務活動費によ

ので、下記のとおり報告 します。

市内を含む旅費明緯 (  1名分 )

所  見]※詳細は帰ll紙

出張報告書

、要請 。陳情活動、会議のため出張いたしました

会派名

議員名

ニライ

多不瞬田栄子 翁

「

ヘ 顆レェ ルとし2aかりれちイrら期豹く 乖ゴル
ご ↑ 湧?fイみら絋

と ざ`Cヒ

"舛

kすを中と.|

期  間 令和 5年 糧月 16日  ～ 令不綺 5年 11月 17日

月  日 日 程 内 容

11月 16日 16時 30分集合 17時 25分の便で移動

二 月 17:尋 10時 00分～12時 00分 久米島紬事業共同組合視察

″ 13時 30分～14時 30分 久米島町役場商工観光課

″ 15時 00分～16時 15分 久米島博物館視察

航空賃 宿泊費 交通費 負担金 その他 合 計

17,826劇 /■ ,3つ
'円

2,792瞬 ▼J´″′P円

がを多ぉ
｀
.

ぞ
iあ
多と

やがびのよ it
η

9
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の 0 領 書収

,ワ ダ≫(D

:β ,氏税申告れ侮

付につき品,岬

罪発務署承露済

RttCHPT

下 宮己の 金 額 正 に 領 収 数 し
°
ま し た 。

RECCⅢ
'こ
D『RO確

機

T州患Sヽ,瞭 OF ¥17,826礫 (機込,鶴 VAX INOt011L)

teし 題 質 ′料金 と して
1健 PAYMENT OF AIR FARE‐ FREGH子

航 空 券 番 号
TtCXET NV‖日ξR

閲違航 空券番号
0イ准RS

舞券 厨
OAT晟 0'ISSヽど毎

曽考
RttMお負KS

*掌***準***事***

2029年 韓月 8日

ウレジット《む0歩 Y171920

(ご歳倉〉瀬持善議求書とお募めの方 {よ、銀 1観●llf猟職資産の厳森等を得つた年月樹(典構策博)Bの観破はさ守ヽませ,vので、盛衆樹の競れがあるoデ
イ
ケットれ書きな控えな雅 p字せ(供奪《ださい。
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′
date oF籠おSt〔,r of点1lxれ体ぅ鬱こatt,loctヽ′ni LcardlnBど o峰/w‖ no1 69 indloateむ on the re。 ●l,と`,leasc t(Ge,vOur e■ io鷺ot reφ oゆ1〔:tG`thエ

Bh岬聴 board】ngこatt,

働4':日本a車韓武会社      T,00▼ C,09,aCC           OKApィ                           20?e年 1ヽ 月 lC日



КヽプMttIMA

講求明細書兼領収書 ′RECEIPT

多燕日巣子様 部屋番号 r Room No

ど到着 R′ Ar"vat Date

ど出発日 ′Depatture Date

印刷日 /Pおnt Date

請求番号 ′Btt Number

担当者 ′Castter
ぺ‐―ジ  ′Page

i22刊

: 11ガ16′23

:奪 t′17/23

11/17′23

:1日日日日日日日日日日
;奪 of l

Date

日付

Descttp額on
肉容

Reference
詳畑

Deblt
料金

Credlt

お支弘い

11/16′23

11/17′23

室料

クーポン

[NA Rooml 15i300

‐306

※印は軽滅親率対象商品を表します。

Signature rど 署名:

Thank ycu very much fう r staying with us and hope to see yoと again.

ありがとうどぜいました。またのど蒸ll用 をお待もしております。

Batance r差 31残高  14,994

SubleCt t08%G『 oss Amtr8●/c対象総額

80′。Tax Amtど 8'/。消費税額

SutteCtt。 10。ノ。CЮss Amtr100/Q対 象総観

tO。/O Tax Amt,10'′。消費税額

0

0

15,300

1,391

To協 1す合計 141994

―
―サイプレスリゾー…卜久米 ::ィ歩ヤーー

PAID
CV'R,iSS RItSoRT Kむ M EJIヽ f人

サイプレスリゾート久米島
Cypress Resott Kumellma

〒904‐3132沖縄県島尻郡久米島劉r大源803‐ 4

303‐埓Ohara,'く umttima‐choi Shimalin_gじ nt Okinawa 90牛 3132,Japan

TEL.098‐985‐3700  FAX,098‐985‐3794

ユーアンドアールホテルマネジメント株式会社 T8041101031520



線理番号

議員氏名
令和5年度 領収書添付用紙

※ 領収魯 添付 レンタカー代
10,670円■4名 =2667円 充当

(政務活動費充当額)

2,667 縄後分率 %領収書  1枚



トヤ
一ヽ
・一・一一一

一離
聰

餓
イ

(賞渡 人 )

久米総合開発株式会社

沖縄黒島尻都具志川村北原609-要
事業者登録番号 :T1300001006133

不際Bと対象観

2023年 11月 17日

収入印紙

領収証
,
妥ツ! 平

領収金額 10E670円
触 ″rp爾昨″横

レンタカーご利用代金として、正に領収いたしました。
ご請求金額については、別途発行の請求書がインボイスとなります。

冬7店 久米島店 カウンター 久米島空港カウンター

:所 603-1
巳当者 大川 鈴々 TEL 098-985-5151

塩基写定数番号|■E `魂官鞘
発 行 年 月 R

課税対象税込類    10=870円

く内消費税)1齢    (070)円

0円

■
イ ト

糸数貴子 様

スタンダード

大
特

一

貯
引

一

コ

ぎ氏名
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昨
証
情
報
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大
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普
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大
特

Jヽ

特
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弓|
原
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利用目的 奉用人数 1 行き先

借
受
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転
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レンタカー精算書 (個人)
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賞
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,肖 税〉 10%
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AeS

メ モス

トー‐ル

506れ 4104
[子C

SA

故

発メ

ョン

メーター な し

EFC ナ

シ

57КM

6 396KM

帰着時精算金出発時前受金
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一
　

　

　

〇

０

０

ット JCB
(出発時)

クレジッ

ク

▲

ト

07111

0

0

10,

i合計 i 101670 0

10,G70:計

00日

11月16日 18時 30分 ～

(出発使:RAC884 23150)RAC881  23

レ ン

利用

配
車
先

日

垂H 竜6日 1

098-9

ンター

098-985-51

ンター
着
錦 カ ン

TEL

一タ

マ ル】区分

ボーナスマイル3号

氏 名 マ イ

S 今回ポイント 106与ランク

今回ボーナス Oぐイント 0

106今回合計

今年度合計 106

マ レー

あと194ポイントで、ゴールドメンバ
iF整港存:響F



鶴栄子

建理番号

議員氏名
令和5年度 領収書添付用紙

ENEOS
納轟斎卸熙士観

売上
M―EneKey(Tカ ードW)練
Ⅲ…

'ンM‐EneКay(TカードW)
車両番号    霙車番
0026‐00

4104

P―01

*
レギユラー
5.10L

(196円 ) 単1,000
挙 1.000
単1,000
単91)

0。/o対象

ジット支|と、
XX′XX晴
―播↓ムい

一
SS,フ
°
l〕 :D

モ
'1'T力■
チ

Tホ
ロ 2P

OP
SP
OP

P(SS)

秀」用ポイント       OP

と` .
IE云帝手フ買上げいlaHげ綜取ol:か A吉 せてl口恙す売

消費1亀曹X蕪工のナチい魁式l▼猫関税土:持■とにて

!I摘
'ユ

いたI事寸q

′歯覺税に〔す 地方消労洸ア,ヽおよオ了【います̀
,

鯨
社解朗臨讃

川SS
六田332-1
TELi098-985,2〔

'23      SS-900045

命買収名 :

多和四栄子、平良識子、

山冒マ ドカ、糸数貴子

1000円 XO.5■ 4名 =125円
:T1360002010200

2023/11洵 7

(政務活動費充当額)

r>ワ 用領収書  1枚 按分率 %



久米島紬事業共同組合 11月 17日 (金 )

聰

予
島

璽

一
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撮影 山F騒マドカ



久米島町役場

iIIIIIIIIII!!!H!BHttHIII日
日日日日IFEF日日日BBロロBロロHFIB日 '「
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・Ⅲ…‐

熟島葛I'構易 碑当守害

|

■■
.. .__ノ

‐

i

撮影 I出隅マ ドカ



久米島博物館

撮影 山田マドカ

|が 必

撮影 糸数貴子



(房 lこ紙)

令和 5年 ■月 16日  ～ 令和 :5年 11月 17日  視察報告

E久米島紬事業共同組合

久米島帝由の里 ユイマール館 (字真謝)は、久米島町の施設で組合が指定管理

者として運営している。資料館、粗合の事務所、久米良,の歴史文化の観光拠点に

もなっている。

久米島は年間 10万人のィ観光容が訪れると約 1:割尊是学に来ると久米島糸由の歴

史背景は、太平洋戦争の被害がなく、お城、遺跡が残つてぃること。林由は、室町

時代からのもので、江戸時代、明治。大至時代Ⅲ産業として発展した。造跡巡り

も、久米島紳の歴史背景として見ることができるのも久米島の特徴。

久米島納の待徴は、1人が全ての工程を担うこと。平成 14年。国重要無形文化

財に指定された。その要件が、カイコカ|ら系をとり、天然の染色剤を使用するこ

と。糸をとるところから織り上げるまで 1人力予1作品を仕上げる。現在組合員は

90第が登録している。_去年は60名が機繊りした。

組合の織子さん,ま言分で販売は禁止ょ仙の組合等では直接の販売が可能なとこ

ろもある。どちちが良いかはす丁―短。久米島紬の場合、組合が価格コントロー

ルができるし、織子さんは織りに専念できる。経合は経営、運営で終わる組合が

多いが、しつかり販売、配分もしなければならない。

織子さんの最高齢は 90歳代がいらつしゃる。織子さんがそれぞれ生活できる

ような収入を目指〔している。現状は、割に合わなくても希望者は来る。お金を超

えて作る喜びがある。入米島に行政、学者、学模関係がきて、伝統工芸は見学の

対象になる。プテイド、絡りがあ:り 存続ができる。

組合は、理事長、事務局長、,反売ス:″チッフ2名、組合の理事が嘱託で、G名で

働い下ヤ「`る1金曙に誇れるも?と して、久米島町も支援を頑張つている。後継者

育成補助金、販芽蠍イ足進事業、町(国から補助金がある。単年のパワーアップ事業
もあうた。

■久米島町役場商工観光繰

縛物館の担当者も同席し、商正 G文化の両方の側面から説明があつた。

久米島紳への支援事業については、一つは久米島紬振興事業補助金。育成事業

に主に使っている補助金がある。もう一つが一括交付金の利用。振興の補助金は

町から使つている。納の育成者向上の交付として、講師の謝金、材料費など支出

している。沖縄総合事務局からも補助がある。今年は 3名の受諮生がいる。

もう一つが販売促進事業。商業産業的な支援になるが、販路の拡大も予算がか

かる。年に数回、島外のイベントヘ。銀座でのトンプセ~ルス、工芸ふれあい広

場、離島フェア、タイムスのフェアにも参加.専 F尋家の旅費。輸送費も経費で取つ

ている。商品開発もこの補助事業を使って試作品等制作をしている。

また、年中通しての着物として夏物の久米島織の試作品を開発。貝反売促進を



図り、経営充実を図つている。

技を伝承して、しかしそこには生活もある。歴史的な背景。貢納晶だつた納が、

その後、貴重な現金収入になった経緯がある。反物を織つて、大学にいかせる。

その資金源になつていた。大学を出て島に戻り役場職員になるなどした人には、

自分を育てた林由、という思いがある。他の市町村と比べると歴史的背景から、役

場職員にも思いが強い。

自然の特色も合わさって国の無形文化財に登録された。行政の支援なくしては

国指定を受けていても、生産が減つたり、技術が1氏下することになる。組合が、

織り手が食べていけるように、活発に活動している。

販路イ尾進事業では、役所の人も同行する。11月 24日 からの沖縄セルラースタ

ジアムで開催の産業祭りもあつたときも同行。来月は久米島フエアも。

次の目標として、価格を上げていきたい。新商品を打ち出して価格を上げる。

歴史的な背景に沿つた価格の上げ方をして、説得力を持たせたい。i来年、目指定

無形重要文化財二十年目にあたると1番新しく指定された経緯があるが、指定さ

れた時と今では状況が変わつている。織子の60名のうちの 17名が保持者なのでt

その方々が織つている革機をさらに高みにもつていく。

従事されている方々が日々技術を磨く緊境を整えるように、文化面保護として

の分野でもバックアンプがいるし、生活する上で産業としてのバックアンプも必

要。商二課でそこを補つてもらって 織ヽ■と行政と組合が、いい形で回つていると

久米島瀬由の組合は、借金だらけだろ:た時があらたが、議ェ観光諜が立ち上がっ

て、不良f黄権を解消して行らて、今の地位になつていいてくそれぞれ思いがあつ

て受け継がれていつた。役所は赤字の補壊ではなくて、販売促進に尽力した。

役場では文化と役割を分担している。お革セヽ1【やつていることを確認して、商
′

工観光課独自で、一括交付金など(線舎と無影文化財保護課とやつてきた。お互

いがお互いの方法をやりつつ久氷島率由振興をしている上組合は販売を努力する。

織子の養成は、授業料はなくてヽ 生活できれば研修を受けられる。悶題な家の

確保が難しいこと。

E久米島博物館視察
・
久米島博物館では、久米島吋全体の胚吏・文化を見ることができ、展示内容か

ら改めて久米島糸由の歴史偽変遷をみることができたも展示施設が非常に充実して

セヽる。

B視察を終えて

沖縄の歴史文化を行政がどう提え:て、どのように実援していくのか、支援策の

構築は喫緊の課題だと考える。那覇市,ま伝縦工芸品の種類が多い。そのなかで織

物という共通項で見るなら、首量染繊館 suikaraを どう支援するか、関係者と協

議をしていく愁要がある。



令和5年度 領収書添付用紙
建理番号

票凰 1凝轟珊舞■
】百1lF襦

漂 ど網1用料金霊競善 添付

(政務活動費充当額〉

68,011  円領収書  辱枚 按分率   50  %



隷

〒903-0804
那覇市首里 石嶺町 3丁目84-1

アバックス 6… A
多和田 栄子 練

発行金柱  NTTフ ァイナンス株式会社
料金センター

お問合せ先 0808-333-OSOO
受付時濁 9:00～ 17:00
(土・日・祝日・年末年始を除く〉

〒810  福隠市中央区白金
一〇012 1-20-3 紙与慕院ビル

851SA01040001-000長 13

||||||‖ |||‖ 11111‖ II‖ |||||||IIIIIIIIIIII
02404320荘 003222262

電 話 料 金 等 ご 利 用 料 金 証 明 書

電 話 番 号 等 090-1512-0544

2023年  5月分

2024年  1民分

2024年  2月分

※, 各通信サービス提供会社側でポイント充当等により、講求金額を相殺した
'岳

合、 rご請求金機なし」と表示されます。
※2 本書は、一揺請求回線単位のご利用料金、または、クレジットカード払いによるご利用料金を絶載したものであり、H尊金のお支払額を琶廷明しているものでは
ありません。

※3 各通信サービス提供会社名の記韓がな岳ヽ料金1よ、Nrイ ファイナンスご利用料金となります。

2024年 4月

NTTフ ァイナン

4自

ス株式会社

記   事年 月 分 ご 利 用 金 額 支 払 年 月 日

ドヨモご利用分

クレジットカー ドによるお支払
2028年  4月 分 8, 994用 2023年  4月  7日

ドコモご利用分

クレジットカードによるお支払
10,099円 2023年  5月 10日

ドコモどおl用分

クをァジットカードによるお支払
2023年  6月  8日2023年  6月分 9,009円

ド車モど利濡分

クレジットカードによるお支払
2023年  7月分 甍O,059爵 2023年  7月  7日

ドコモご奉l用分

クレジットカードによるお支払
2023年  8月分 10,200爵 2023年  8月  8日

ドヨ!とど不il用分

クレジットカードによるお支払
2023年  9月分 10,143円 2023年  9月  8爾

2023年 10月  7日
ド爾モご利用分

クレジットカードによるお支払
2023年 10月分 8,952円

ドコモご税手R分

クレジットカー ドによるお支払
2023年 11月分 211634円 2023年 再1月  8日

ド
=ヨ
モご利用分

クレジットカードttよるお支払
2023年竜2月 分 11, 889円 2023年 12月  88

ドコモご利用分

クレジットカードによるお支払
12,112局 2024年  1月 寄0日

ドコモど利用分

クレジット)と― ドtiよるお支払
12,¬ 18F弓 2024年  2月  7日

ドコモど利用分

クレジットカードによるお支払
2024年  3月分 12, 520円 2024年  3月  8畠

合計 137. 579円

1 ン/1

〒108…0075 東京都港区港南モー270



研修費



参考様式①

令下瞬∫ 年か月力 日

那覇市議会議長 様

政務活動費によ

ので、下記のとおり幸晨告します。

市内を含む旅費明納 (  O名 分 )

l戸

~ブ

子 見]

出張報告書

要請・陳情活動、会議のため出張いたしました

穆盈逐 げ倅売 歩
‐`予 ,ユ ハ

t宅

tt

会派名

議員名

〉万

ンや爾系子勧

研修

期 F日弓 令和 ダ 年す月メ瑶 ～ 令和 f年 か月,/日

月  日 日 程 内 容

と9二 9弁

す月 ,つ つ 八抒露♀畠縛ゃlす)メ ′゙ザ矛尭競 ちれ持ウ,逸⌒

学密為脇孝
夕欠み雲、

航空賃 宿泊費 交通費 負担金 その他 合 計

/J、 ,ど
D ♭,すつ∂ 井 夕

′θ

と し



領収書添付用紙令和5年度
整理番号

議員氏名

呂 FamilyMart

憲彗塞ご
麟審鍵 石嶺町4浅

少

HH FamiivMart

観胎昇舶4協
4 24日 (月 )17:48

領  書 
貢No.T

ATA EIKO

2
サービス
Peac

翻十
岳響

メールフ

尼響見Ⅲ月)1
0570-ool-292

7:48

typeach`
ホームペ

濯を努1檻 ,と :♀yoresmail,f
COm
―ジ http://切 w研.flypeach

イ ー ンテクス ト
イ ー ンテクス ト

⌒
申

¥r粽 /bぢ ?/,充 あド
'

イ タど=∂ ,色当

F/Jlつ♭つ/ュ コ々の伸

Y bts3つ
た必

今ちt 平 /こ
1 歩
θ

4.6

(政務活動費充当額)

13,860 円按分率 %領収書  2枚



peach
領収書

表示日 2023プ守24

DATE OF DISPと AY

RECElPT

下配、正に領収いたしました。

This is to cettlv that P,ach Avlation ha8 reCeived the roibwing.

>宛名
RECEIVED FROM

"金
額
THESUM OF

明細

FORM OF PAYMENf

但し

¥13,060(税込)

inc

コンピニ・ATM aネ ットパンキング支払

Oonventence Store/ATM/1ntemet aanklng Payment

平131060

盗庭とr聖鵞嶺載患鷲
曇こ撃宅督量盤で見ご雀」撃砲l｀擦禽雲程泳垂羅発a晨秩墨協掌濃ぞ贅学駐て盤ぞ

姦継ご穂審蘇基撮議韓離ぎ!望鍋継盛観露霧押露躍潔 怠}
万―、お引き受けできない場合には、保険栂相当額を返温いたします。)
AIR FARE AND TAX/FEE′CHARGE FOR THE FOLLOWING

(H9WeVeh the amoじ ntin the ttcelpt may notinciu09 some insurance fee.Forthe receipt o‖
nsuttnce

whbh is notincluded in the above amount,ptease contact to ttte insurance cottpany.For the cotttaCt

infO!爾 atbn,plo3Se referto a thank‐ you ttal fЮ m the insuttnce∞ napany、)

〉予約日時
800KINe DATE

2023/04/24(月 ,15:29

Peach AViaJoR株 式会4吐
Peach Aviation timited

IN PAYMENT OF

"予
約番号
B00КING REFERENOE

※本紙は電子的に保持している領収データを画面表示したものです

※Thb ls an elect▼ onic disptay of receゎ t data



peQc,■

領収書
表示日2023/4/24

DATE OF DISPLAY

RECEIPT

下記、正に領収いたしました。

Thお is to"碇中 that Peach Aviatわ η has FeCe"ed the fo‖ o胡ng.

〉宛名
RECEIVED FROM

〉金額
THESuM OF

明細

FOAM OF PAYMENT

但し

¥141660(税込 )

inc

コンビニ・ ATM・ ネットパンキング支払

Oonvenlo4∝ StOre/ATM/1!Iter,19t BankinO Payment

Y耳 4〕 660

運賃および税金・料金等
(ただし、上記領収書には一部の保険料が含まれていない場合があります。含まれていない保険料の領収書

をご八用の場合lよ、保険会社までご連絡ください。また、保険会社の連絡先
`よ

保険契継:手続き完了後に届く

メールをご覧ください。
また、『チケットガードどにつきましては、AWPテケツトガード少額短期保険株式会社で引受確隠を行つた
後配信されます『保険契約確露証 (兼領収証)J主で領収証を発行数しますのでそちらをご確認ください。
万―、お引き受けできない場合には、保険料相当額を返還いたします。)

AIR FARE AND TA輝 FEE/OHARGE FOR THE FOLLOWiNG

(HOWeVe上 the amountin the ttceゎ i mayれ otinClude sotte insuttn9e Fee,Forthe receipt of insurarice

which is■otinciuded in the above amount,ptease contact to the irisuranco∞ mparモy.Forthe contaci

in了onladoれ !please refertO a thank‐ y。じ耳la韓 1〕om the insuttnce company.)

中
〉予約日時
B00KING DATE

倉023/04/241月 )15:47

Peach Avialion株 式会社

Peactt Aviationと imtted

IN PAYMENT OF

"予
約番号
800KING REFERENCE

※本奪農は電子的に保持している領収デ…夕を画面表示したものです

X This is an eieciЮ nic dis,,ay of receぃ t dataす
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閉じる

料金明細

手続き後の合計金額¥ユ3,060

i区閥目 紙観2患瑠A患燈鉾 2◇2暫観呼2負峰日ま

FUK 福岡工60 OKJA、 沖縄 (那覇)13:40→

運賃 (シンプルピーチ)

大人

諸税・空港使用料等

大入 ‐HJ:PASSENGER

SERViCE FACiLITIES

CHARGE(OKA/DOM/AD)

大入 いHJ:PASSENGER

SERViCE FACILITIES

rHΔ pRFF「 Hrrn∩ M/Anヽ

小計 ¥11,680

¥5,490X2 ¥10,9,0

¥240X2 ¥480

^

¥110X2 ¥220



M

【Peach】 予約内容のお知らせ
1件のメッセージ

PeaChく靴inera呼@reSmaュ I.aypeach.com>
To:kahaoniraЮgma開.∞m

2024年3月 4日 (月 )、 15103

■ypeachicomにてご予約いただきましてありがとうございます。

ご予約内容や規約等を与魂 露ください。

▲ 塵驚・手荷物の事前予約はお済みですか?

インターネットの事前予約なしで、座席を指定・手荷物を預ける

と、別途手数料が発生する場合がありますのでご注意ください。

E

L:

二次元パヽコード

この予約番号でご予約内容の照会・変更ができます

当日空港でこの工次元パーコードを機械にかざしてください。うまく読み取れない場合は回画を拡大してください。二次元

パー雪―ドが使用できない場合は予約番号を入力してください。     
・

予約日時 2023/04/241月 )1,29

―
報 氏名

メーザレアドレス

電話番号

TAWATA EIKO

09015120544

搭乗便

E

呻 2Z8J9N

往路 MM285(A320)



福岡 国内緯ターミナル
2023′ OS′ 21(日 )11:50

搭乗者情報

沖縄 (部覇)
2023′ 05/21(日 )13:40

一 チ

UHA,PV>

0 剛
雛

▲
Ｔ
承

剛
雛

離
TAWATA EIKO

便名

MM285(A320)

磁

MM23S(A320)

保険

醜
TOKASHiK卜KIYOKO:

受踊―
なし

受託―
なし

塵鷹犠定

SE

手荷物侵先返却オプション

なし

スポーツ用品

なし

0ゑ
塵膚指定 手荷輸便先返却オプション

なし

スポーツ屈品

なし5D

機内持ち込み手荷物の重さ

身の回りのもの■手荷物の合 計 2個まで

機内持ち込み手荷物 :こつも`て

描策にあたつて



搭乗手続きには、チェックイン用二次元パーヨードもしくは予約番号が必要です。必ず印刷したもの、もしくは携辞電話の旅

;程
表画面をご用意ください。(二次元バーarド部分は折り曲げたり、雨など水に濡れると正しく再思総ていきない場合がありま

すのでご注廠ください)

Peachのチェックインカウンターや到活回は、従来の航空会社と異なる場合がございますので、必ず事前にご確H思の上、時間

に余裕を持つてお麟しくださしち なお、建時出発のため、指定時間内での搭乗手続きをお願いいたしま!すD

搭築手続き。手荷物のお預け:

・日本菌内線の場合は、出発口寺葬lの90分前～30分前までにお済ませください。

・薗際線の場合は、出発時ス叛lめ126分説～50分前までにお済ませください。

それ以降はど搭栗いただけませんのでご注意ください。また他の便への振警や払戻燃致しておりません。

ご1書素の際ヽ座庸番号をご確盤ください。
i

誤下は非常口座席のため競じ「長がございま魂

,機種A320′A320nec:42、 13'lと目

・機種A32重 L庶 :18、 27列目

また、以下の座席はリクライエングがで,きません。ご了承ください。

・機種A320:軽 1、 12コJ目   Ⅲ

。機種A321とR:17、 26列目 126D、 26Eは塵席幅が狭くなっております)

一部の機材ていは、全ての座庸にt背もたれがあらかじめ僻lれた状態に固定されているプラリクライエングシ‐卜を採用tしてお

りiます。

国際線ご利用時の渡航警類 (パスポート、どザなど)に関する責任
`ま

お客様ご自身にありますので、心ず事前に必要な渡航書  |
1頬をご確島忍くださし、

乗り継きに関して

Peachでは、「スルー′キゲージサとビス、スリレーチニックインサービス」1よ提供しておりません。

・乗り:継ぎ空港到着時にお審糠ご自身で次のフライドを再慶チェック|インしていただく必要があります。

・手荷物をお預けの療には、乗り継ぎ空港到経時に一度手荷物を受け取り、チェックインの際に再産手荷物をお預けも`た

だく必要がありま魂

。:国際線の乗専盤便をご蒸u用のお客様は、乗:り継ぎ空港にて出入国及ぴ還閥手続きをしていただく必要がありま魂

お支払い状況

題 ・ 各 種 数 料

追加オプション

翻求観

¥,3,060

Yo



保険

合計

¥0

未適用

¥13,060

¥13,060

¥0

クーポンコード

コンピニ・ATM・ ネット

パシキング支払

未聟、館

お支払明細

往路 MM285(A320)

Ш一
嶽

相岡 2023/05/21(日)11:50

驚税・空港使用潤等

l六人)測」:PASSENGER SERViCE FACIL!TIES CHARGE(OKA′ DOM/AD)

l六人)H」:PASSENGER SERVICE FACに :イIES CHARGE(FUK′ DOM/AD)

そ0他 `

支払手数料

クーポンコード

■ 沖縄 (那覇)2023/85/Zl(日 )1340

(¥5,490) X2 ¥10,980

(Y240)

(Y440)

往路′Jヽ計

小幹

Y480

平220

Vll,680

平1,380

未適用

¥1,380

X2

X2

合幹 ¥13,060

変更及びキャンセルについて

予約内容の変更には運賃の雄額、ならびに還質により手数料がかかる場合がございます。また、予約の変更は、ご予約便の時刻察に

配職している出発時刻の1時間前までインターネット、コンタクトセンターまたは空港カウンターにて承ります。ただしシンプルピ

ーチの変更の場合、変更先の便の出発日の2日前の23:59までのご予約となっており、当日、及び翌日便への変更はパリューピーチま

たはプライムピーチヘの変更となります。                                        '



1)フライト変更をした場合、座席指定または受託手荷物については、改めて手続きを行つてください。また、その場合は別途塵席指

定料金、受託手荷物料金がかかりますのでご了承ください。

2)お客様都合によるキャンセルは払い戻し不可となっております。パリューピーチ・プライムピーチの場合は、ピーチポイントを付

与致します。パリューピーチの場合は、運賃から取消手数料を差し引いた差額をピーチポイントで付与いたしま萌。プライムピーチ

の場合は、運賃の金額をピーチポイントで付与いたしま売 いずれもピーチポイントは発行までに一週間程度かかる場合がございま

曳

Ⅲ航空券の有効期間:ご予約便に限り有効ですとただし、予約の変更が生じた場合は、変更後のご予約便を有効とします。

複数都市予約の変更に関して

フライトを変更されるとき手ま、以下の乗り継ぎ目安時間を確保していただき、お客様ご自身の責任で、出発地 。到着地 。日付・便・

出発時刻・到着時刻を十分ご確認の上、ご変更ください。

国内線の乗り継ぎまたは同日往復

国際線の乗り継ぎまたは同日往復

国内線と国際線との乗り継ぎ

:90分以上

翔20分以上

:120分以上

国内線区閥から国際線区間に乗り,盤ぎされるご予約をお持ちの場合、予約変更サイトからは、パスポ‐卜情報の軍新ができません。

パスポート情報の更新をご希望の場合は、コンタクトセンターまでお問合せください。

予約変更サイトからご自身の操作で受託手荷物の追加ができない場合は、コンタクトセンターまでお関合せください。

Peach旅審螂 款に関してはww咀何ypeachocomを ご党ください。

Peach―周tお会いできることを楽しみにしておりま魂
peach Aviatbn株式会社 (wwwi¶ypeachだom)

サイト利用規約  プライパシ…ポリシー



基理番号

議員氏名
領収書添待用紙令不露5年度 田栄子

請求明細書
BttLL・ REC正]蛋PT 軒サン′Tヽ刃レ鳥栖

〒841-0034 佐賀県烏栖市京IE]7811
TEl,0,42‐ 87‐3939 FAX 0942‐ 87… 3535

ありがとうございました。またのご荼噂用をお待ち11し
'iげ

ます。
T,】ょ虚K yoこ lol your stAy wih us May wc havc ttlc plcas41℃ Or Selvin8 you aSaiB

領 収 書
BILL RECEIPT 喘サン京刃レ鳥栖

〒8410034 佐賀県烏楢帝京町7811
lEL 0942-87‐ 393,,AX 0942‐ 87=3535

一
収
　
　
印

入
　

　

紙

日要寺

(I)ATR) 23.05,2と

役,狩イl
くヽlAME) い、

k 士
.1常

、
'II

多和}H栄子 様

御F叫 ,B金ツ頑
(1'(ア,Al,) Y6.50o―

10%対 象
8鶴対象

V5,909(Y5'1)
掌〔YoⅢ

ilコし金綬とに″11鷲いたしまし/た。 11】oれて,vじ 魚,Ount tcdvcd

お′r,前  GR'EST NAME

多不β母]栄子 l妖

お部屋番号
R()()M恥

ご劇若翔
ARRIVAL

ご 出 発
1)EPARTUR,

ご篠泊者数
PERSOttNS

/テ

` 
行 日
ISSUED

0401 23.05,20 23,05.21 ユ 23,05.21

ロ イヽ1
1)〆 1ゞ'E

I朔     鶏麟
DESCRIFTIlう N

数 量

QNTY
金

CHARGLS
ご 入 金
CREDIT

考

REMARKS

5,20

5,20
前受金

宿泊料シングノン と 6,500
6,500

(590)

※印は軽減税率(8γc)の適用品目です。
ご 請 求 額
Aヽな(〉 UttNir Dkテ Ё 0

(政務活動費充当額 )

6,600 用按分率 O/c領収替  1枚



整理番号

議員氏名
領収書添付用紙令和5年度

多和偶栄子

領   収   審
No.コ

日 1寸  ':む 年 05月 20B

車 番     000203         00

基 本 運 賃     挙1030円

合計   ¥1030闘
上記 の通 り領収致 しま しオ

姿昭袋碧

隻喬ご嚢霊客路4筑極北藻みⅢ
佐賀県島4函帝:歳 ホ

'手

::j3a

Stti=eて
',わ

スマイ,歩キャブ

株式会雄烏楢備ハタクラー

TEL(0942)83-4101

毎捜ご装蔚こ̀
お
りがとうございます。

車

“

耳i群

'    207号2023年 lみ 5月 21日

練 祥隆
¥夢 6〔:)円

立替金

円

上記の通り正に領取致しました。

(名 )安 進 タ ク シ ー
学鶴亀県淋添帝鶉理審3-6-曇 2
TELく ()98)877-6961
お忘れ物やこ褻理がありましたら
露

隷 謬

静

、島牢斬 ″タ 汗す'y

対鵬 仰 が陣け

(政務活動費充当額)

:1610 開按分率 %r 領収書  2枚



受 領 書 (交通費等)

会派名 ニライ  議員名 多和国 栄子

使途項目 聴 費

出張日程 令和 5年  5月  20日 5月   21日

出 張 先 佐賀県鳥牽彊市

内  訳

2028年 5月 20日         ,

費 目      移動区閥        金額
① モノレール    経塚駅→那覇空港     370円
② 鉄道       福岡空港→博多駅     570田

特急券購入        750用
博多駅→鳥栖 (会場)   260用

小計と,950用

2023年 5月 2と 日

費 目      移l動区Π轟        金額
①鉄遭        鳥相→博多駅       260円

博多→福岡空港      570円
②モノレール     那覇空港→首塁馬尺     370隅

小計 と,200調

金  額 合計 3,150調

上記のとおり受領いたしました。

令和 5年  5月   30日

議員名  多和隠 栄子 t鰺



１

　

　

２

第 38回 ジ女性会議九州プロック交流集会開催要項

同 時  : 5月 20日 (土)12時 受付 13時 開会～ 16時 50分閉会

会 場 鳥栖市「サンメッセ」大会議室 2 (JR鳥栖駅より東へ徒歩 5分 )
(鳥栖市本鳥栖町 1819 奮 :0942-84-2121)

3、 講 演

日 程

テーマ

講 師
「安心できる社会を求めて」～手と手をうないで～

福田純子さん (小城市立桜岡小学校教職員)

4 12:00-13:00

13:00-

13110～ 13:30

13:30-14:50

15:00-15i30

15130-16:40

16:40-16!50

受付

開会

オープニング うたごえ
女性会議の歌『大地に花」他 2曲

講演

休 憩  (10分問)山
中央本部提起 (中央本部池閣事務局長)

全体討論、交流会

(各県活動報告は書面報告とする。)

閉会

次国開催県長崎県本部の挨拶

各県責任者の方へお願い

①各県活動報告は、4月 23日 までA41枚をメールでお願いします。

②参加者数は、規模縮小のため各県3人～15人程度で、第二次集約4月 28日
第 2次集約 5月 10日 までにお願いします。

③各県本書お分担金2,000円 は、当日受付でお願いい々します。

メールアドレス

おF麟写い合わせ、ご連絡先

♂女性会議佐賀県本部事務局長

古賀白記江 al

メールアドレス

ことい

FAX 1 0952-53-2005



第33回

州プ )ク東

|

<佐買空港に自
― 地、オスプレイ配常反対集会>

口 時 :2023年 5月 20自 (■)
開会 13:00 ～ 闘会 16:50

場 所 :鳥植市 「サンメッセ」大会議室2
佐賀県鳥葡市本鳥描町1819 也 αЙ隆…&←2121

1



参考様式①

令和  5年 11月 29日

那覇市議会議長 様

ё
出張報告書

の聡畜竿肇露七盗子祭奪⑬
要講・陳情活動、会議のため出張いたしました

会派名

議員名

ニライ

多和躙栄子

期  間 令和 5年 10月 5日

月  日 日 程 内  容

10月 5日 14時 ～16時

子 どもが安心 して育つ社会へ CAP
(子 どもへの暴力防止)プログラムを
通 して考える学習会

市内を 旅費明紳 (  1名 分 )

は、 ■16=

〔所 見]
努B読講議会の女性議員で活動するジ‐ゲシどレアの会で提起された学翌全

全議員に
'手

び控卜けて実施する1と奉つたn子ど
=】

たちを目`配り巻 (黒力は、きまど

まな形がある。特に性虐待にういては一タスllも早い対策、被害者支援が必要であ

る。那覇市として何ができるのか、女性議員そろつてCAP学響会大いに参考に
なりました。

学習会 報告書

タイト)レ :子どもが安心して育つ社会へ CAP(子 どもへの暴力[方生)プログ
ラムを通して考える学習会

開催日時 :2023年 10月 5露 (木 )と 4時～16時

開催場所 :那覇市議会 会議室
講  師 :奥 F日司智香枝、宮国幸子、井形陽子 (NPO法人 おきなわCAPセ ンター)

1

合  計交通費 負担金 その他オヽテルブ` ック 宿泊費

1,375円1,375円



参加人数 :市議会議員16名、その他と名
内 容 :暴力とは何か
こどもはなぜ暴力の被害にあいやすいのか
こども向けワークショップの実演
安心・自信 。自由の人権概念
エンパワメントの考え方
六人にできる日常の支援と被害児童。生徒の支援
他市町村でのワiクシヨップ実績と事業内容
那覇市における「思春期の心と体プログラム」の内容と感想

所 見 :参加アンケートより以下抜粋
・年齢によつてワークショップの内容が違うこと、丁寧に組み立てら
れている内容である。
・子どもの権利を守ることは、すべて大人で決まると改めて確認でき
た。
・小学校でも取り組めるよう提案していきたい。
a権利の概念、こどもから相談するプヽ―ドルの高さ、こどもに関する
大人の意識がとても大事
。「いやだ」の一言を言えることは大事なことだと理解した。
・子どもから信頼される大人になること、どうあればそう見てもらえ
るのか。
・就学前のプログラムについて知りたい。
・子ども向けのロールプレイ、市の小学校にも活用させたい。
。今後、学校でも性暴力の防止について授業を多くしてほしい。
・子どもと接する親や六人が、自分たちが自身を受け入れて、自己肯
定感をあげるためにはどんな研修があるのか、ぜひ受けてみたい。
。当たり前のことだと思っていた「安心。自信・自由」が、改めて大
事だと理解した。
・子どもが暴力にあいやすい理由がわかり、だからこそ大人が子ども
たちのSOSに気付いてあげられる環境を増やしていきたい。
・他市町村で、さまざまな形で事業が行われていることがわかった。
那覇市での可能性をきぐりたい。



領収書 発行日 :  2023年 10月 11日

様、 金城 亮太 様、 金城 直子 様、 山田 マドカ 様
様、 彊中闘 久枝 様、 昔里 明 様、 幸地 わかえ 様
様t 上原 仙子 様、 多r日田 栄子 様、 平良 識子 様
様、 大城 幼子 様、 昼良 栄作 様、二塁 ただし 様

¥22,000中

但し、 CAPお となWS(2023/10/5)代金 として

上記、正に領収いたしました

朧
鍮
褪
挙

報
融
畑
触

内 訳
税抜金額

消費税 (10%)

20,000用

2,000開

特定非営利活動法人をきなわCAPセ ン

代表理事 長田
頓》902‐ 0066

1中縄県那覇市大道169‐ 4コ ーポ花城B‐ 102

TEL&FAX 1 098‐ 975‐ 9753

Tl‐3600‐ 0500‐ 1262

¥22,000■ 16人 =¥1,375

1人 当 た り 1,375円 計 上  振 本は 糸数貴子が使用)



参考様式③

令和  5年  ′′月 16日

那覇市議会議長 様
会派名 ニライ
議員名

出張報告書

政務活動費により視察 要請・陳情活動、会議のため出張いたしました

ので、下記のとおり報告します。

市内を含む旅費明細 (  1名 分 )

夕わけ糸字t,'

研修

期 間 令不目 5年 10月 28日 令和 5年 10月 28日

月  日 日 程 内 容

10月 28日 14時 00分～16時 00分
那覇市立夜間中学校 (学級)をつくろう :

シンポジウム

航空賃 宿泊費 交通費 負担金 その他 合 計

6,240 6,240

1彪帝守為f″ウの藍ttt X―tウ

ゴ発誉的どおfyと 榎どt懲



令不置
J5年
度 議員名 整理番号 NO ①1

【項目】 □調査研究費  囲研修費
□ □

□広報費
□

□広聴費
□

□要請・陳情活費

那覇市立夜間中学校 (学級)をつくろう !シンポジウム

にかかる経費 (¥187,213)の負担分

《領 収 証 》

那覇市議 議 昌 多組国 子  模

¥6‐240-

但し、那覇市立夜間中学校 (学級)をつくろう |シ ンポジウムに

かかる経費の負担分として

2024二年 1月 参ι》日

那覇市立夜間中学校 (学級)をつくろう 1シ ンポジウム

実行委員会 委員長 上塁 直司  |

参力]者 (30名 )

多和田栄子・平良識子・糸数貴子・山田マ ドカ '営間安員C・ 宇根良也・吉嶺努 C

屋良栄作・奥間亮 。金ナ戒直子・花城典史 。上塁ただし。上原仙子 e前泊美紀・中村圭介

翁長俊英 ゆ糸数昌弘・野原嘉孝・大城幼子・幸地わかえ・金城亮太・吉里明・古墾茂治

我如古一部・湧川朝渉 。前割千尋・西中間久技 。普久原朝 日・永山盛太虞る。瀬名波奎

二87,213■30名=6,240.43 1人当たり¥6,240計上

端教43は上里ただし議員負担
別紙資料添付 (原本は上里ただしが使用)

充当額 6,240 円



No. 費 目 日付 金額 備考

1 預 り金 11/10 6,500 多不母曲栄子 (ニ ライ)

2 預 り金 11/10 6.500 平良識子 (ニ ライ)

3 預 り金 11/10 6,500 糸数貴子 (ニ ライ)

4 預 り金 11/10 6,500 J葺圏マドカ (ニライ)

5 韻 り金 11/15 6,500 嘗蘭安貝」 (無所属クラブ)

6 預 り金 11/16 6,500 宇根良也 (無所属クラブ)

7 預 り金 11/16 6,500 吉嶺努 (自民党・みんなの協働 1)

8 預 り金 11/16 61500 屋良栄作 (自民党・みんなの協働 I)

9 預 り金 11/16 6.500 奥F日弓亮 (自民党 tみんなの協l動 1)

10 預 り金 11/16 6,500 金城直子 (自民党・みんなの協働 !)

11 預 り金 11/16 6,500 花城典史 (自民党 こみんなの協働 1)

12 預 り金 11/16 6.500 上里直司 (自民党 。みんなの協働 1)

13 預 り金 11/16 6!500 上原仙子 (自民党 'みんなの協働 1)

14 預 り金 11/21 6,500 議泊美紀 (無所属の会)

15 預 り金 11/21 6,500 中村垂介 (無所属の会)

16 預 り金 11/28 6.500 翁長俊英 (公日月党)

17 預 り金 11/28 67500 糸数昌洋 (公明党)

18 預り金 11/28 6,500 野原嘉孝 (公明党)

19 預 り金 11/28 61500 大城幼子 (公 R月党)

20 預 り金 11/28 6,500 幸地わかえ (公明党)

21 預 り金 11/28 6.500 金城亮太 (公 R月党)

22 預 り金 11/28 6,500 吉里明 (公明党)

23 預 け金 11/28 6,500 吉雲茂治 (共産党)

24 預 り金 4と /28 6,500 我如古―郎 (共産党)

25 預 り金 11/28 6.500 湧川朝渉 (共産党)

26 予員り金 とと/28 6,500 議園子尋 (共産党)

27 予員り金 とと/28 6,500 西中F日弓久枝 (共産党)

28 預 り金 11/23 6:500 普久原朝日 (立憲な |ま )

29 預 り金 11/23 6,500 永曲盛太郎 (にぬvS、ぁぶし)

30 預 り金 と2/5 6.500 瀬名波奎 (,こぬしS、 ぁψdヾ b)

合計 195,000

那覇市立夜 Fョ月中学校 (学級)をつくろう |シ ンポジウム実行委員会

【収入内訳】

【支出内訳】

領収 No, 費 目 日付 金額 備考

④・② 旅費 11/28 55,446 講亀醇 (嗣 由⇔沖縄 往復航空運賃)
③ 旅費 11/28 2,580 講部 (鉄道車賃)

③ 旅費 14/28 23,600 講自市 (宿泊費@11,800X2,白  刃5覇市の規定に準ずる)
④ 報因州 11/28 24,000 講師 @8,000用 X8h

③ 使用料 10/28 52,800 会場使用料@13,200X4h 八汐荘
④ 広報費 10/3 3,135 チラシE「刷代 :フ レフレー早安 E口用1

③ 広報費 10/12 5,115 チラシEβ刷代 :なは市民活動支援センター

⑥ 通信費 10/10 6,530 郵便料金 チラシ発送
〇 通信費 10/31 520 ″ターパック 講師へ書類送付
③ 通信費 11/15 204 車ζ便料金 講自市へ書類送付
③ 雑費 10/20 2,640 クリップ付ペンシル :安ホ屋

⑩ 雑費 10/25 7,700 舞台横幕 :尚 生堂

④ 雑費 10/27 880 ヨど一用紙 1000枚
② 雑費 11/15 495 振込手数料 識自頭
③ 雑費 12/26 1,120 資料 E日刷代 :な すま市民活動支援センター

⑭ 雑費 12/27 448 コピー用紙代 500枚
合計 187.213 ×実行委員30名 で按分 6,240円 (260鶏返金)



① 旅費

【領 収 証】

那覇市立夜闘中学校(学子脱)をつくろうと

シンポジウム実行委員会   様

金額 ¥ 1 0 5 6 2 6

上記の金額正に領収しました

但t′、】瞬覇市立夜間中学校(学 段ヽ)をつくろう1シンポジウムに係る

諸費用(報酬及び旅費)として

抑 5年〃月クテ日

住所

城之内 庸仁

金  額 備  考費  目
講師21040と 鉄道章賃等 (自 宅⇔岡山空l港)

540
会場住所 :人汐荘
那覇市松尾1-6-1

2 鉄道車賃等 (那覇空港⇔会場)

55,446 JAL i t研山空港⇔那覇空港3 航空運賃

23,600
ぷ覇市内ホテル 2綸
(刃li覇市の規定に準ずる)

4 宿泊

1時間当り8,000用 X3時醤射5 報習R(講師料 打合せ含む) 24,000

合  計 105,626

氏名



② 旅費

9 202日毎tl月07日 la 14発抒

日本航輩韓式会社

魚韓,4T7010'01∞ ″鶴6

55,446円

■ご悟祭活みの区間は表示會れていない場合がございます.

合31金奮白   SSt46円

Iご利用無程
。遭質・料争明組

ンロノウチノプ七卜機

2023年 10月 24日 (火 )

03i30筒山

10起0沖縄 (那覇)

2023年 19月 34自 (火〉

1840浄隠 (酵8覇 )

20:25岡出

鯉

題 ,Hととして

2123等9月22側

賢本航建

現金 ,クレジツトカ"祥 ,その他のお支,ない分を含みます

章  tt,Htアイパー

'Ⅲ
■ 夕夢スづ

`゛
とき  ,TA043

ヽ
'、

(奪狼セイ八―

′

'Pス
 クラス,

1費 ら ,TA016

下機の金
=区

置に競硬いたし議した

様

命葛爾弱碑帽円 (税込み )

但 t″

腕を舞,料金勢斎号

航空寿β寸金持発行 t‐手

舞骨,PFl

備考

消費預輝 140Ъ

工0傾収鶏ta亀学t角oしまtF☆



③ 使用料

④⑤ 広報費

全買 様 諏
金 類

:Fil,荘
'IIイ
すて,||1常 i― /∫宝糠 No.

内  訳 後 k titアイ11
r

(″′】 ` (  ' F/子守 Ir
塊   金

小 ↓ガ 手 卜と,)牛 /・ 月ご 司 上記工に領収いたしました
子   形

フレフレー早消鉾就鎮等( %)

消舞耗競争ぐυ%)

1盛入こP銚

〒901-2114浦添市安
TEL098遇 76‐9844 FAX

波 l… 81歩ガ2

SRla2e

領    収    証
那覇市立夜間中学校(学級)
をつくろう!シンポジウム実行委員会  様

金額 ¥52,800

印紙税法
第5条第1号
により収入
印紙をはり
ません。

但し、  10月 28日  会場使用料
上記金額t確かに領収しました。
・うフた
'年
/沙 月ユ′日

内訳

として

沖縄県 那覇市松尾1丁目6番 ftt r i
一般社団法人 ,中縄県数職民共済会
沖縄県教職員共済会館 :バ汐荘

理事長 平田 修

登録番号:T2360005000049

税率
10%
税込金額

消費税額

¥52,800

¥4,800

1つ く
',が
,

現金領収証書

科

目

金

額

■

掘
　
要

-5,la 12

なイま市民活動支援センター実費徴収

印轟Ⅲ機.甲ピ…機使用実費徴螺金

り

おf 寄

1叢

1-I一 子輝βイ1,'t 剪離覇i甘 鶏fP
:寺:～蓉(1チネ″F孝協|・肱 期守 みた,

浄)i吟う|

納
入
者

lξ

｀
令ヽ
プ

書ト

上記の金額領収しました。

令不B ;年 F∂ 月 アえ 日

那覇落市
収納取扱員 氏名



③⑦① 通信費

領収書
_攣盟鯉饗鉛詮t!挫

斎拿1瑠1髯せ影ケト(颯ョ揆射懇)  ¥3,220

領収書
手l,昂重i主た犠

'('う
!様

チ夢密推発角
プラ為((520尾と0

小 講 ¥3,220

務雨
種定形外(規

後窪
)

¥2,310

小 計 ¥2,310

小 計 平520

辮 懲(10,`)
¥0
YO)
¥520

務雨
種定影外(規

犠窪
)

¥1,000 倉議と

' 
クレジット

子520
¥520

小 計 ¥と,000

Ⅷ ;:録

救
    ¥♀

:与尋

含議り金額 子6お ]θ
¥10,000

おつり 平l,4子 0
旧Mi聞‖皿謝脚川‖細‖船団朋脚削程田‖脚脚1瞭

-1 領収書

_ど塑甥埜盤翌盟蟹題金超
=生

埜

談詠籍建諺激駒砲
)  4:1路

小 計 ¥120

ざ墾喬暮湿留手1枚 ¥84

小 計 ¥84

(10'l)

1通
平120
¥10)
¥84

食議り金額
おつけ

¥504

半〕tt

４
翼
■

Ａ
協
Ｖ

ａ
ァ
を

Ｖ
軍
ｌ

1船‖側It‖‖‖I士 1鞘



③⑩ 雑費

1米式会社安木憂 司島とり店
〒900‐ 1】 rヽ

19

う辟鞭嘔l争
Tこ L:1''

l AX:1,,

蟻齢番七

鑢 、番電

03

28と

' 1(1‐

20 09:52:36

生
″
，
庁
ギ
・
　
　
　
一
ィ
ｒ
●
路
寺

i:

＝
輯
難
廷
―
ィ琴
一
一
一
一
コ
一

取SIID:L

制瓢叉言正

藤魏苺と法PβRマ奪なくを漁ゝ
)で

9く夢う1シっ
｀
ゥム,多_ム
=そ
勲鉾 馨

領収金級

¥2,640-
=(税
平240-)

(1銚対象 ¥2,640内湘欝碗 ¥246)

rtttノ

上記正に機収いたしました。

No

2023-10-20 09:も2:36 取引ID:498

スタッフi溝名梨帆

ツ)クリ̀ン
'°

付代・力れ DA-4δθ

4970116034021 e880x3 ¥2,640

一費
・
　

サ

一
す
　
ヽ
ｉ

ｔ
ム一‐‐　
　
　
　
葡
灘
謗
空
雑
八
封
攣
゛
気
佐
τ
対
■
ｏ
ヨ
型
ё
騨
０
麟
靖
欝
年
障
Ｔ
汁
ｃ

|

―‥
‐〔
　
ド
　
常

　

一ヽュい
れ

輸
幹
琳
ゆ
辞

か
荘
難
れ
群

E
軒

　

　

さ

金

ど

一馬
三

離

謝

書

理

解

群

一
懺

亜

∝
導

∞
伸

働

言

Ｏ

襲

観

群

爵
＼
引
審
？
８
〓

彗議
ｇ
轟
納
一当
，
馬

導
善
軍
遵
麓
¢譲

碑
０
串
）誤
фЬ
努
中

報
報
慈
群
碑
＼
報
Φ窯
心
軽
葛

醍

部

養

ヨ

鞘

鵡

導

癖

ヽ
一
０
韓
０
酪
ど
逮
五
彎
一　

朝
＞
差
擦
∞
苫
禦
二
亀
一

ｕ
軒
叫
群
輸
＼
剖
患
，
縛
軍

む

掛

勝

載

鶴

掘

争
】
∞
‐
苺
帝
韓
０
梯
ぢ
謬
ヽ
颯
ф
　
「
＞
ｋ
建
こ
串
∵
お
塞

繭

際

| i tl

(/・

=圧

一
一
■
篠
】
「　
一　
　
等
∵
す
ウや
■
Ｔ
ネ
す一
１．年
↓

日
型
‘弾
欝
佃

ノ」篭キ
舘
内閣 党
岱 +触
お顕り金額
納 り

¥2,640

¥2,640
(¥240)
3点

¥3,040

¥400

家⇔一Ｈ“」車」」車車〓“車

醜醐寝醜靱‖脚

工

気

．
，

どこ蝉毯

て`

「■と

つヽ

議

　

　

　

韓

Ｂ＞
翠

報
　
　
　
　
（ＥＩ

任

醇

鮮

　

　

　

辟

1“ __…

醜

　

　

靖

　

　

酬

No



③② 維費

蝉
〒900-0013

Tこと:098…862-61

FAX1098-862-5117

-雪 :TS-3800-0100-2'03

會
―

:817D

2029-10-ぞ 7 16122.:23

幹 ―銀過り店
T900-0019

瑚 層螂 1・ -14

TEと :098-882-6117

FAX:098-862-5117

登録轡母:T8-3600-0100-2103

虫鵬 豊:817D

取B‖D:- 2023-10-271S:22:23 耳又SIIDIE
スダツフ:I■■■■

旬瓢限言正 日本)PPC用1神 A4

4617421103341 e440x2 ¥880

猾鶴衛立れ閤ヤ考
つくうう|ツンだ―°ジつ

旗鉾森 )そ

hi争奪幹 練

小計
齢
内圏 t
舗 融
棘 り錨
純 り

¥380
¥980
(¥80)
2点

¥1,030

¥150副 圏

但♭

¥880-
(税 ¥90-)

(1雌 ¥880肉ドJ専脱 ¥80) 蠅J剛 !‖蠅郡
上記正に卓員尊又いれしました。

No

電鬱 ご 利 用 明 細 域写募謎 畢響障 豪

ただいまのご舜」用の9,18は下鴛のとおりでござtヽます。どうセぉ筐ぉヽゅの
うえ大,よこお持ち掃りくださt｀ぅなお、盛饉もあわせてご詭ください。

禽〕襲義質試部

付につき那覇

税務署承認済

No.

担当看印

E

駁掘磨番つ年 月 日 後繊・処理番号 銀行番号

∩島411篤
店停番碁 爾 座 番 号

お お 双 g 金 優

お 邑込 ¥生〔16.121
わ取

'1時

女ll お 取 引 後 残 惑

撃*■+キ■■導単■■寺*■ *

取人  シHプウチ ノフ
゛
と卜 様

頼人  ナ,ヽシヤカンチュウカ・ ク 様
込日     05-11-15

誓▲込手数料
115074

込金額  平105,

⑬ 妹球 銀行 ェ呻 x刺
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「那覇市立夜 中学 (学級)をつ

開催概要について

那覇市の夜間中学 (学級)調設の機運向上の取り組みとして、那覇市議会起党

派で実行委員会を立ち上げ、香川県三豊市の曲下昭史市長と二豊市の夜間学級

開設だも携わった基礎教育保障研究所理事長の城之内庸仁氏をお迎えして、シ

ンポジウムを開催いたしました。

つきましては、市民の学習機会の確保や学ぴ直し、学齢期の生徒の多様な学び

の実現に向けて取り組んだジンポジウムの開催概要を、以下の通りご報告申し

上げます。

■日時 :2023年 10月 28日
■場所 :八汐荘 屋良本―ル

■参加者 :44名 (教育関係者や市民など)
■講演者 :山下昭史 三豊市長、城之内庸仁 氏

■プログラム概要 :

二、主催者あいさつ

シンポジウム実行委員長 上里 直司

一、議長あいきつ

那覇市議長 野原 鶏孝

令和5年 11月 14日

くろう 1シ ンポジウム」の

那覇市立夜間中学 (学級)をうくろう !

シンポジウム実行委員会



【第一部】

一、市長講演

香サII県三豊市 曲下 昭史 (あ きじ)

三彗_市で夜間中学を開校したのは、2

022年 4月 14日。経緯としては、
2021年 2月 の市政方針において、

翌年 (2022年 )の 4月 にF矛弓校させ

ますと表明し、2022年 10月 には

初めて学齢ダJこの生徒が入学して くれ

ました。全国で初めて夜間学級と不登

校特例校を併設した学校であります。

2020年の国勢調査によると、香川県で義務教育を修了していない方が7

147人、人口6万人しかいない三豊市では712人 (沖縄果 18,320人、那覇

市2,933人)。 この数字をどうみるかが大切である。その殆どが本人の責任では

なく社会の責任である。だからこそ、そういう人達に対して、社会で学び直せる

場をつくる必要がある。不登校を含めて、何回でのやり直せる、色んな選択肢が

あるというのを大入の責任として示していくべきである。

また、夜間中学の設置で絶対問題になるのは、ニーズのF口尾題である。そのこと

を本気で考えた時に、9人だつたらやるのか、9人だったらやるけど、1人だつ

たらやらないのか、1人でもニーズがあるのではあれば、行政として困った人連

に手を差じ伸べる福祉同様に、夜間中学を設置すべきだと考えました。

一、講演

全霞夜間中学校研究会 理事 城之内 庸仁 (し ろのうち のぶひと)

誰一人置き去りにしないということは、日では簡単であるが、そこをどう実現し

支えていくかについて、その地域に住んでいるすべての人たちの責任であり、市

民の代表である議員であり、行政の責任であると思っています。

ハ

I

(

|



風邪で病院に行くのに、わざわぎ

包帯を手に巻く人がいます。その理

由は、読み書きができないから、手

に包帯を巻くことによって今回は

書けない、自分は病気なんだという

ことをPRして、関診票を受付に書

いてもらう人がいる。

簡単な読み書きができても、医療などの言葉は難しい場合がある。そいう社会

で引け目を感じながら生活している人を支えていく役割が、夜間中学にはある

と考えている。

夜間中学に通っている人は、O未就学者 (高齢者)、 ②いじめや病気などで学

校に通えない不登校の子ども、③外国籍や外国にルーツを持つ人、主にこの方々

であり、その中でも全国で唯―の夜間中学校で15歳までの学齢期の不登校生

徒が通えるのが三豊市の高瀬中学である。

また、夜間中学校はその時代、時代の映じ鏡みであり、これからの夜間中学は

外国籍の生徒も増えていくであろう。そのような中、切つても切り離せないのが、

識字率の問題である。高瀬中学校でも6割の生徒が生活に何らかの支障をきた

す識字能力しかなかったということが分かつた。全国には、未就学者と言われる

ゼロ学歴の人が9万人以上、小学校しか出ていない人が80万人、あわせて約 9

0万人の方が義務教育段階の勉強を終えることができていない状況であり、こ

の数字は最低ラインの数値とみるべきである。        .
今年 2月 に那覇市夜間中学校検討委員会が教育長宛てに提言書が提出されて

いるが、残念ながら、設置検討委員会のメンパーには夜間中学を知っている人が

いませんでした。

提言書の内容を確認したところ、教育委員会の批判をするわけではないので

すが、那覇市立ではなく沖縄県立の夜間中学校を那覇市に設置することで、より

充実した教育の機会とあるが、県立と市立そのような教育の差があってよいの

か、教〕I戯員の配置・生徒数の確保 '安定的な学校の運営等について、那覇市立夜

間中学校を設置したら、市内在住在動しか認めないという学校を前提に考えて



いるのではないか、三豊市は市外の生徒が多い。県外の生徒もいる。

市外からの生徒の教育費‡こついては、他の市町村との覚書という協定である。

覚書を結べば、一人あたり応分負担という負担金をその生徒が住んでいる自治

体が支払えばよい。

この提言書の最後には、「県立の夜F日電中学校を那覇に設置することになった場

合には、金面的な協力を希望しますことある。那覇市はポテンシャルが十分にあ

るので、那覇市で設置しても良いのかと思います。「学ぶことは生きること」那

覇市に公立夜間中学校をぜひ宜しくお願いします。みんなで盛り上げましょう。

【第二部】

一、パオ、ルデイスカッション

コーディネーター :中村圭介 雰F覇市議

パネジストI山下昭史市長、城之内庸仁氏、前田千尋 刃層覇市議

パネルディスカッションは4人で開催。主に以下の内容の質問がありました。

質問① :夜間中学校の設置にあたって

特に大変だつたこと。反対意見などはあ

ったのか。

シン

返答① :(山下市長)反対意見はあまりな

かった。市議会において、議員からの一

般質関で、夜間中学を検討しないのかと

の質問があり、その前から私は準備をと

ていたので、その流れで設置させてもらいました。

質問② :関連質問で、市政方針で一気に表明されたのがかなり大胆だなという感

想ですが、それについてはいかがでしようか。



返答② :(出下市長)やるつて言わないと、この日までにやるんだって決めない

と、多分ずるずる延びていく。ニーズ調査も同じ。出来るなら早くやつた方がい

い。延ばしても意味がないc市政方針でやります。何年に開校させますつて言つ

たら、職員達は背筋が伸びるわけです。

質F瞬電③ :不登校特例校の指定を受けるために、どういった要作、条件があるので

すか。

返答③ :(城之内先生)昼 F周月の学校は1015時間が1年 F口月の授業実数。それに

比べて夜間中学校は1時間風から4時限目までしかない。したがって、年間授業

実数が700時間しかないんですが、不登校特例校の場合には750時間から

770時間の授業時間でも不登校状態の子どもに対しては卒業を認めるという
ことなんです。不登校特例校というのは極めて弾力的に運営ができる常lf度です。

実際に三豊市では、学齢期の子どもに関しては、通に2回だけ0校時の時間で学

校に来ることになっていて、合計すると十分に学習指導要綱の授業数と内容は

経羅できることになっています。

質F口珂④ :民間の夜間中学もある中で、公立で設置することの意義について、あわ

せて那覇市で夜間中学をやる意義について伺います。

返答④ :(山下市長)民間というのほ自習のことを言つているんだと思いますが、

公立でやることの意義というのは、要するに学びたい人に極力負担をかけたく

ないということで、公立だと教科書代すべてが市の負担でできる。例えば、学齢

期経過者だから夜間中学だから、教科書代払つてねというのは、実はおかしな話

になる。

質問④ :現実的な選択肢になりうるということでしょうか。

返答④ I(山下市長)そ うですね。だから、特に心配しなくていいよと問戸を開



くという意味では、そういう方が良いと思います。それが義務教育における当然

のことではないかと思います。

返答④ :(城之内先生)自主夜間中学校というのは、財源が限られているので教

科書をすべて揃えてあげられないとか、月曜から金曜日まで授業ができないと

かっていう問題があるんです。一方で、公立の夜間中学は、実費負担は一部ある

んですけど教科書無償で、学校では教員免許証を持った人が指導するので、卒業

証書が出せるcつまり、公立と')夜間中学は学校教育で、教育委員会で
いうところ

の学校教育課なんです。一方で自主夜間中学というのは、社会教育なんです。1

0年学んでも20年学んでも生涯学習課、言うなればそこが担当の範囲になり、

卒業証書が出るか出ないか問題になってくる。したがつて、大きく違うのはお金

がかかるか、かからないかのF口掲題と、卒業証書が出るか出ないかの違いになつて

きます。

その他にも質疑応答が続きパネルディスカッシヨンも盛 り上がりました。那

覇市立夜間中学校 (学級)をつくろう1シ ンポジウムどは無事盛会のうちに幕を

閉じました。
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参考様式①

令和 ど年 2月 ど 日

那覇市議会議長 様

政務活動費により視

ので、下記のとおり報告 します。

市内を含む旅費明細 (  r名分 )

[所 見]
歩 ン ぬ け

デ鳥綜鞠
会派名

議員名

出張報告書

要請・陳情活動、会議のため出張いたしました

拳十と6 濠,こ カウ ことご t(:;,ィ
:ニ

抑l 聞 令和ぢ年P月字日ta> 令和 F年ユ月す日(つジ

月  日 日 程 内 容

み丹井D
あし,4ギI舟衛最触 木姥劇顆及が翻威期蕗

うかすか
′ノ ′′ 形峯弟誇諦洪え孝

航空賃 宿泊費 交通費 負担金 その他 合 計

/字 .夕 Fつ r∂ コつρ0

'76∂
aο ,ク 2o
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L
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領収書添付用紙令和5年度 田議員氏名

襲理番号

peach 表示日 2023/12/07
DATE OF DiSPと AY

領収書
RECEIPT

下言E、 正に領収いたしました。

This is to certi,that Peach Aviadon has received the foilowing,

>宛名
RECElVED FROM

〉金額
THE SUM OF

明細

FORM OF PAVMENT

但 し

IN PAYMENT OF

"予
約番号
BOOKING REFERENCE

¥41,280(税込)inc

2023/12/C7ク レジット支払
Credit Card Payment

¥41,280

航空券 ,座席指定
。受託手荷物代 ,保険料 として

(ただし、上記領収書には一部の保険料が含まれていない場合があります。含まれ

ていない保険料の領収書をご入用の場合は、保険会社までご連絡ください。また、

イ果険会社の連絡先は保険契約手続き完了後に届くメールをご覧ください。また、

「チケットガード」につきましては、AWPチケットガード少額短期保険株式会社で

引受確認を行つた後雷E信されます「保険契約確認証 (兼領収証)ど 上で領収証を発

行致しますのでそちらをご確認ください。万一、お引き受けできない場合には、保

険料相当額を返還いたしま現 )

TiCKET,SEATASSICN AND CHECKED BAGGAGE,INSURANCE FEE

(HOWeVeL the amount in the receipt may ttot inctudtt some insurance fee.For

the receipt ofinsurance which is not inctuded in the above amount,please

cortttact to the insurance company,For the contact information,ptease refer to

a thank‐ you mahfrott the insurance company.)

〉予約日時
B00KING DATE

2023/12/07(Thu)

14i30

備考
Remarks

>金額          ¥41,280(税 込)inc
THE SUM OF

消費税対象 (100/o)

Suttjectto consumption tax(10°/c)

うち、消費税
tax

1為、帝父   及ι)ρρ昔心ヤ

¥41,280

(政務活動費充当額 )

14,760 用領収書  1枚 按分事 %

¥3,752

、漁≠拓瀬恭付



国際線ご利用時の渡航書類 (パスポート、ビザなど〉に関する責任はお客様ご自身にありますので、必ず事前に必要な渡航書類をご確認く
ださい。

♭乗り継ぎに関して

Peachで は、 野ス)レーバゲージサービス、ステレーチェックインサービス」は提供しておりません。
・乗り継ぎ空港到着時にお害糠ご自身で次のフライトを再度チェックインしていただく必要があります。
・手荷物をお預けの際には、乗り継ぎ空港到着時に一度手荷物を受1サ取り、チェックインの腺に再震手荷物をお預けいただく必要があ
ります。
・国際線の乗継便をご不lど用のお客様とと、乗り継ぎ空港にて出入倒及び涌関手続きをしていただく必要があります。

"お
支払い状況

通賃・各種手数料

追加オプション

保険

講家額

¥41,280

合計 ¥

支払額

¥44,280

¥3,000

クレジットカード

〉お支払明細

往路 MM282

還貨

緒税・空港使用料等

沖縄 (郎覇)

2024′ 02′04(日 )09i40

大入

(大人〉PASSENGER SERⅥ CE FACILttIES
C‖ ARGE(FUt(プDO M′ AD〉

〔大入〉PASSENGER SERⅥ CE FACIビrIES CHARGE
〔O КA′DOM′AD)

福岡

と024′02′04(霧 )11:2S

(¥島 490)

{¥110)

(¥240,

>

未払金額 ¥0

¥16,470

¥330

¥720

X3

X3

X3

復路 MM291

運資

諸税・空港使用料等

幅間

2024′02/OS t月 ,1'!4S

六人

沖縄 (BF覇 )

2024′ 02′051月 )19:40

(平 6,290)

(Y140)

(¥240)

>

往略 増ヽ計 ¥17,520

¥13.870

¥330

¥720

(六人)PASSENGER SERⅥ CE FACItrrIES
CHARG=(FU K/DOM/AD〉

(大人),ASSENGξ R SERⅥCE FACIとイIES CHARG[
(O KA/DOM′ AD)

X3

X3

X3

保険

支払手す次料

チケットガード

復呂色小計 ¥19,920

¥3,000

¥3,840

小計 ¥6`840

合計     ¥44,280

"変
更及ぴキャンセルについて

予約内容の変更には運質の差額、ならびに運賃により手数料がかかる場合がございます。また、予約の変更は、ご予約便の時刻表にEE職 し
ている出発時刻の1時間前までインターネット、二霊ンタクトセンター求たは空港カウンターたて承ります。ただしシンプルピいチの変更の
場合、変更先の便の出発日の2日前の23:59までのご予絶となっており、当日、及ぴ翌磨便への変更はパリューピーチまたはプライムピーチ
ヘの変更となります。
1)フ ライト変更をした場合、座席指定またはお預け手荷物については、改めて手続きを行つてください。また、その場合は別途座席指定料
金、お調け手荷物料金がかかりますのでご7承ください。

2〕 お客様都合によるキャンセルは払い戻じ不可となっております。
バリューど―テ・プライムピーチの場合は、ピーテポイントを付与致します。パリューピーチの場合は、取消手数料を差し引いた金額を

一″才φ

ピーチポイントとして付与致しま
度かかりますのでご了承下さい。

す。プライムピーチの場合は、全額ピーテポイントにて付与致します。いずれも発行するまで一週間程

//4(″
∂一 人
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帝隻索 フラで卜選択 お密棘情報ヽ ,聾席 ⇔手藉'4勿

ν ご予約ありがとうございました。

以下の内容にて予約が完了しました。

予約番号

追珈騒オプシ

申込者のメールアドレス|

描桑手続きに必要で魂 i

Hメ ールが届かない場

襲,艤機表を罐静 騨昂llする :営,忌
ユ

Peachチケットガードをお申込いただいた方には、後日保険会社より申込完了のご連絡ラ

ご契約内容、保険料の領収証発行等について
`よ

メールの案内をご確譲

お問い合わせ先 ◆PeachチケットガードAWPチケットガード少額短期保険株式会社 電話 :03-5783‐ 78
く)

X0

う
ふ
Ｗ

一期

X0・Ｔ
帆

x3
命

嶽
沖縄 竜郷覇与
2024/02F04(選 )

梱陶

2f,2メ弯デ0釘05(漁 )

籍乗代喪者氏名

お支払い金韻 (合計

'

TAWATA EIЖ 0

¥44,230

鶴
　
　
　
織

衛解盈82

簡観登91

本テル :今すぐ本テルを予約すると、対象施設が最大500/oOFF!

/勢 .夕が沙 ふf ttZく (さら1ごす



令和5年度 領収書添付用紙
磯理番号

多和田

項 目

願暇書そ0子色の圧操吾霜 語付観

身ん亀梁ダ 犠
金 顕  15,OOO円
但し 1女性会議 第34回 力零謂
九州ブロック交流集会参加費として

2024年 2月 4日
1女性会議ながさき 公印略

(政務活動費充当額)

101000 円領収書  1枚 数分本 %



令和5年度 領収書添付用紙
栄子議員氏名

整理番号

領 収 書 与 ψや え→ごと導

iζ
み
亀
古
pt

2024.… 2.‐4

¥4,700
魏番争翻醐
絲

上記金額l整かに頼I慎 11た しました
購入商品   」R乗車養類

売盈儲雲ユ吹亀樵異螢韮 吉J帝アアるIt,ア
笠ゼイ糸

博多MV50-2発 行 083,9-02

領収書   |

'杉
律れЦミ様

―
領収書

榛 終え・、こ

ご刺需霞11   2824年 02月 04日

1   時該1         11時 47分

|         】料理M書 :IIIIIE

I 取BI内容:乗車券購入   金260円

ご利用掘村   2024年 02月 05日

時刻         14時 56分
継 ‐

取Bl内容:乗車券購入  金260円

伝粟番号:〈||||| 幽 伝翠番置
―

ユど利用ありがとうござい奮す。    |
IElttη空港鰍 券B04尭作 |

福商市地Ⅲf失 ―

絡ハウラをつ懺アが
K

eご利用ありがとうございます。    .
地)博多蹴 警A04発喬

掴陽布地下鉄 I

霧″臥 拶静測
写すみ

細

多

済

と
口
牲
博

鶴
酪

申

き

承

税

つ

署

紙

に

務

印

付

貌

(政務活動費充当額)

5,220 翻按分率 %領収書  3枚



受 領 書 (交通費等)

会派名 ニライ  議員名 多稗田 栄子

使途項目 研f参費

出張日程 令和 6年  2月  4日 2月   5層

出 ;員 先 佐賀県鳥栖市

内
´
訳

2024年 2)罵 4 目

① モノレール    石嶺駅→那覇空港     370開

2024年 2月 5日

聖生豊_      穆魏区穏        盈額
①モノレール     那覇空港→石績駅     370用

金  須 合計 イ40用

上記のとおり受領いたしました。

令和 5年  5月  30日

議員名  多和調 栄子 ⑬



日   _理

2月 4日 (1日 目)

1.受付開始          12:30～ 18:30
2.開会挨拶、黙とう      13:30
3.議長挨拶          13135
4.オープニング        13:40～ 13:45
うたごえ『春の小川、しあわせなら手をたたこう」替え歌

5.講演            13i45～ 15:30
テーマ  「人権問題」etc圏政報告等 (質疑)
講 師 大椿ゆうこさん (社長党副党首・参議院議員

6.体懇 (15分)       15:30～ 15i45
7。 .石木ダム建設概要説明   15:45～ 16:15
松本美智恵さん (石本川まもり隊)

8.中央本部提起 (質疑)   16:15～ 17:15
池田万佐代事務局長

9.次国開催県・゙匙杢昼杢型塗拶 17i15～ 17:20

夕食交流会 (各県の出し物等)18,30～ 20i30

挨拶 (乾杯・始め)i奥 共同代表
(乾杯・終り):松永常任委員

2日 目の行動説明   長崎県本部奥村事務局長

10.

2月 5日 (2日 目)

1 貸切バス乗車 (ホテ,レ出発,II棚町こうばるまで)

2 石木ダム建設予定地見学
3 こうばる公民館で意見交換会
4 貸切バス乗車 (ホテルローレライまで)
5 お昼ご飯

解散

8:30～ 9:00

9:00～ 10100

10i00～ H:00
H:00～ H:30
11:30～ 12i30

12:30分

ノ



１

■

Ｂ
△
石

守

て
，
■

．
―
・牛

‥

＼

自然が破壊する里山「こうばる」、生活も脅かされる地元住民、

それにも負けず座り込みを続ける住民と共に

日 時 202磐F2月 4日 (日 )開会 13時30分～

2月 5日 (月 )12時30分まで

場 所 : 佐世保市ホテルローレライ
長崎県佐世保市南風崎町組 (J濡

螂 論零I路 r前

ロ

′ガJβ′ユ万本ダム運塀岬彊拗,・ ノ′/″″つ た ラばるゴヘ



広報費



令禾E5年度 領収書添付用紙
栄子議員氏名

曇理番号

領
聰 み 様ヽ

`】

ユ 移 様
為

夢騨
納特乳:藍
](定

と98通   ¥2〔 ;ヤ :E置智繹号士:::]
073

(定と05通    ¥3と

'il維

小 計 `う 1,754
小 計 ¥36,865

登§監事轟良託忌
警   章【|と

'岳

肇轟肇肇轟良酪忌
数
   学:争::s

合計
お預り金窪真

Υ〕患,8ti

鍵

おっ

り

り
金額

４

ｏ

６

５

ｏ

４

７
，Ｉ

，
０
慟
ヽ

１

２

〔
／

を

つ
る

平

￥

¥40,000

おつll 平],13`
|IIIIIII‖ 1111111111士 ||IIIIIIIII111111111:III:II1111111111111111111111111キ II

領収書

⑮
0 様

様

済邸鸞馳基
](定

き24通   ¥2::も ;'
禦隈謬
@84 と40黄垂    ¥と i:':患

小 計 ¥111760

小 計 Y23,652

￥

￥

40'爵_
,7('0

069)￥

￥

3
3

通
５２
の
Ｙ０

４

６

５

(10%)

10,`)
¥0

倉義り金額
！

２

０

６

５

０

０

ｏ

４

３

ｏ

６

騎
弘
穏
Ｖ
〓

倉議り金額 Υlと ,千本〕
¥15,0('0

おつけ
おつけ Y〕,〕θ〕
‖||||||||||IIIIIIIIキ ||||IIIIIIIIIIIIIIII‖ ||IIIIIIIIII‖ IIIIIIIIIIIlitliII

|IIIIIIIIIIII11〕 ||||IIIIIIIIIIIIIIIIIIII1111111111111111111111111111キ Iキ IIIII

株式会社
2-3-1
2577

(政務活動費充当額)

75,224 調

|||||||||||||||

領収書  4枚 按分率   80  %



令和5年度 領収書添付用紙
整理番号

議員氏名

項 目

③ 0
領  収  証

珍わ働踪野 様
登録番号:T836000
有限会社γも、

'ヒ

ヤ
領収年月目  令和

納品年月日  令程

月

　

月

／年

年

∠ 逮子 口   代表取鯨役 阻 場

〒900-0027沖 縄県那覇市曲

下記の通り領収致しました。

TEIッ 098-858‐221l FAX098‐ 858‐4855
〒901‐0224沖縄県豊見オ,曳市字与根95番地1
豊見城営業所 TEL 098 850‐ 2810

合計金額 ¥θ
品 名 金  額

/

′Jヽ 討

消 費 税

合 計 ラ

【振込先】 E尊座名

琉 球 銀 行
沖縄県労働金庫

笏ⅢⅢⅢ′帝iit

数 量 単価

⊇

(政務活動費充当額)

67,760 円捜分率   80  %領収書  毒枚



|

多和国栄子 納朝呵耳

E

P-4/1

請  求  書

行
庫金

銀
働労

球
県縄

琉
沖

イヾl品日 :令和 6年 1月 H日 伝票番号 :■■■■■

有 眼 会 社 ふ た ば
代表取締役 14 場

〒900-0027沖 縄 県 テlll覇 市 曲 下 町 2
T二 1,1098-858-221l FAX,098-858-4855

〒9010224沖 縄県豊見城市字与根 95番 地 1
豊見城営業所   TELi008 859-2810

犠当:■■■■■E

【振込先】固14ち名

ぐ
区分 商品 数量  ! 1税率   備考

10'l

活動報告 第 24号

【税率別ブヽ1訳】

書「】
2,000

「州fl(税抜)]
77,000
77,000

181t

合計

38.5

1消費税等 :
7,700
7,700

77,000

と合計金額〕
84,700
34ェ 700

副・ 84,700

多和隠栄子 御中

P-1/1

納 ロロ
圭
日

イヽlチl品 FJ:令和 6年 1月 H日 伝票番号 :|■■■■

有 限 会 社 ふ た ば
代表取締役 とこ→ 場

((子鉄¶『
'サ

:T886000200377岳 〉

〒900-0027沖 縄 県 那 親 南 山下 ‖チ2
TEIフ :008-858-221l FAX1998-858-4855

〒9C10224沖 縄 県豊見城 1,字 与根 95番 地 I
豊見城営業所   TEと,:0988502810

担当 :|■■■E

行
庫金

銀
働労

球
県縄

琉
沖

(I
活動報告 第 24号

【税率別内訳】
10%

倉講
‐

きFぅ
2′000

を小計 (税披)I
77.000
77.000

38.5

t消費税等 :
71700
7,700

77,000

[合計金額 i
341700
84,700

,0%

合  計 841700

【振込先】目座名義



2024年 1月 20日 (令和 6年 ) 弱者に寄りそい金力投球 H

2024年 (R6年)の幕明けとなりました。
皆さんお元気でしょうか。新年と同時に能登

地方で地震が発生して多くの犠牲者が出ており

ます。一日も早い復興と共に、お亡くなりにな

りました方々に哀悼の真を捧げたいと思いま

す。

世界の状況では、いかなる理由があつてもイ

スラエルが「自衛権」を盾に圧倒的な軍事力を

行使、ガザ地区の難民キヤンプ・病院への無差

別の集団殺害を行うことtよ断じて許されるもの

1951年 12月 7日 第 3邸使認可

石嶺町婦大会の皆さん

しての役割だと認識してしヽる。

固 高齢者障がい福祉 み
甘んじゆう一日乗車券の拡大

について、現在主、日、公体日のみ利用できる。

平日もできないか。

園 モノレール社と連携、検討していきたい。

ではありません。今後も人道的停戦を求めてまいります。

又、屋久島沖で発生したオスプレイの墜落事故であります。本市議会において全会一致で

抗議決議の意見書採択されたところです。私 1よ一般質問の冒頭においても、所見で墜落事故

の原因がわかるまで飛行停止・中止の抗議を示してから質問に入りました。

◆年も宣しくお願い致します。

1 ラ算編成について
2 国民保護計画避難副晴練について
3 辺野古新基地建設、オスプレイ臣備への反対
4 有機フッ素化台物 PFASへの対応
5 協働の手引きについて
6 がんじゅう一日乗車券
フ LRTの 導入
8 首塁城復元第 32軍↓ネ営の保存、公開への対応について

代
表
質
問

予算編成について

回 令租5年度予算lま l,686億 7,フ00万円である。

奮

しかし9億 6,700万円の収支不足がある。9後
の見通し及び課題を伺う。

財政調整基金からの対応で、キ勿価高騰や財政運営、

緊急対策も含めながら園・県のユ鳶助金の有効活用

を躍つてしヽく。

国民保護計画避難訓練の目的は

住民のとるべき行動の普及、啓発である。

弾遵ミサイルを想定した融1練 1よ、住民の不安や対

立感晴をあおるものであると指:百する。進め方に

問題はすよかつたか。

一部住民から抗議の声などがあつたが、自治体と

固
圏
固

れ参考線

たわたぇblこ
社会民主党 中央本部機関紙

編集発行:たわたえいこ事務所

〒911313114那覇市首堅石犠町3Bl17'ヽックス6A

携帯09015120544
E ma‖ i tawata9ko@g町ェ碑cOm

鞘 酔

那覇市議会議員

活動 報 告社民党

2月議会

2023年
令和5年

〔1〕
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2024年 1月 20日 弱者に寄りそい全力投球 :! 195二年12月 7日第3郵便認可

2月議会

2023年
令租5年

女性管理職、各種審議会について

登用状況を伺う。

219人中 39人で 1ア .80/o。 女性遭□の審議会
|よ 5つ。奨学生選考委員会、公平委員会、農業委
員会、監査委員会、選挙管理委員会である。

教育行政について

固 ③コミュニティ 'スクールについて、文化省のガ

イドラインは。

蟹

'令

和4年度発表の検討会議 (最終まとめ)で |よ、

固
圏

導入は努力義務となつている。

②導入計画は。

先進校の取個を参考に、モデル校の選定や研修会

開催等を検討。

③地域学校協働活動推進員の現状 |こついて伺う。

地域と学校をつなぐ役害」があり、子ども達の学び

や環境整備に取り組んでいる。

1 女性管理職審議会の登用
2 コミュニティ・スクールについて
3 プラスチックゴミのリサイク,レ
4 小中学校の学級定員について

固
圏
固
圏

小 。中学校の学級定員について

040入学級にした場合の影響は。
きめ細かな支援や学びに影響ある。

②クラス分tサを2通り準備するとある。事実か。

県から複数の学級編組依頼がある。

私あてに手紙が届いています。

|ク ラス40人近い子どもたちを教え
て余裕もなく、疲労こんぱいス トレスだ

けがたまっていき、病休も増えていくの

は当然です。なたが働き方改革でしよう

か。もっとゆとりをもって仕事がしたい。

との教會l師からの訴えであります。

一
般
質
問

固
固

固
固 ぶiミポ″

慕工i

１

２

３

４

５

６

７

一
般
質
問

平和教育の取り組み状況
自衛隊のパ トリオット (RAC3)軍 事TIJ用
夜間中学の設置
外国人雇用の受入れについて
久場川公園の進捗状況
続間真常の鋼像設置
こども家庭センターの設置

夜間中学の設置

固 検討委員会の結論と本市設置の意義は。

圏 県立の夜間中学を本市に設置することでより充実

した教育機会の提供ができるとの結論。本市|よ公

共交通機F笑弓が整備さイ1ており近隣住民も通しヽやすい。

儀間真常の銅像設置

固
圏
以前も取り上げたが、その後の検討は。

検討されてないが、社会科冨」読本で功績を紹介し

ている。

固 の消防署首塁出張誘隣の広場のトイレ設置の見角睾は◇

圏 公園全体計画の中で検討していきたしヽ。

平和行政について

回 て

')自

衛隊のPAC3の 展開が進められ県民生活に
不安がある。見解を。

圏 安全保障を担保するため一定の備えは必要である。

固 0南西語島が軍事基地になりかねない。見解を伺う。

圏 防衛当局との情報交換が肝要である。

固
固

久場川公園の整備

①進捗状況は。

38,30/oの 進捗率。墳墓補償や用地取得、文化

調査|こ時間を要している。

儀F日号真常の銅像設置

サツマイモ、琉球カスリの基礎を築く、サトウキビから黒糖

も作りだす。今
`よ

基幹産業となつている。沖縄の偉人であ

る。これからも銅像の設置を求めていく。

6月議会

2023年
1令租5年

〔2,



2024年 1月 20日 弱者に寄りそい全力投球 H 1951年 12月 7日 第 3郵便認可

観光危機管理計画

固 ①これまでの取り組みは。

圏 本市|よ観光危機管理計画を平成31年に策定。取り
組みを進め、災害時の体制構築や関係機関と連携

強化する。

固 ④宿泊不発は、ホテル側が反対。なぜか。

固 導入自体|よ必要だが、税収の使途等の制度設計に
ついて関係団体との議論が十分ではない。

認可外保育行政

圃 ①認可外保育園指導監督については、国頭指導で
あつたという。行政手法として適正か。

固 改善指導を文書で行う事を原員じとしているが、必

フラワーデモ

園 ①性暴力を許さないデモが5年を迎えた。糧談件
数と被害者支援掏う。

圏 作数述べ 75件、性被害|よ年齢性月llを問わづヽヽ発生、
関係機関と連絡を取り福談に当たる。

固 児重福祉法の改正、法整備が必要。こどもセンター

立ち上げを伺う。

園 子どもを守るため情報の分散を集約し対応|こあたる。

モノレール3両編成について

ノレール耳汗弓通から20年、8両編成の計画を伺う。
つの3両化を予定。5年度2つ、6年度2つ、
年度 5つ導入予定である。

1 観光危機管理計画について
2 泡消化剤漏出について
3 認可外保膏行政について
4 基地問題

固
圏
固

要な指導等tよ El頭により行う。

③指導事項改善は、5～ 7日間と短いが。
改善確認されたもの|よ文書通欠El行わない。

◇一時預かり事業の契約書作成の見解は◇

代
表
質
問

，
　

Ｌ
卜
Ｆ静

一
般
質
問

1 認可外保育国のケータリングについて
2 モノレール三両編成のスケジュール
3 フラワーデモにつしlて
4 石嶺駅からサンエーまでの工事
5 石嶺中学校の校門前の横断歩道設置について

園 評価基準で|ま、サービス利鷹者|こ事故発生時の保

険種類等の内容の書面等での交付が示さイlる。各

施設に適宣指導助言を行う。

基地閣題について

回 辺野首軟弱地盤変更申請で沖縄県が敗訴。市長の

見解を伺う。

圏 無事 lよ数度の法廷闘争で向き合pてきた。国と県
の動向注ネ月する。         ,

しヽので設置できなしヽ。子どもたちの通学路です。

事故が起きてから達しヽと指摘する。

固 ⇔石嶺駅からサン正一までの工事の進捗を1司うG

圏 無電柱化工事、植栽やバス停止屋などの整備を予

定。

軽

幹

モ

９

ア

園
園 ガ
適路行政について

回  (D石嶺中学の校F号前に横
断歩遵がなしヽ。r可敏か。

圏 縁石の切り下|デなど横断

歩道設置基準を満たさな

WW市 川 ‖Ⅲ
"悧 "m2023`民 1.21沖 縄 タ イ ム ス

環境施設組合議長に多和田氏那覇・南風原
那溺市・南風原田F環境施設 た。多和国氏は「当選に驚い
組合議会定例会力道0月27日に ている。市民のため、どみ闘
開催され、議長に多琴目田栄子 題にしっかり丁寧に向き合っ
刃[覇市議=写真=が選出され ていきたい」と意気込んだ。

9月議会

2023年
令租5年

盆
〔3〕



2024年 1月 20瞬 弱者に寄りそい金力投球 !: 1951年 12月 7日 第 3郵便認司

す ‐`
ミIⅢⅢ■叡七

埼,そ・́ ■

▼

ヨ

覇

たわたえいこ

騒
正ヽ三

5年ぶりの首霊王朝まつりP,,尋催 婦人念の遷ジュネーで『馬る

保護葛会の皆さん
と一緒に嘉金活動

[]ンフのイスラエル侵略
への抗議集会 デニーkll事を支えます。

刊奮月 23Eヨ。沖縄を戦場にさせない集会参を8。

あい女l生会議本部の池日さん東京から参加です。

イヌ波洋一参議院議員二期日の一回年パーティーです

華菖かなしさんも一緒です (たわたの隣)

市役P)子時代の同練玉那覇豊子さんです。
あじさtゝ園にて

百コ章貫小まちづくり協議会の月一回のボランテイア活重
'Jで

す

女性政治スクール
講師 (福島みびほ参議院議員)

丹8覇大率問)免きパレード

講師 (卿部あいさん)を図んで

新垣クニオ衆議院議員と自衛隊那覇基地へ

PFOS PoB題 1こつtゝて抗議を 1

宮城―自8さんも一緒
~(:す

桂民党公認のキャン華容さんです。
ガッチリポーズを決める。

法務大臣表彰
受けました。
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整理番号

議員氏名
領収書添付用紙令和5年度

◇ ◇

領  収  証
＼
＼ノ

登録評肇:T836000
様 有限会社

'ヽ

ブヒヤ
領収年月自 令和 ど 年 /月 ?Υ 日   代表取η議役 田 場

納品年湾目  令和   年   月

下記の通り領収致しました。

El 〒9000027

r「EL098‐ 858…221l FAX098‐ 358‐ 4855

〒901‐0224沖縄県豊見城市字与根95番地1

豊見城営業所 観】L098-85併 2810

合計金額 ¥俊 つ形

晶 名 金  額

″

riヽ 識 沙∂θ

消 費 税

合
ユ
予
瞬

'を

定フ

【振込先】 日座名

琉 球 銀 行

沖縄県労働金慮

単価数 量

ジ ι″ //う

(政務活動費充当額 )

24,200 円数分率 %領収書  1枚



たわた えいこ
〒903-0804那覇市首里石嶺町3-1-5比嘉ビル

携  帯 :090-1512-0544

那覇市議会議員

ｕ
ｔ！翌
１



資料作成費



資料購入費
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す

よ
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ｒ

ｔ

(滅務活動費糞―当―観)|

1,70S 用
―

数分事 ,4領媒善  t被
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議員氏を領収書添付用紙令和5年度

項 目

移解嘩予警
Υ
報
４
餌

撃

屯

朝
哄
鰍

ヽ

ク

、
　

．
脚

担

金 銀

たしました

内  駅

機擁金紙

消'資et編等( 紛

うケ壷 ウケ・es
与上 う‐ 

‐

(政務活動費充当額)

lf000 嗣数分率 %領収書  1枚



整理番号

議員氏名
令和5年度 領収書添付用紙

多和国

項 目 資襲購入費

領   環又   言正
2023守  4月分
石嶺町3-81-1アパックス 6-A

多和田栄子

領   璃又   言正
」迎盗年 5月分
石徹町3-81-1アバックス 6-A

多和田栄子

郎9.― No,■■

様

様

様

浄
金 額

8'6 ¥22

3,075

上言Bの金額を額収敬しまl_ァた。

Iイ 章Jとと 柄

ムス

沖縄タイムス
石嶺(―)販売店
TEL 885-4033
住所首里久場川町卜21

,ご主下地政伸

オP§
イムス

3,075

様

沖縄タイムス
石犠(―)販売店
TEL 885-4033
住誘首里久場川町卜21

店主下地政伸

沖縄タイムス
石敏(―〉販売店
Tこと885-4038
佐所首里久場川町卜21

底主下地政伸

銘  柄
縄タイムス

数

竜

垂
０ 数

１

章
０ 金 綴

,0753 53,07

生嘉この金額を螢収敷もました。

8監

斃
1 布費,皮 どJ

物
善

II

領   璃又   言正

023午  0月分
議町3…81-1アパックス 6-A

歩和田栄子
銘 蔀数 金 綴

墨器角11勢 ッヽクス6-A No■E
多和田栄子

毎議 亀=議
3,075

陥 E

緬
．スムイμ縄タ 5 896 ¥2

数
■

故
ａ

７
一
〇
一
３

上蕎この金緩在領:1又牧tなした◆

3,075

疼

直
疼
「 ,雫士;干常

IIIIIIIIIIIIIII:

1沖縄タイムス
1石描(― )販売店
TEと 885-4033
住β舜首里久場,li町卜21

寇生下地政伸

上ガの金額を機慣数じました◆

合計金害貫 合計金額

タ

（　一　）

ム

ス

タ

⌒ ム
ヤ 系

（　一　）

ム

ス

合計金額

タ

（　一　）

ム

ス
ト

(政務活動費充当額)

12,300 円    _按分率 %領収書  4枚



鶏縦馴咀粥ゥクス6-A陥
・
・

「多和田栄子
を弩弟議露Ы4詠ックス6-A
多和田栄子
1銘
沖縄タ

沖縄タイムス
石畿(―)販売店
TE七 885-4033
住所首里久場川町1-21

店主下地政伸

領   H又   言正
202舒1 11月分
石嶺町3-81-1アバウクス 6-A

多和田栄子

Ⅲ
楚タイム映

 1部

臀

:

沖縄タイムス
石機(―)販売店
登録番・弓・:T1810056202275

TEL 885-4033
イ主所首里久場川町卜21

部数:金 額
毒1  3,075

No。
―

Nα‐

様

3,075

様 様

上記の金額を領収致 l′ました。

銘 柄

ムスイ

部数

1

金 額

3:075ム ス一イタ縄沖

　

ヽ

沖縄タイムス
石機(―)販売店
TEL 885-4033
住P~序 首里久場 ,こ i町 1-21

店主 下地政伸

上記の金額を捜投致もました。

3,075

Ntt―

哲
―

領   珂又  言置
202〔算 40月分
石綬駒「3-31と 1ア′くウクス 6-A

多和田栄子

安
イ濃
辮
金 額

様

3,075

金 額
3,075

沖縄タイムス
石織(一)販売店
登録番号:T1810056202275

TEL 885-4033
住所 首塁久場川町卜21

店主 下地政伸

上記の金額を領収敷しました。 上記の金額を領収致しました。

1蕩 ,財

9

|ゴ店主 下地域伸

タ

（　一　）

ム

ス

合計金額

令和5年度 領収書添付用紙
多和国議員氏名

整理番号

項

タ

⌒
ム

印▼ネ

合計金額

印
タ

⌒ ム

▼ ス

(政務活動費充当須)

6,150 円按分卒 %領収書  2枚



領収書添付用紙令和5年度

項 目 資料離入費

領  収  証
2023年  12用分
石織賄3-81-1アパラクス 6-A

多和田素子

始選鏃ィ

沖縄タイムス
石嶺(―)販売店
登録番号・:T1810056202275

TEL 885-4033
住所首里久場川町1-21

店主下地政伸

領   残又   言正

翼鯖と団零 ミックス6-A豊 ‐

多和田素子
柄

様

一

5073,
一５

，
７

０一３

一数
１

一歳
Ｂ

・

柄
ムス

金 額

横α―

lNo,■■■

1沖

議タイムス

理
報

店主 下地政伸

F観収癖

君範器霞疑説民弓舟ミックス6-A
多和田素子

領   増又   言正
2024年  2月分
石嶺町3-8tilア バゥクス 6-A

多和田栄子

毎選儀

沖縄タイムス

醸鍬釉 2野 5

TEL 885-4033
住所首塁久場川町1-21

店主下地政伸

:疹

鰤

:秘手
上記の金額を領収致こ′ました。

沖縄タイムス
石機(―)販売店
登録番号:T1810056202275

TEと 885-4033
住所 首里久場川町1-21

上記の金額を領暇敷しました。

Nα E

様様

柄

イムス

数

鷲

歳
０ 金 額

3,075

3,075 Ⅲ
歯夕
1搬 :1臀 |

8ヽ

3,075

主記の金額を領収致しました。

金 額
3,07

上記の金額を領収敷しました。

沖縄タイムス

鰈釧臨腐2″S
Tこと885-4033
住所 首里久場川町卜21

店主 下地政伸

:

|拷

盛

合計金額

タ

イ

ス
ヽ

（　一　〉

合計金額 合計金額

タ

イ

ム
ス
（　一　）

(政務活動費充当額 )

12,300 円放分率 %領収書  4枚



令頁川又言正2虚3 蝶  4 用分
首里石嶽町3丁目81‐ ■
7バックス G一 A
多和田栄子

χ軽減覇と率対象

販売店 石観中央
TEと   098-834-6■ 78
住所  首里君観町4丁目361‐■2
店主  米元敬三

2023 年  二 月常
営里石報町3丁目8ユ中五
アパックス S― A
多和田栄子

様

榊“

上言d金ギロF

年

ント散 :30

:IF'命

撒

自振。クレジット払いで Tポイント500ポイント進呈 毎度ご登誘ありがとう▼ざいます。
躙屋脳尋10

領 収 証

様

イ ン

ポイント散:30
Tat申

X機漑税率対象

酬 ∞
自振eクレジット払いで Tポイント500ポイント進塁 毎″ど雙諮あすヴかとうfr/い ます←

販売店 石額中央

啓整負婁患挙為 :と Fr
勘車 蜘一■

3,075
ギと数幕ウを書込

琉球新報伊懐蝸。′色)※    1 3)075

合  計

3,075
メF:費破額込

ユ残球新報(税込896)※ 3,07S

部 数 合  計

令和5年度 領収書添付用紙
整理番号

議員氏名

費

(政務活動費売当額 )

61150 用彼分率 %釘罠収善  2枚



2023 年 6 河分
首皇石嶺町3丁目81‐ i
7ノギックス 6-A
多和四栄子

票軽減税率対象

産祟
膳

冨葺ξ言
島兵発為:IFf

自振・クレジット払いで Tポィント500ポィント進呈

λ023 年  7 用 分
首望石嶺町3丁目8ユ‐と
ア′ヽックス 6-A
多和国栄子

領 収 証

偽

様

ポイント数 :30
T会員

“

印刷日
2023′OG700

担当者E8

匿i

ます

煙当者算

篠 度 ど 猛
4読
ぁ |デ が と うと ざぃ ェ ■

領 収 証

様

ポイント数 :日0
T会員|■■■

※軽減(ηと率対象

販売店 石嶺中央
TEL  098-884-6■ 78
住所  首里石篠町4丁目86とぃ12
店主  米元敬二
自版・クレジット払いで Tポイント500ポイント進呈 拘々を.奏読み

`サ

か(を ,こ さ、■芹奪.

翌

瑚・日

3,075
,占費1身諫ニ

琉球新報(税込80ん,※    ュ 3,075

合  計

議員氏名  多和田栄子
令和5年度 領収書添付用紙

項目 L資料購入費

(政務活動費充当額 )

6,150 隅技分事 %領収喜  ?枚

,干サ費税か
'ム

3,075琉球新戦(税込80おl※    ユ 3,075

合  計



領 収 証2023  好 8 炉豪F'
首里石転町3丁目81‐■

7バックX6-A
多和田栄子

様

上

ポイン
ン l ao

D
※軽激需t率対象

識 働

自振・クレジツト払いで Tポイント500ポイ
ント進呈 毎度ご挺読ありがこうござ′ヽ`ます。

2023  好 9 月分
首星石嶺町3丁目8ユ‐i
アパックス 6-人

多和四栄子

領 朔又言正

様

ポイン
ポイント撒 :30
T金員車

※軽激税率対象

豚 ξ言毒とユ
議乳鳥曇驚Irr

堤蒼店で習曹会884-6■ 78
修肇 粟巽綴奎

町4丁目361…■2    2鶏
賜B

41当番岳

“

I■
自顔・クレジツト払いで Tポイント500ポイント進皇 釣荘r篭れあリオと

'rさ
ぃすす, |

3,075
油費汐後 1′

琉球新犠(税込8与も,※    ユ
ォ堂__登五透,,

3,075

合  計

3,075琉球新報(税込患略)※    ユ 3,075

合  計

整理番号

議員氏名領収書添付用紙令和5年度 多葦R田

項 目

(政務活動費充当額 )

6,150 田繊分率 %領収書  2枚



2023  年 生0月分
首里石格町3丁目81‐ ■
7′ (ックス む―A

多和田栄子

2023  年 11月分
首皇石嶺町3丁目8といと
アバックス 6-A
多和田栄子

領 収 証

様

領 収 証

様

イ

※盤滅税率対象 (新固定期驚読)

F反売店  石嶺中央
登録番号  T6810399813298
TEL   098-884-6■ 78
住所   首里石嶺町4丁目3ol―■2   都駅5.
自振・クレジット払いで Tポイント500ポイント進呈 ,ュ″f==手■肪tジ ガ■う●

`1‐

子ヽぢ―

上記企客興を領収 しまうえ ,

aoトン

※軽減語と率対象 (新固定期購競)

繁発 梶講乳9813293
TEL   098-884-6■ 78
住所   首塁石傾町4丁目361‐■2   醐 蹟
自振・クレジット払いで Tポイント500ポイント進呈 街鹿r背をオ奉

',か
たうriさ ぃます.

泰朝送鰤 象3っ075
(瑯獅置税227)

ユ aぅ075疏球新報(税込80/じ)※

縞 合  計

珊鵬引嚇虫乳075
1向用貴秘担7,
消費4)撤ユ

ユ 3ρ75琉球新報(税込8睛)※

銘 合  計

整運番号

議員氏名

I

多不風田栄手令琴瞑5年度 領収書添付用紙

項 目 資料競入

(政務活動費充当額)

61150 円按分率 %領収書  2枚



領収書添付用紙令和5年度
盤理番号

栄子議員氏名

2023 年 12月分
首皇石嶺町3丁目81‐ ■
7バックス S― A
多和園栄子

領 収 証

様

生岳お金

イ ン

ン :30

※軽津婦と率対象 (新固定期購読)
船 :D

一

踵蕪号石線中央T6810399813293
098-884-6■ 78
曽里石韓町4丁目36ユエ 2

担当輩F,

田子TEL
往所 醐 盟
1 自振・クレジット払いで Tポイント500ポイント進塁

毎度 ご避読あ
'ア

がとうどさぃます., |

2024 年 二 月分
首皇石転町3丁目Si‐ 二
アメヽッタス 6-A
多和田栄子

領 収 証

様

生

ポ

※軽減税率対象 (新間定期購読)

饗憲gi署  寵冦略ぶ発813293
酢 鍵鶴鮭訳忌∬f

ポイント数 :=0
T会員 H

型
担当者時

'

鵡ぉ1坦 |

金 額銘 柄   部 数
aゎ075 螂 魚3,075

1内,翔棗「Л盟7)
湾賛税無

'A

琉球新報(税込Sγo,※    ュ
合  計

琴湖込螂 象3,075
,内需置観控7)

消費税緩温

l 3,0了S琉球新輯(税込30/o)※

鑑 合  計

自頼・クと″ジット払いで Tポイント500ポイント達皇
毎度 ど壁読あヤ)が と うござしヽます。

(政務活動費充当額)

61150 開按分率 %領収書  2被



令和5年度 領収書添付用紙
壺騒番号

I

議員氏名  多和囲栄子
項 目 資料購入費

報収詈その他の証拠書類 添付襴

2024. 年  2 用分
首塁石嶺町3丁目8i‐ i
アバックス 6-A
多和田柴子

領 収 証

様

ポイント散 i30
T会員H

※機油粥t率対象 (新固定翔贈説) 榊“営雷最::1号  脚 gき
9813293

層 |

TEL 098-384-6■ 78
住所   首里石複町4丁目861‐■2
自振・クレジット払いでTポイント500ポイント進呈

ュi号鷲科協議ェ3
毎度 と坐∴売あ

'ジ

がと ,イ ざ ォヽヽすす争 :

2024 好 3 月分
首里石嶺町3丁目81エ
アバックス 6-A
多和田栄子

領 収 証

様

生

ポイント儀 i30
T会員密

※軽減税率対象 (新固定期購謝
焼者ID
中

壁腹褒蕪号親憲誌名813293
TEと    098-884-6■ 78
住所   首里石擦町4丁目361‐■2 獅晟脇尋封
自振Cクレジット払いて Tポイント500ポイント進塁

ケ 序 こ野 岳i務 ▼ジが ′` う rざ ↓ヽ と 導i

ポ朝蟷闘 象3ぅ075
1内用R碑 227)

琉球新報(税込896)※

数  金 線
ユ 3,075

合  計

銘 柄   郎 数  金 額
輩租鶴,′9研n3,075
1聴 鞭盪7)

,昂資税係込

競球新報(税込896)※   ,ユ
合  計

(政務活動費充当額)

6,150 隅領収書  2枚 披分率 %



(明
細
)多
和
田
栄
子
様

銀
H叉
書

下
記
の
金
額
を
確
か
に
い
た
だ
き
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

領
収
総
額
  
  
 2
,7
90
円

発
行
日
: 
20
23
年
05
月
19
日

口
地
区
委
員

50
TE
L
89
4-
63

代
表
者
 
ガ

言+
  
  
  
2,
70
0

税
率
欄
の
*印
は
税
率
8%

晶
名

年
月
  
数
量
 
単
価
 
 
金
額
 
税
率
備
考

rし
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
日
曜
服

20
23
J手
5月
  
  
1 
  
93
0

98
0 
 
串

rし
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
日
曜
版

20
23
年
6月
  
 1
  
98
0

93
0 
 *

rし
ん
ぶ
ん
赤
旗
J日
曜
版

20
23
年
7月

1 
  
  
93
0
93
0 
 *

購 趙 眸 中

騨 瀬 渾 ゛

か 営 ｏ 常 灘 裁 舞 酬 浜 尊 謳 講

（ 爵 誤 沖 響 路 糾 脹 鵡 ）

蛉 ・ 剖 〇 〇 　 諷

薄 導 擬 ゞ裁 掲 尊 　 　 嵐 鮮

お
振
込
先



整理番号

議員氏名
令和5年度 領収書添付用紙

多和日栄子
目

903-0804

沖縄県那覇市首里石嶺町 3-31-1

アバックス6-A

多和匿 栄子 様
No.日■■■

2022年 12月 2日

TEL 03… 3816-1862 FAX

日頃よりC″女のしんぶんをご購読下さり、ありがとうござもヽます。
2022年 12月 2日現在のお預かり購読料、未納購読料は下記の通りです。

上理鮭壺Ω左丘L仁麗藤目赳当劉班範と企腫量しておりますので、ご継続いただすする場合rま下記の年間
購読料をお支払い下さいますようお願いいたします。

♂女のしんぷん 請求書

♂女性
〒113-0033

東京都文京区本郷

合計請求額  ¥6f810-

合  計 6,810円

瀧

憩

翌
ヽ
恙

串

瀧
挙
ぷ
諜
紳
揆
耀
増
革
熱
尊

虚

鳩
Ｇ

硬
曜
協
割
加

部
Ｏ
Ｉ
Ю
０
ｌ
ｐ
Ｏ

娯

題

．ｉ
聰
〇
興

″
々
々

〉

）

う

静

挙

●

傘

＜

　

セ

置

畢

本

く

Ｂ

韓
一
　

痙

，
上
一
ギ
一
一　
，
一

(半■ ケサミ筆掟【i〈 す
ｒ 4 1ヤ '

紹籍41彗爬縮智うく暇くEむ
′
WG組麗せ縮欄殿～監

nlヽノv質☆し39

●
五
●

期  間 購読料・送料 計

お預かり購読料 円 調

未納購読料 2022年 10月 ～2022年 12月 分 帝i362調 1,362円

年間員毒読料 2023年 1月 ～ 454円/1ヶ月 5,448円

弩
汚

，
ｒ

一
４
一

，

一

~,'ど

手れキ'|“Ⅲ 金 葎

(政務活動費充当額)

2,724 円数分率 %領収書  1枚

※2023年 4月～2023年 9月分(計6ヶ月分〉454円′ユヶ月 X6=2724門 R5年灯4当軽



2022年 3月 5日903-0804
沖縄県那覇市首里石嶺町 3-81-1

アパックス 6-A

多和国 栄子 様
Nι

“

ご送金方法

1,郵便振管を利用する場合

振替番号

加入者名 色′女性会議

2,労金を利用する場合

振込先 中央労働金庫 |■■■■
普通預金 日座番号

〒113-0033

東京都文京区本郷 2-27-2

TEと 03-3816-1862 FAX

♂女性

日頃よりこ′女のしんぶんをご購読下さり、ありがとうございます。

2022年 8月 5日現在のお預かり購読料、未紬購読料は下記の通りです。

上理麟勘理壊盛理甕襲醒襲麟迎曖噸倣理鋤睡工丞盤塑主主ので、ご継続
いただtする場合は下記の年間

購読料をお支払い下さもヽますようお願いいたします。

♂ 女のしんぶん  請 求 善

合計請求額 ¥5,448T

(*)年間購読料 :(員森議料 330円 +送料)X12カ月=5,448円

ご 利 用 明 細 票
上記の通り、ご請求申し上げます。

お願し

。 ごi

● 現

お

。 す
｀

● 購|

お・

● お |

七ヽ号

難  閣 購読料・送料 計

お預かり購読撰 2022年 9月 まで 454用 454円

未納購読料 円 円

年間購読料 2022年 10月 ～ 454円 /1ケ月 も,448隠

含  針 5,449円

ロ

*‡

ヽ
記号番号

習た ふ

〓

仏

の

い .

あしヽ惑

ゆ う ちょデビッ ト 新登場 !

ク !
つ て

加入者名



発行所 :こ′女性食鯉

〒1130033東京都支京区本郷 2・272東 長ビル5踏
TEL 03(3816)1862/FAX 03(3816)ヽ 824
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、プ籐亀

1ヽ12711

女の
しんど1こん

2022年`

6月 1ヽ0日

５
月
１１
日
、
参
議
院
本
会
議
で
経
済
安

堡

資

経

要

全
保
瞭
軽
要
り

が
成
立

し
て
し
ま

っ
た
。

実
は
（
こ
れ
に
先
立
ち
、
２
０
２
０
年

４
月
、
国
家
安
全
保
鱚
局

（Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
が

「経
済
班
」
を
組
織
し
、
経
済
安
保
法
の

危
燦
性
を
分
取
り
し
た
よ
う
な
れ
喜
墓
件

が
既
に
発
生
し
て
い
た
。
「
大
川
漂
化
エ

機
」
事
件
で
あ
る
。
空
回

・
韓
国

へ
の
噴

籐華

荏

率

の
ユ裂

夢

ち

い
て
、
「
生
吻

兵

器
に
転
用
可
能
な
機
器
を
不
工
に
輸
出
し

た
」
と
し
て
隠
社
社
長
ら
３
人
が
逮
捕
ざ

れ
た
。
３
人
は
１
年
近
く
も
勾
留
さ
れ
、

第
１
回
公
判
離
に
検
察
官
が
起
訴
を
取
り

消
す
と
い
う
異
例
の
事
態
と
な

っ
た
。

経
済
安
保
推
進
法
の
最
大
の
特
徴
は
、

法

の
根
譜
に
か
か
わ
る

「
経
済
安
全
保

障
」
そ
の
も
の
に
毎
の
定
機
も
な
ど
、

多

く
の
菖
要
概
念
や
基
泰
約
事
項
が
政
令
と

省
令
と
政
府
の
決
め
る

置
華
雀
且
匹

や

買

釆

指

針
生
に
丸
投
げ
さ
れ
、
規
制
さ

れ
る
内
容
が
法
律
だ
け
を
見
て
も
管
目
見

当
が

つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
政
令
委
任

個
所
だ
け
で
１
３
８
麦
所
を
数
え
る
異
常

さ
だ
。
こ
の
点
は
、
戦
前
の
戦
争
遂
行
体

制
を
法
的
に
支
え
た

「国
家
総
動
員
法
」

に
酷
似
し
た
性
格
を
持

っ
て
い
る
。

官
民
連
携
に
よ
る
軍
事
研
究
の
推
進

讐

森

鐘

簗

の
楽

程

？

に
は
、
先
端
的
な
重
要
技
術
の
研
究
開
発

に

つ
い
て
官
民
協
力
を
造
め
る
と
し
て
、

総
理
六
霞
を
ト
ッ
プ
と
す
る
富
民
協
議
会

を
つ
く
り
、
さ
ら
に
１
０
０
人
の
研
究
者

を
集
め
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
作
る
と
さ
れ

て
い
る
。

福
島
み
ず
ほ
参
議
院
議
員
は
、
４
月
爵

日
の
参
院
内
田
委
員
会
の
質
疑
で
、
小
林

鷹
之
大
臣
か
ら
、
理
猟
力
開
発
の
成
果
が

響

霞

ヽ
縫

暮

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
」
と
の
答
弁
を

引
き
れ
し
た
。

設
立

さ
れ
る
シ

ン
ク
タ

ン
ク
に
、
学

位
授
与
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
も
榛
討

現代の「国家総動員法」?

経済も学問も縛る経済安保法
海 渡 雄 一 催 済安保法案に異議あリキャンペーン)

麟議撃瞑読奮に量Ⅲケ争‖擦締ぐ爵ひr、■Жa鰊 4rスピー,vる離常̀
しォしAFと中に41ましてしaった9ψ 246Fl,ie,

さ
れ
て
い
る
。
経
済
安
保
法

の
も
と

で

２
５
０
０
億
岡
も
の
基
金
を
作
う
つ
と
し

て
お
り
、
大
変
な
人
雄
振
る
舞
い
だ
。
軍

輩
蘇

染

だ

忌

う
く
を

堕

空

各

風い
て
き
た

学
術
会
議

へ
の
攻
撃
と
ム
学
術
全
体
を
軍

事
に
絡
め
と
る
経
済
蜜
採
法
と
は
直
線
的

に
繋
が

っ
て
い
る
。

ま
た
、
法
に
は
多
く
の
罰
則
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
罰
則
に
よ
る
規

制
に
よ
り
、
若
い
研
究
者
を
軍
事
技
術
分

野
の
研
究
に
囲
い
込
み
、
奪
秘
義
務
を
謀

し
て
転
磯
を
語
難
に
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
が
と
の
国
軽
督
堪
経
響
ｃ
れ
た
。

中
国
製
■
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
一
掃
か

ま

た
、
重

窪
盟
兵
２

茎

缶
涯
いの
た
め

の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン

（調
達

・
生
産

・

物
流

・
販
売

や
消
費
等
の

一
連
の
流
れ
）

Ｑ

澤

編

、
サ
イ
パ
子
輩
盆

死

簿

登

鋒

幹
イ
ン
フ
ラ
の
事
前
籍
査
に

つ
い
て
は
（

「
外
部

へ
の
依
存
」
屈
徴
翌か
ら
の
妨
害
」

な
ど
の
概
念
が
樽
わ
れ
て
い
る
。

こ
の

「外
部
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、

法
集
に
は
定
義
が
な
い
。
日
本
の
外
部
の

国
々
全
体
を
指
す
る
け
で
は
な
い
力
魯
］
い

な
が
ら
、
中
国
ほ
外
部
で
、
ア
メ
リ
カ
は

外
部
で
付
な
い
の
か
と
質
聞
す
る
と
、
小

林
大
臣
は

「
予
断
を
持

っ
て
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
」
と
し

て
、
ま
と
も
に
答
え
な

か

っ
た
。

参
院
で
参
考
人
と
し
て
公
述
し
た
坂
本
雅

子
参
考
入

（
名
古
屋
経
済
大
学
名
誉
教
授
）

は

羅

導

β

憲

、
迷

泰

経

罷

。
年

事
的
覇
種
の
た
め
に
中
懸
企
業
の
排
除
を
進

め
、
日
本
政
府
と
そ
の
主
要
な
Ｉ
Ｔ
企
業
に

対
し
て
も
、
主
要
な
中
国
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
絶

縁
を
求
め
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

経
済
制
裁
か
ら
戦
争
へ
向
か
う
リ
ス
ク

多
く

の
日
本
国
民
は
、
経
済
安
保

法
を

作

っ
た
こ
と
で
、
語
本
側
か
ら
経
済
戦
争
を

仕
掛
け
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。
中
国

政
府
が
経
済
的
な
報
復
に
打

っ
て
出
れ
ば
、

中
国
が
日
本
一Ｅ
逢
漏
戦
争
を
仕
掛
け
て
き
た

と
感
じ
、
メ
デ
ィ
ア
も
政
府
与
党
と

一
体
と

な

っ
て

「中
国
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
大
合

唱
に
な
る
だ
ろ
う
。

私
た
ち
日
本
国
民
は
、
憲
法
第
九
条

一
項

に
よ

っ
て
、
国
際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て

「戦
争
」
と
い
う
や
り
方
を
放
棄
し
た
。
重

本
な
経
済
依
在
閣
盛
に
あ
る
中
国
に
経
済
戦

争
を
仕
掛
け
る
こ
と
は
、
本
物
Ｑ
騨
ヨ
τ呼

び
込
む
こ
と
に
な
り
う

る
。
こ
の
き

う
な
深

刻
な
危
険
性
を
持

つ
一搭
律
が
成
立
し
た
こ
と

を
み
な
さ
ん
認
憾
し
て
く
だ
さ
い
「

最
大
野
党
の
立
霧
要
ギ
喜
母
い、
趣
簡
〕を
呈

態

が
ら
内
容
盃
盟
熱
揮
盤
る
頻し
て
し

ま
っ
た
。
乎
種
癖
勲
軽
盗
番
も
、
大
き
く
反

対
の
声
を
上
げ
る
と
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

法
律
の
中
身
の
大
半
が
政
令
以
下
に
委
穫
さ

れ
て
し
ま

っ
て
い
る
た
め
、
具
体
的
に
萄
が

起
き
る
の
か
、
事
託
に
頼
穏
一す
る
こ
と
が
難

し
く
、
反
対
の
声
を
広
げ
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
だ

っ
た
。
規
制
の
中
身
を
隠
し
て
法
を

成
立
ざ
せ
る
戦
略
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
あ
き
ら
め
な
い
。
今

後
、
経
済
安
保
法
が
現
実
化
す
れ
ば
、
反
対

の
声
や
疑
間
が
大
き
く
広
が

っ
て
く
る
だ
ろ

う
。
国
会
議
員
は
覚
婚
を
持

っ
て
、
法
の
適

用
に
縛
り
を
か
け
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

い

ま

、

細
期
甥
映
が
・
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▼
自
衛
隊
反
対
闘
争
と
現
在

自
衛
隊
は
１
９
７
２
年
の
本
キ
覆
臆
ゲ
テ
」

も
に
沖
縄
に
や

っ
て
き
た
。
自
衝
崚
猛
強
葦
一

會

捲

蓼

ヽ
藝

地
機
能
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
沖

縄
戦
を
経
験
し
た
沖
縄
の
人
々
に
と

っ
て
、

「米
軍
よ
り
捕
か

っ
た
の
は
日
本
車
だ

っ
た
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
。
家
を
取
り
上
げ
、
宿
営

に
し
、
一
奎
目
ｋ
属
料
を
奪

っ
た
。
煙
ゐ
通
一で

泣
く
子
が
い
る
と
、
母
親
の
腕
の
中
で
殺
し

た
。
住
民
を
ス
パ
イ
視

し

て
殺
害
も
し
た

（嫌
疑
を
か
け
た
人
の
リ
ス
ト
の
存
在
も
明

ら
か
に
な

っ
て
い
る
）
。

１
９
４
５
年
６
月
閉
霞
本
避
禾
重
め
指
温
一

空

丞

緊

登

焼

殺

」
、
盪

緊

彙

罫

に
追
い
込
ま
れ
た
沖
縄
の
人
々
は
、
日
本
蕪

に
懐
力

§ヽ
ざ
脅
↑
を
握
醇
４
子
学
生
た
ち
も

含
め
、
荒
れ
野
に
放
り
出
さ
れ
た
。

沖
鶴

慇

懸

言

と

っ
く

自

紐

澄

穏

本
軍
と
重
な
る
罷

壕

●

演

た

。
２７
肇

円

の
来
軍
の
圧
政
に
苦
し
ん
で
き
た
延
長
に
自

衛
隊
が
あ
る
こ
と
は
お
ぞ
ま
し
く
、
許
せ
な

か

っ
た
口
復
疑
刃
篠

凸
居
秘
骨
等
熱
事
は

労
働
組
合
の
大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
．

憲
法
九
条
を
逸
脱
し
、
い
ま
自
衝
隊
は
米

軍
と
の
業
筒
昴
蟄
堅
笙
慄
け
、
膨
贈
響
滋
憾
け
て

い
る
。
沖
縄
の
富
き
島
、
石
垣
躍
、
与
那
国

島
に
は
、
住
民
の
意
思
を
無
視
し
て
自
衛
隊

が
配
備
さ
れ
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
が
建
設
さ
れ

て
い
る
。

▼
復
帰
記
念
式
典
と
県
民
大
会

理

蔀

２

療

喪
巽

業
や

２

伊

首

凝

に
蕊
哭

く

速

輩

岳

勉

Ω

掻

壱

奏

旱

、

あ

っ
た
。
式
典
会
場
の
那
覇
市
民
会
館
の
隣

の
与
極
公
園
で
開
悩
ぎ
れ
て
い
た
、
復
帰
の

内
笑
の
数
隔
を
追
及
す
る
果
農
大
会
の
怒
号

が
忘
れ
Ｏ
毀
な
い
。
廼
径

駅

式
典
挙
行
の

た
め
に
式
典
会
場
に
い
た
五
沖
縄
県
庁
職
貫

が

「
あ
の
県
民
大
会
の
中
に
い
た
か

っ
た
、

い
る

べ
き
で
あ

っ
た
」
と

つ
ぶ
や
い
て
い

た
。
ま
さ
か
ｍ
羅
務
Ａ

こ
ん
な
沖
縄
の
現
状

を
見
る
ン
に
は
夢
花
も
思
わ
な
か

っ
た
と
。

拿

鵞

犀

岳

ヽ
墓

泉

と
部
機
で
同
時
閣
焦

式
寒
答

Ｔ
ッ
ど
で
学

継
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
に
県
民
の
憲
思
、
思

い
が
伝
え
ら
れ
る
か
と
待
ち
蜜
ん
で
い
た
。

玉
城
デ

ニ
ー
沖
縄
県
知
事
は
、
米
軍
基
地
過

重
負
援
の
憲
い
を
式
群
に
盛
り
込
ん
だ
が
、

辺
野
苦
新
基
地
建
設
に
は
触
れ
な
か

っ
た
。

岸
コ
首
相
の
あ
い
さ
つ
も
通
り

一
遇
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
式
典
学
行
に
終
始
し
て
い
た
。

し
か
し
目
褒

コ
‥
訟
理
努
螢
飛
獣
銭
二
な

は
１
と
」
歪
頭
駕
さ
れ
亀

輩

響

歩

らヽ
し
を

守
る
県
民
大
会

（５

・
１５
平
和
行
進
実
行
委

員
会
尋
茂
し

の
大
会
宣
言
で
は
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
事

数

は
６
０
０
０
件
を
超
え
、
殺
人
や
レ
イ
プ

な
ど
の
凶
悪
事
件
は
６
０
０
件
を
超
え
て
い

る
と
数
字

を
示
し
た
。
邊
野
昔
新
基
地
建

″
設
本
オ
ス
プ
レ
イ
の
観
備
（
先
島

へ
の
ミ
サ

舟

目

輩

縁

梁

函
卸
蟄
照

日
米
の
一墓
霊
釜
季
■
化
し
て
い
る

現
状
を
告
発
し
、
戦
争
の
な
い
世
界
を

つ
く

る
藻
斎
を
霧
ろ
た
。

不
平
等
な
日
米
騨
怪
理
長

基
地
面
来
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
に
よ
る

瑕
境
汚
染
、
保
育
園
等
に
落
下
す
る
米
軍
機

の
部
品
（
危
畷
と
隣
合
わ
せ
の
普
天
間
墓
亀

働
樫
遊
あ
湧
支
破
、
↓
盆
‐■
へ
〔
▼
Ｆ
厘
暇
４
寺
の
下
盆
篠

鰈
躙
、
爆
音
の
被
害
‥
等
々
、
沖
縄
が
抱
え

る
饒
題
は
尽
き
な
い
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に

つ
い
て
は
、
国
の
暫
定
指
針

値
の
５
７
６
倍
が
検
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

報
じ
ら
れ
た
ば
か
り

（
５
月
２６
日
付
琉
球
新

通
じ

。
汚
染
水
が
基
地
外

へ
流
出
し
た
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
。
沖
縄
で
は
、
こ
う
し
て

人
々
の
普
通
の
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
続
け
て

い
る
の
だ
。

▼
沖
縄
の
長
い
歴
史

沖

縄

に

は
、

選

然

の

こ

と

な

が

ら
、

１
９
７
２
年
の

「本
土
復
蟻
」
前
に
、
琉
球

王
朝
時
代
か
ら
続
く
歴
史
が
あ
る
。
沖
縄
民

謡

『
持
代
の
節
程
』
は

「唐
の
世
か
ら
大
和

の
世

大
和
の
世
か
ら
ア
メ
リ
カ
世
【
ひ
る

ま
さ
変
わ
た
る
く
ぬ
う
ち
な
―
」
と
時
代
の

流
れ
を
コ
ミ
カ
ル
に
歌

っ
て
い
る
。
唐
の
世

と
は
空
国
の
こ
と
で
あ
り
、
大
和
の
世
、
敗

戦
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
入
り
、

本
土
覆
辱
ま
で
２７
年
間
の
ア
メ
リ
カ
鷲
が
続

い
た
の
だ
。

１
４
２
９
年
麿
の
世
の
こ
ろ
、
血
醸
試
は

軽
桜
〔
藝
勇
等
の
三
曲

（＊

唄

中
山
、
南

強
）
を
統

一
し

て
琉
球
工
に
な

っ
た
。
臓

本
、
中
理
、
朝
鮮
ヽ
東
蔦
ア
ジ
ア
と
交
易
し

て
琉
球
王
国
億
零
登
た
。
東
ア
ジ
ア
“
会
の

一
員
と
し
て
、
中
自
と
の
羽
貢

・
偶
封
体
制

は
、
１
４
０
４
年
か
ら
１
８
６
６
年
ま

で

４
６
〔逢

慈

雇

あ

＞
ケ

焼

い
た
。

１
８
７
２
年
、
琉
球
国
か
ら
競
球
藩
に
。

一操
軽
処
分
の
始
ま
り
で
あ
る
い
明
治
置
帝
れに

参

ヽ
灘

藝

ｇ

層

鍵

票
塞

比

め
ら
れ
た
。
そ
し
て
１
８
７
９
年

〈朗
お
，
一

年
）
、
日
本
政
府
の
命
査
受
け
た
内
務
大
書

配
官
松
睡
遣
之
は
、
嘗
窯
官
１
６
０
人
と
武

装

兵
４
０
０
人
を
伴
い
首
望
城
に
乗
り
込

み
、
遊

悟
姦

霞

蜜

暑

。
騒

醤

岳

騒

行
し
た
。
尚
森
正
送
理
賽
逮
寝
普
屏
善
量
一

嬢
嬰
観
狩
浮
轟
じ
ゆ
れ
、
一韓
↑
覇
時
代

潰
療
わ
う
た
。

沖
縄
槃
設
置
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
２
７
０

年
前
ヽ
と
６
０
９
年
に
層
犀
語
ま
属
渾
家
久

が
薩
摩
軍
３
０
０
０
を
伴
い
、
琉
球
王
国
を

優
略
し
た
。
琉
球
の
側
に
戦
葱
が
な
か

っ
た

た
め
に
抵
抗
ら
し
い
抵
抗
も
受
け
ず
に
征
服

ｋ

鑢
啓
Ξ
だ
〓
趣
騨
む
逆
霞
を

機

に
た

。
藤

蓬

睡

共

自

貿
易
の
有
利
性
磐
彦
毒
え
て
琉
球

へ
困
兵
し

た
の
だ
が
、
時
の
幕
府
無
オ
家
藻
の
同
意
を

得
て
い
た
。
ま
た
、
徳
か
察
農
が
朝
鮮
目
兵

の
た
め
国
交
断
絶
し
た
キ
層

Ω
畜
じ

と
の

国
交
回
復
を
琉
報
の
範
費

・
冊
封
体
制
に
求

め
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
敗
戦
の
後
、
自
本
と
米
国
双

方
に
利
す
る
と
し
て
、
１
９
４
７
年
９
月
に

出
さ
れ
た
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ

（米
願
に
よ
る

琉
球
譜
島
の
軍
事
占
領
の
継
続
を
墾
む
）
は

今
も
生
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
１
９
５
え
年

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
乎
和
条
約
で
沖
縄
は

切
り
離
さ
れ
た
の
だ
。

▼
命
ど
ぅ
宝
は
譲
れ
な
い

倉
嬉
鮎
群
苗
長

▲７
干
ョ
憂
獲
３
の
沖
縄
タ

イ
ム
ス
は
、
沖
縄
の
施
政
権
返
退
交
渉
に

つ

い
て

「来
童
基
駈
喜
薙
怪
ギ
学
鯰
麗

ン
と
早
↑

政
府
の
対
米
交
渉
の
内
幕
を
報
通
し
た
。
米

国
公
文
書
の
公
関
に
よ
る
も
の
だ
。
返
還
関

額
が
国
民
蘭
議
論
罹
な

っ
た

妻

黛

怖
痒
蕃
ネ

保
に
も
飛
び
火
す
る
と
し
て
、
１
９
６
５
年

頃
か
ら
、
沖
縄
に
米
軍
基
地
を
維
持
し
た
ま

ま
米
国
か
ら
施
政
権
堰
取
得
す
る
方
簾
、
米

重
基
地
を
除
い
た
地
域
の
施
政
権
返
還
を
も

検
討
し
て
い
た
と
同
紙
は
報
じ
て
い
る
。

「本
土
復
帰
」

働
年
を
め
ぐ
り
、
沖
縄
県

民
は
糠
々
に
過
ぎ
し
日
々
を
思
い
返
し
、
次

の
印
春
後
、
１
０
０
年
後
に
ど
う
あ

り
た
い

か
を
ぞ
み
た
。

戦
争
か
ら
は
、
何
や
子
分
彎
足
な
い
。
憲

法
九
条
を
護
り
、
「命
ど

ぅ
宝
」
の
ほ
か
は

な
い
。

鰤翔韓”
県
颯選醐

離
報
蜘
【

］弾
躯紳随蜘

『本土復帰Jとは何だつたのか (ノ女性会議沖縄 富平 のり子

前列もから2番ロブ,!華著

三度と沖縄を戦場にさせない !

東京で「復帰JSO年を間う集会とデモ

５
月
郵
協
ヽ
沖
縄
復
縣
酌
周
年

選

蓋

番

選

曇

彙

暴

の

２
会
場
で
開
催
さ
れ
る

一
方

で
、

東
京

・
日
比
谷
公
園
か
ら
デ
モ
行

造
が
出
発
し
た

（沖
縄

，
一
坪
反

戦
地
主
会
関
東
プ

ロ
ッ
ク
主
億
）。

２
０
１
３
年
１
月
、
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
越
回
と
米
軍
普
天
問
基
地
の

顧

・
裟

、
自

等
を
求
め
て
縄

県
の
全
百
治
体

代
表
が

燿
自
書
を
携
え
て
と

京

し
、
歩
い
た

Ｂ
Ｉ
ス
と
局
じ
だ
。

前

段
に
行
な
わ

れ
た
集
会

で

黛

濯

琶

蟄

憂

露

轟

鐘

働
の
ジ
ー
ダ
ー
で
あ
る
曲
城
博
治

さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
。

「沖
縄
返
遅
５０
年

の
何
が
め
で

た
い
の
か
。
撃
事
化
に
抗
う
沖
縄

県
良
を
黙
ら
せ
て
、
ミ
サ
イ
ル
配

備
を
し
、
沖
縄
の
督
さ
ん
基
峡
に

立

っ
て
戦

ゼ
Ｋ
く
だ
さ
い
と
い
う

の
か
。
中
国
穏
滅
論
蜂
迷
国
の
譲

罐
だ
。
恐
怖
を
あ
お

っ
て
ミ
サ
イ

ル
を
配
備
し
、
米
中
が
戦
争
に
な

れ
ば
、
日
本
の
適
縛
嫁
の
若
著
が

米
軍
の
盾
に
な
る
。
そ
れ
が
わ
か

っ
て
い
な
が
う
政
府
は
迷
冦

従

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
許
さ

な
い
。
米
国
や
中
国
も
ロ
シ
ア
も

な
い
。
戦
争
す
る
人
に
は
み
ん
な

反
対
だ
。
こ
れ
を
国
会
議
員
に
言

う
た
め
に
墓

原
堡

番

た
。
ム

蜜

タ

謙
蟹

議

で
僚
憲

挙

寡

菟

ミ

ｔ

な
い
、
戦
争
さ
せ
な
い
議
員
を
国

会
に
送
り
出
そ
う
」
と
力
強
く
訴

え
た
。

デ
モ
は
、
「ウ
チ
ナ
ー
イ
ク
サ

バ
や
ナ
ラ
ン
ド
…

（沖
縄
を
戦
場

に
さ
せ
な
い
）
軍
事
基
地
は
醒
て

い
け
」
の
標
襲
霞
亀
郡
ν、
三
線

の
音
を
響
か
せ
て
、
約
６
５
０
人

が
飯
座
の
衡
約
２
・５
，
を
行
進

鐙

霞

万
焦

も

書磐:めにt,米寧姦地1よある

(誉奈,11県 横浜司サの米軍Fザ
油純設〉

ジドL

′Ol猟から窮けをこ
`サ

スピーチをする磯観膊治さん

姥
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終わらない
原子力災害

浜
通
り

の

「
福
底
イ

ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン

・

コ
ー
ス
ト
構
想
」
は
、
本
当
に
一．復
興
生

の
た
め
な
の
か
。
政
府
は

「東
日
本
大
疑

災
及
び
原
子
力
災
害
に
よ

っ
て
失
わ
れ
た

浜
通
り
地
域
等

の
産
業
を
回
復
す
る
た

め
、
当
該
地
域

の
新
た
な
産
業
基
盤

の

構
築
を
目
指
す
国
家
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
」
と

銘
打
ち
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃

炉
、
と
森

さ

径

帯
父

爵

く

磨

蓋

覆

や
人
材
育
成
、
交
流
入
□
の
拡
大
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

今
な
お
選
難
指
示
区
域
が
残
り
、
運
難

蓮

泰
２
族
攣
暉れ
て
も
厘
還
す
る
答
機
は

少
な
い
浜
通
り
。
そ
の
閉
ざ
さ
れ
た
地
域

で
、
ど
の
よ
う
菱
繭
髪
齋
一進
め
ら
れ
て
い

る
の
か
。
前
回
は
、
南
橿
馬
市
に
あ
る
、

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
イ
ー
ル
ド
に
つ
い
て

お
伝
え
ψ
褻
が
、
今
回
は
、
特
定
廃
案
物

埋
め
立
て
処
倉
顧
設
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

▼
リ
プ
ル
ン
ふ
く
し
ま

富
闘
時
に
あ
る
特
定
廃
棄
物
理

め
立

て

処
分
施
設
の
入
口
に

「
ツ
プ
ル
ン
ふ
く
し

ま
」
が
あ
る
。
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ

た
ご
み
の
埋
め
立
て
処
分
に

つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
学
べ
る
体
験
型
の
情
報
館
と
し

て
、
環
境
省
が
２
０
１
８
年
に
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。

こ
の
建
物
の
裏
側
の
山
に
管
理
型
処
分

場
が
あ
る
。
「
リ
プ
ル

シ
ふ
く
し
ま
」
で

は
、
見
讐

辱

〕

む

と
、
轡

碁

鱚

弘

館
で
汚
染
主
や
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て

船
分
ほ
ど
で
流
暢
に
説
明
し
た
褥
ム

処
分

場
た
案
〔
し
て
く
れ
る
。

ジ
プ
ル
シ
ふ
く
し
ま
は
、
と
に
か
く
イ

ラ
ス
ト
が
か
わ
い
ら
し
い
。
本
―
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
わ
か
る
が
、
子
ど
も
に
も
親
し

み
や
す
い
、
大
人
も
か
わ
い
い
と
層
え
る

よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

情
報
館
の
内
部
で
は
、
そ
の

「か
わ
い
ら

し
さ
生
は
、
放
射
壁
物
賓
に
も
及
ぶ
。
放

射
性
セ

ン
ウ
ム
や
放
射
性
ヨ
フ
秦

ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
も
、
環
矯
奮

の
手
に
か
か
る

Ｌ
、
全
て
が
か
わ
い
く
な

っ
て
し
ま
う
ё

一堕
級
瑶
で
は
壁
面
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
穀
け
ら
れ
、
白
い
壁
に

触
れ
る
と
電
気
が
つ
き
、
ト
ラ
ッ
ク
が
勲

き
自
し
て
汚
染
廃
棄
物
を
運
び
舟
し
た
り

す
る
仕
掛
け
が
あ
る
。

ゲ
ー
ム
台
の
よ
う
な
パ
ー
ド
も
設
置
さ

れ
、
そ
の
上
で
ク
イ
ズ
に
嫌
甲え
た
り
、
廃

一慕
ワ
を
動
か
し
た
り
す
る
よ
う
る

ア
ト
ラ

ク
シ

ョ
ン
も
あ
る
。
原
発
事
故
の
被
害
の

深
刻
さ
は
全
く
伝
わ
ら
な
い
。

▼
特
定
廃
葉
物
で
谷
を
埋
め
る

そ
ん
な
施
設
か
ら
移
動
し
て
、
実
際
の

特
定
廃
窯
И
理
め
立
て
処
盆
鍛

嵌
Ｑ

殿

立

つ
と
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
う
。
谷
を

と
つ
、
特
定
廃
棄
物
で
埋
め
て
し
ま
う
大

掛
か
り
な
土
木
工
事
に
圧
倒
さ
れ
る
。

特

定

廃

棄

物

と

は
、

１

簿

あ

た

り

８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
上
、
拗
万
ベ
ク
レ

ル
以
下
の
、
焼
却
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き

な
い
不
疎
笏
拶
卜。
そ
れ
ら
を
療
節

、
埋
め

立
て
て
い
る
。
収
納
容
器
の
ま
ま
連
め
Ｖ

て
、
と
壌
を
か
ぶ
せ
、
不
透
水
性
土
壌
層

を
作
り
、
表
面
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ

（キ
ヤ
ツ

ビ
ン
グ
シ
ー
ト
で
覆

つ
て
雨
水
の
浸
入
を

抑
制
）
を
行
な
う
。

ま
た
、
埋
立
地
か
ら
発
生
す
る
漫
出
水

は
、
浸
基
水
処
理
施
設
で
、
凝
集
、
沈

澱
、
濾
過
等
の
処
理
を
行
な
い
、
有
機
物

〕
重
金
属
等
葎
曖
云
し
た
後
、
処
理
水
貯

留
楢
に
貯
留
し
て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

濃
度
を
測
定
し
、
基
乗
億
坪
一満
た
す
こ
と

を
確
認
し
た
後
、
放
流
し
て
い
る
。
埋
め

立
て
完
了
後
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
管

理
し
、
漫
出
水
、
空
間
線
最
率
に
つ
い

て
も
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
な
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

地
元
の
人
の
話
で
は
、
も
と
も
と
こ
の

土
地
は
、
産
業
廃
棄
物
の
事
業
者

（旧

ソ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ツ
ク
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
）
の
も
の
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、

２
０
１
６
年
に
固
有
化
し
、
墾
年
か
ら
搬

入
を
始
め
た
。

特
定
廃
華
砺
と
い
え
ば
、
昨
年
２
月
に

は

、
大

熊

町

に
あ
る

「
ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ
ー
ふ
た
ば
」
に
も
動
き
が
あ

っ
た

。

も

Ｌ

も

と
、

こ
の

「
ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ
ー
ふ
た
ば
」
は
原
理
評
畝

即

ひ

ら
あ

っ

巻

轟

釜

。
霧

ヽ
棗

か
ら
３
す
と
い
う
距
離
の
た
め
か
、
空
間

練
量
が
毎
時
５０
窃
シ
‐
ベ
ル
ト
も
あ
り
、

休
上
中
だ

っ
た
。
ン学
生
に
、
双
葉
地
方
８

町
村
の
住
民
の
生
活
や
、
特
定
復
興
再
生

鯉
点
等
の
整
妬
琴
手
か
ら
生
じ
る
廃
乗
物

を
今
後
埋
め
立

て
る
こ
と
に
な

っ
た
。

中
間
貯
蔵
施

設
が
足
り
な

い
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
た
頃
、
閥
題

の
中

心

は
汚
染
土
だ

っ
た
。
し
か
し
、
８
町
村
で

の
解
体
作
業
が
進
む
に

つ
れ
、
解
体
で
隅

る
放

射

性

廃

棄

物

の
行

き

場

顔

が

な

く

な

っ
て
い
る
現
実
も

見
え

て
く

る
。
そ
の

裏

で
進
む

コ
金
利
用
」
に
は
、
注
視
し

て

い
か
な
く

て
は
な
ら
な

い
。

全
国
田

子
苗

）

※
次

回

は
、
中

轡
貯
蔵

姫
設
内
部

に

つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す

。

一邑
濃
反
の
放
射
性

ヨ
ウ
素
の
カ
プ
セ
ル

を
通
院
で
２
回
飲
ん
だ
が
、
が
ん
は
消

え

ず
、
３

理
目
は

入
院
治

療

だ

っ
た

。

周
囲
を
被

ぼ
く

さ

せ

て
し

ま

う
た

め
、

鉛

の
部

屋

に

た

っ
た
１

人

の
隔

離

生

活

。
吐

い
て
も
、
国

の
血
管
が
切
れ

て

充
血
し

て
も
、
看
護
師
な
来
ず

、
薬
が

処
方

さ
れ
る
だ
け
。
そ
の
治
療
も

、
う

ま
く
い
か
な
か

っ
た
。

「
以
前

は
、
治

る
た

め

に
治
療

を

頑

張

ろ

う

と

思

っ
て

い
ま

し

た

が
、

今

は

『
少
し

で
も
病
気
が
進
行
し
な
け
れ

ば
い
い
な
』
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と

い
う
原
告

。
大
学

も
、
未
来
も

講
め
た
く
な
か

っ
た
と

、
何
度
も
声
を

震
わ

せ

て
い
た
。

こ
の
陳
述

の
あ
と
、
東

電
製

弁
護
圭

は

明
ら

か

に
動
揺

し

て

い
た

。
Д
猛
虫

の
期

日

で
は
、
原
告

の
陳
述

は

不
要
」

と

言

い

た

い
と

こ

ろ
を
、

言
葉

を

濁

し
、
一モ裁

判

官

に

一
任

す

る
」

と

言
い

か
え
た

。

次

回
裁

判

な

９
月

７
騒
１４
時

か
ら
。

被
害
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
必
死
の

訴
え
を
応
援
し
た
い
。

イラストでかゎいく見える放引仕肱賞

誹 ヽ

奪

沙

③

浜
通
り

一シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト
リ
ン
」

そ
の
２

ⅢⅢ4r.1へ苧

蒻     
―
 宝″′黎堕ヽl llV

ヘヽ

「リアルシ′ェヽくしチどのホームページSデザィンもア)｀わいてヽ
いlto:″ s卜te葎 ,a k en43oipア t(】 kutⅢ hai癒どjmetarttlし kじ Sh 4o′ r9prυn/

5民 26ξヨ 丼 イ倒卸8の人 ,子行建。

「かわいい1で危険性を払拭?

原発事故後、甲状腺がんに′歴患
した 6人の子どもたちが東京電力
を提訴 した裁判の第 1回難 ロカX
5月 26口 に開かれた。声を療り絞
る原告の陳述に、法廷内には啜り
泣く声が密いた。

(吉閣 千亜〉

原
告
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
越
し
に

登
場
し
た
。
甲
状
触
が
ん
が
見

つ
か

っ
た
翻
の
健
診
で
は
、
新
し
い
服
と

サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
い
た
こ
と
、
検

査
時
間
が
長
か

っ
た
た
め
、
「
も
じ

か
し
て
、
が
ん
が
あ
る
か
も
ね
」
と

冗
談
め
か
し
て
母
親
と
話
し
た
こ
と

な
ど
を
示
べ

、
声
を
つ
ま
・後
せ
て
い

た
。そ

の
後
の
闘
病
生
活
ほ
、
想
像
を

超
え
る
も
の
だ
。
「手
術
を
し
な
い

と
２３
歳
ま
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
」

と
医
師
に
言
わ
れ
、
す
ぐ
に
手
術
を

し
た
が
、
だ
る
さ
、
発
熟
、
吐
き
気

な
ど
の
体
調
一企
長
と
戦
わ
な
く
て
は

な
ら
る
か

っ
た
。

第

一
志
望

の
東
京

の
大
学
を
諦

め
、
近
県
の
大
学
に
進
学
し
た
も
の

の
、
入
学
し
て
最
初
の
定
期
検
診
で

面
撃
が
見
つ
か
り
、
遇
写
。
葛
治
ら

な
か

っ
た
、
悔
し

い
』
こ
の
気
持
ち

を
ど

こ
に
ぶ

つ
け

て
い
い
か
わ
か
り

ま
せ

ん
で
し
た
」
と
療
告
は
語
る
。

そ
の
後

、
肺
転
移

の
治
療

で
ア
イ

ツ
ト

ー
プ
治
療

も

受

け
る

こ
と

に

。

δ―面ヂ,8000べ ,レルイk3球上の窮望修て.lく ,よる夢も未来も奪つた原発事故
3・ 1司 子ども甲状腺がん裁半む第1回期日
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や稗女性の力で政治を変えよう
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
成
立
か
ら
４

年
が
経
過
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
衆

議
院
選
挙
で
女
性
議
員
の
比
率
は
さ
ら

に
下
が

っ
て
し
ま

っ
た
。
来
る
参
議
酵
理

選
挙
で
各
党
が
ど
う
取
り
緯
む
の
か
、

そ
の
本
気
度
が
間
わ
れ
て
い
る
。

５
浸
警

日
、
ク
オ
ー
タ
制
を
推
進
す

る
会

（Ｑ
の
会
）
主
催
で
、
院
内
集
会

「議
席
の
半
分
に
安
祥
濠
Ｔ

参
議
院
各

党
女
性
候
補

に
若
者
が
鶏
待
す

る
こ

と
」
が
開
催
さ
れ
、
全
て
の
政
党

全
日

民

・
公
明

・
立
憲

・
維
新

・
共
産

。
社

民

・
れ
い
わ

・
国
民
）
が
参
加
し
た
。

女
性
の
社
会
進
出
の
足
か
せ
と
も
な

っ
て
い
る
選
択
的
夫
婦
軒
径
籍
館
呼
ん
で

き
た
自
民
党
か
ら
は
、
稲
困
朋
美
議
員

が
発
言
し
た
。
「
女
性
議
員
が
少
な

い

の
は
日
本
の
民
主
主
義

の
ゆ
が
み
だ
」

と

目
い
な
が
ら
、
自
民
党

の
女
性
候
補

者
が
移
康
娼
デ
て

い
な
い
こ
と
に
、
会

場
か
ら
は
失
笑
が
も
れ
て
い
た
。

ど
の
政
党
も

「
女
性
議
員
が
増
え
れ

ば
国
会
の
古
い
慢
習
や
政
策
の
優
死
順

位
が
変
わ
る
。
育
児

・
介
護

・
教
育

・

介
誰
等
の
拡
充
の
た
め
に
や
イ
旺
が
増

え
る
こ
と
が
重
要
」
と
い
う
認
識
は
共

有
さ
れ
て
い
た
。
各
党
の
予
定
候
霊
奮

か
ら
は
、
女
性
の
非
正
規
労
働
の
理
不

尽
な
扱
い
の
改
善
や
、
教
育
無
使
化
ゝ

消
受
税
の
見
直
し

・
廃
止
等
を
求
め
る

訴
え
が
あ

っ
た
。

印
象
深
か

っ
た
の
は
、
教
育
無
禎
化

を
言
い
な
が
ら
、
「
自
立
す
る
個
人

・

地
域

・
国
家
を
目
導
し
、
他
邸
ひ
う
攻

撃
さ
れ
な
い
抑
止
力
を
持

つ
べ
き
だ
」

と
い
う
維
新
の
女
性
候
補
の
発
言
だ
。

こ
れ
で
は
、
党
の
政
策
を
そ
の
ま
ま
護

す
由憲

曇

菖

ど

変

０

み
な
い
。
偶
の
た

め
の
女
性
候
補
者
な
の
か
と
残
念
な
患

い
が
し
た
。

ジ

ェ
ン
ダ

ー

平
等

な

重

要
課

題

桂
△
海
早
は

、
若
誓
ひ

う
の
霊
抑
に

譲
負
が
答
え
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

や秘 殉性の政治参画一各党の本気度は?

ゃ4多様性のある社会をどう実現するか

,4平和と平等を進める女性たちを国会ヘ

集会は会Ⅲ解とオンライン要用で緒なわれた

ν女性会議は女性の政治参画を進め、平和と平等を確立

するために屋l会や地方自治体に仲間を送ってきた。次期

参議院選挙には、次の3人を」女性会議として推薦してい
る。各予定候補に訴えたしヽ恩いを固いた (lllttTヽ日)。

陰ぬ集会「議席の半分に女性を1参議院各党女性候補に若者が盤待すること」

Ｅ
握

局

≫
す
ほ

（全
国
比
禦

社
民
患

田
大
構

ゆ
う

こ
全

揮

功

社

民
も

■
お
か
ざ
き

彩
子

金
爾
比
勢

汁
民
負

蔀
良
共

同

１１
新
社
会
糞

霧
厩

）

簿

今
度

の
参
議
院
選
挙
、
何
と
し
て
葺
踏
ん

張

っ
て
国
会
に
残
り
、
憲
法
つ
条
を
改
悪
さ

せ
ず
、
戦
争
を
と
め
、
平
和
Ｑ
要
梁
、
ジ

ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
諏
Ａ

な
左
催
に
の
俣
憎
琢
い
」

憲
法
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。
新
白
曲
主
義
か
ら
舟
委
罠
一主
主

義

へ
の
転
換
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
の
低
蕪
金
の
解
決
、
暴
力

の
根
絶
、

連籍

冷

業

嬬

卿

獲

望

夭
現
、
リ
プ

ロ
ダ
ク

ア

イ
ブ

ヘ
ル
ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ツ
の
確
立
が
必
要

で
す
。
平
和
と
平
等
の
た
め
に
、
女
の
連
帯

を
１

日
本
国
憲
法
は

「わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の

国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免

れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
を
す
る
種
郡
豊
有
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
謳

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
、
コ
ロ
ナ
桐
で
路
万
人
以
上

の
人

が
雇
い
と
め

・
解
哀
ぎ
れ
、
逸
面
の
底
が
抜

け
た
社
会
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
存
権
が
侵
さ
れ

て
い
る
時

に
、
防
衛
贄
だ
け
な
脅
天
丼
。
戦
争
は
さ
ら

に
人
々
を
欠
乏
に
賂
れ
ま
す
。
戦
争
一は
さ
せ

な
い
。
平
釉
に
生
き
る
権
利
を
球
め
、
労
働

者
の
使
い
捨
て
を
許
さ
な
い
と
訴
え
ま
す
。

・
〒

【`
手
シ

女
、
シ

ン
グ
ル

。
そ
れ
で
も
生
き
て
い
け

る
社
会

を
目
指
し
ま
す
。
就
鵜

氷
濁
期
に
社

会
に
出
た
私
は

、
勝
ち
組

に
な

る
こ
と
を
求

め
る

空
気

の
中

で
、
生
き

づ
ら
さ

を
感

じ
、

引
き

こ
も

っ
た
時
期
も
あ
り
ま
す

。

新
自
由
主
義
政
策

の
下
で
進
め
ら
れ
た
家

族
単
位
の
社
会
保
障
制
度
や

、
人
間
を
消
耗

陣
額
扱
い
す
る
労
働
者
派
進
法
を
変
え
な
け
れ

ば

、
低
賃
金
、
社
会

保
障

の
不
十
分

な
く
ら

し
は
改
善
で
き
ま
せ
ん

。
搭

差
や
差
別
が
な

い
こ
と
が

平
れ
の
基
本

。
憲
法
を
生
か
す
カ

を
作

る
選
挙
に
し
ま
す
。

や
り
と
り
の
中
で
、
若
い
世
代
が
最

も
重
要
視
し
て
い
る
の
が
ジ

ェ
ン
ダ
ー

闘
速
だ
と
い
う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。

大
学
の
ゼ
ミ
で
も

一
番
人
気
が
あ
る
戸
】

い
う
。
選
択
釣
夫
婦
別
姓
や
、
現
在
検

討
さ
れ
て
い
る
緊
急
避
妊
業
や
中
絶
薬

の
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て

一自
分
の
健

一犀
こ
未
来
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
に
女

性
自
身
が
決
め
ら
れ
な
い
」
。
こ
う
し

た
霞
本

の
シ
ス
テ
ム
が
問
題
で
あ
り
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

。
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ

ツ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
性
交
同

意
年
齢
の
引
き
上
げ
や
、
若
年
層
の
住

的
搾
取
に
対
す
る
法
整
備
が
必
要
だ
と

い
う
具
松
訥
必
０指
摘
も
あ

っ
た
。

従
泰
“
睡
堅
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て

女
性
候
補
な
少
し
鶏
え
て
い
る
が
、
選

挙
法
の
ハ
ー
ド
ル
は
ま
だ
ま
だ
高
い
。

議
会
に
女
性
を
半
分
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
送
弱
を
続
け
て
い
こ
う
こ
爺
め

ど
ど
●
り
れ
た
。

若
い
人
た
ち
の
発
言
に
新
た
な
気
づ

き
を
も
ら

っ
た
祭
答
分
一
っ
た
。

慮

理
万
依
代
）

女
性
議
員
歩
馬
や
す
に
な
選
挙
鯉
度
の
改
善

も
必
要
だ
。
５
月
９
日
、
衆
議
院
会
館
で
楽
し

く
比
例
制
を
め
ざ
す
会
主
催
で

「女
性
パ
義
種
一

し
や
す
い
選
挙
制
度
を
め
ざ
そ
う
‥
と

が
関
擢

さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
一摯
餐

濤
力
の
同
崎
ひ
ろ
み
賓

長
が

一
１
９
９
３
年
の
総
選
挙
は
政
治
改
革
が

最
大

の
争
点
。
成
立
し
た
細
川
連
立
内
閣
が

『
小
選
挙
区
都
導
入
を
中
心
と
し
た
政
治
改
革

法
』
を
通
す
こ
と
に
な

っ
た
。
連
〒
議
縁
″
」参

画
し
て
い
た
社
会
党
に
は
反
対
す
る
議
員
が
多

く
、
お
控
孫
続

い
た
。
意
感
を
磯
け
た
人
も
お

り
、
民
主
差
義
の
改
壊
だ
と
感
じ
た
。
小
選
挙

盛
割
は
死
に
票
が
多
い
。
政
党
で
な
け
れ
ば
、

【堡
議
金
６
０
０
万
円
で
１０
人
の
候
補
者
を
出
す

必
要
が
あ
る
な
ど
、
少
数
著
一の
代
表
な
と
に
く

い
し
く
み
」
等
、
現
行
の
選
挙
制
度
の
関
題
点

に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
パ
ネ
リ
ス

ト
た
ち
の
慧
曳
を
紹
介
す
る
。

樟猾

お

苺

」
薬

曇

議

会

蓄

員

（
緑
の
党
）

は

「い
か
に
少
数
意
見
を
重
視
で
き
る
か
が
民

主
主
義
の
バ
凛
メ
ー
タ
ー
だ
。
世
界

一
高
い
供

サ弾
舘
型
屋
を
廃
止
す
べ
き
。
緑
の
党
の
困
会
議

員
が
多
い
国
は
女
性
議
員
が
多
い
国
で
、
比
例

代
表
制
。
援
補
者
勇
女
均
等
法
が
効
果
を
持

つ

に
は
鞘
国
の
よ
う
に
罰
則
も
必
要
だ
」
。

福
島

み
ず
ほ
参
議
院
議
員

（社
員
党
党
首
）

は

「社
長
党
の
幹
事
会
は
幸
央
も
雄
方
も
男
女

半
々
。
女
性
の
連
嗚
で
瑾
茶
化
の
臆
＆
が
変
わ

っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。
小
選
挙
区
制
で
は
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
に
く
い
。

比
例
制
を
進
め
れ
ば
、
ま
り
女
性
議
員
が
増
え

る
。
地
方
議
会
に
も

っ
と
女
性
を
」
と
ア
ピ
ー

ル
◇ま

だ
か
れ
ん
元
穎
宿
区
議

（
れ
い
わ
新
選

組
）
は

「れ
い
わ
は
女
性
候
補
者
な
ど
多
様
性

を
追
求
し
て
い
る
。
私
が
議
員
に
な
れ
た
の
は

法
整
僑
が

で
き
て
い
た
か
ら
」
と
、
多
様
な
社

会
の
実
褒
を
強
調
し
た
。

元
都

議

会

議
員

の

三
井

マ
ジ
子

さ

ん
は

「
１
９
８
６
年
の
新
閣
記
事

『
ノ
ル
ウ

ェ
ー
に

女
の
あ
題
（

女
性
大
臣
蠅
％
』
拒
衝
襲
を
受
け

て
ノ
ル
ウ

ェ
ー
に
行

っ
た
。
党
内
で
ク
オ
ー
タ

制
を
実
行

（ブ
ル
ン
ブ
ラ
ン
ト
首
相
）
、
の
比

例
代
表
制
だ
か
ら
で
き
る
」
ぺ
…
ル
一藝
疇
網
）

と
の
助
言
を
受
け
て
、
国
本
の
比
例
細
は
小
避

挙
区
で
落
ち
た
人
を
救
済
す
る
制
度
で
、
し
か

も
比
例
粋
を
２
５
０
か
ら
減
ら
し
統
け
て
今
は

１
７
６
。
ド
ン
ト
方
式
は
大
政
党
に
有
利
な
制

度
と
な

っ
て
い
る
。
比
例
代
表
即
を
選
め
、
政

党
が
作
る
候
補
者
ジ
ス
ト
で
多
様
性
を
追
求
し

よ
う
」
と
訴
え
た
。

今
回
は
男
性
の
参
加
者
も
多
く
、
多
様
性
を

求
め
る
空
気
が
出
て
き
た
か
と
も
思
わ
れ
る
葉

会
だ

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

（中
村

ひ
ろ
子
）

,1`

院内集会「女性が当選しやすい選挙制度をめざそう !ど
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…
北

欧

モ
デ

ル
を
今

こ
そ
！

７

ギ
リ
乙

ボ芸術

ポスターに見る世界の女たち

第107ロ

「
セ

ッ
ク
ス
を
買
う
行
為
は
男
性
を

さ
ら
に
暴
力
的
に
す
る
」
「
売
貿
暮
な

考
浴
彗
を
モ
ノ
絃
ギ
ヱ
里
。

質
懸
夙
舗
壁
径
食
？
全
墓
国
の
連
動
体

『北
欧
モ
デ
ル
を
今
こ
そ
●
」
黎
は
、
こ

ん
な
ス
ロ
■
ガ
ン
を
掘
げ
た
ポ
ス
タ
ー

浄
捧

め
た
。

北
欧
モ
デ
ル
と
は

「
セ
ッ
ク
ス
を
買

う
行
為

を
犯
罪
と
す
る

一
方

で
、
買

わ
れ
る
側

の
人

々

（
多
く
は
女
）
の

罪
を
間
わ
ず
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
Ｊ
た

め
の
支
援
を
す
る
こ
と

い
う
崇
昼
罫
特

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン

（
１
９
９
９
）
、
ノ
ル

ウ

ェ
ー
（
２
０
０
９
）
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

（２
０
１
０
）
、
カ
ナ
ダ

（２
０
１
４
）
、

北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

（
２
０
１
５
）
、
フ

ラ

ン
ス

（
２

０

１
６
）
、

ア
イ

ル

ラ

ン
ド

共

和

国

（
２

０

１

７
）
、

イ

ス

ラ

エ
ル

（
２

０

１

９
）

が

沌

行

し

た
。
Ｅ
Ｕ
も
立
濫
を
厚
ｆ
議
渾
滓
一し
た

（２
０
１
４
）
。

■

私
の
知
る
ノ
ル
ウ

ェ
ー
で
は

「要
春

航
蘇
麟

」辱
ワ
ン
＋
生
恙
軍
ユ
要
誦
が
続
け

ら
れ
て
き
た
。
女
性
２
人
ペ
ア
に
な

っ

た
命
が
け
の
ア
ク
シ

ョ
ン
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。
１
人
が
害
と
買
春
交
渉
を
し
て

い
る
時
、
も
う
１
人
が
害
の
革
体
堡
裂

抜
き
ス
プ
レ
ー
で

コ
買
春
し
よ
う
と
し

色

置

垂

屎

て
趣

影
。
錘

経

嬉

，

真
を
デ
カ
デ
カ
と
獨
載
し

「オ
ス
ロ
は

安
心
し
て
買
春
で
き
る
韓
で
は
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
た
。
そ
の
あ
と
女

性
議
員
が
超
党
派

で
買
春
処

弱
法
案

を
出
し
た

（
否
決
）
。
８０
年
代

の
こ
と

だ

っ
た
。

２
０
０
０
年
代
、
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
移

民
の
オ
ス
ロ
市
内
で
の
売
春
が
社
会
間

題
に
な

っ
た
。
女
性
や
子
ど
も
の
人
身

売
買

工
懐
搾
取
に
関
す
る

「パ
レ
ル
モ

ぬ
定
書
」
を
挑
准
し
た
頃
で
あ
り
、
食

困

・
格
菱
と

つ
な
が

っ
た
。
世
界
初
の

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
買
春
処
観
法
も
刺
激
と

な

っ
た
。
こ
ん
な
資
春
反
対
の
空
気
を

キ
ャ
ッ
チ
し
た
の
は
、
小
政
菅
一の
左
派

汁
委

党
や

冒

番

癬

ち

た
。

２
０
０
ａ
等
、
を
４
霊
逗
遷
立
政
権

（
労
働
党

・
中
央
覚

・
左
派
社
会
党
）

は
、
女
性
が
過
半
数
を
占
め
る
内
閣
で

「更
蕃
処
罰
法
」
を
成
立
さ
せ
た
。
熙
］

内
外
で
性
師
サ
■
ビ
ス
を
買
う
こ
と
は

遠
法
ヽ
催
的
サ
，
ピ
ス
を
売
る
こ
と
は

△
理
憂

「
性
的
サ
上
ピ
ス
を
万
る
人
か
ら

利
益
を
得
る
こ
と
、
場
所
を
提
供
す
る

こ
と
は
遺
法
」

「性
釣
サ
ー
ビ
ス
の
宣

伝
届
婆
起
歪

等
が
襲
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ

さ
て
今
、
劉
本
で
は
、
Ａ
Ｖ

（ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
）
出
渡
に
よ
る
性
被
讐
が

深
刻
な
問
題
に
な

っ
て
い
て
、
４
月
に

隼
痢

、
自
全

軍

曾

◆

薪

塔

霧

禁

静

ｋ

瞬
畠

重

院

を
通
過
ラ

た
。
条
文
に
は

「掘
影
時
の
性
変

・
性

的
虐
待
禁
と
」
は
な
い
。
戸
任
交
を
合

事

こ

皇

薇

躍

理

主
基

い
。
あ

る
の
は

雲
鬱
監
К

性
交
を
殻
制
し
て

は
な
ら
な
い
」
で
あ
る
。

そ
の
道
の
プ

ロ
か
ら
言
葉
巧
み
に
ス

カ
ウ

と
Ｆ
聖
好
経
，
吃

は

、
一異
理
爾

に

″
自
ら
す
す
ん
で
イ
サ
イ
ン
す
る
。

屈
辱
的
怪
行
為
を
撮
影
き
れ
た
弱
直
は

ネ
ッ
ト
で
世
界
に
拡
散
さ
れ
、
心
身
共

に
ズ
タ
パ
タ
に
さ
れ
て
自
殺
に
至
る
女

妄

。

中笙
姦
量
睡
織
当
事
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

灯
火
は
、
「
こ
の
法
案
が
通
れ
ば
、
金

銭
取
裏
に
よ
る
性
交
を
合
法
化
す
る
日

本
初
の
法
律
と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
Ａ

ｖ
由

渥

警

ぽ

そ

夢

ヽ
砂

協

降

笠

苑
買
に
合
法
化

へ
（望
要
霊
り
ヽ

何
の

た
め
に
急
い
で
決
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
」
と
、
強
い
危
機
感
を
あ
ら
わ
に

し
て
い
る
。

＊
ポ
ス
タ
ー
使
用
依
頼
に
快
講
の
返

信
を
く
れ
た
「お
欧
モ
デ
ル
を
今
こ

そ
ｆ
と
代
表
＞
Ｈ
再
野
争
ｑ
拒
心
か

ら
轟
閣
し
ま
す
。　
　
全
一井
マ
リ
子
）
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れ，４
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構

套

衰

姫
７。期
回

デ
ー
タ
で
見
る
①

格
差
と
差
別

舞
田

敏
彦

こ
れ
は
図
書
館
司
書
の
例
だ
が
、
教

育
や
福
祉
の
分
野
で
非
正
規
化
が
著
し

い
。
成
藝
群
答
（の
日
本
で
、
今
後
重
要

性
を
増
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
価
な

非
正
規
労
機
者
（そ
の
多
く
が
女
性
）

で
支
え
ら
れ
る
機
図
に
な
っ
て
い
る
。

正
規
魏
景
と
同
じ
仕
事
を
フ
ル
タ
イ
ム

で
こ
な
し
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

騒

・幸

こぢ

懸

、
か

貴
削
減

（攀
取
）
に
都
合
の
い
い
や
り

盗

。
餞
外
国
で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
・パ
ー

ト
と
い
エス
合
折
し
か
な
い
。
「翌
こ
刀

の
多
練
化
は
い
い
が
、
普
通
の
暮
ら
し

に
足
る
給
≡
が
得
ら
れ
る
と
い
う
条
件

つ
き
だ
。
同
一労
働
・同
一賃
金
の
原

則
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

適
用
の
非
正
規
化
は
、
日
本
社
会
の

変
化
を
言
い
表
す
キ
ト
タ
ー
ム

（
重
要

な
事
柄
）
だ
。
今
で
は
ど
勲
く
人
の
３

ｘ
今
↑
ｔ
Λ
ｎ
査
廷
遜
雇
用
で
あ
る
。

図
苗
館
の
司
書
な
ど
は
非
正
規
化
が

価
露
黒
＼

非
常
動
の
割
合
は
１
９
９
９

年
な
２３
％
だ

つ
た
の
が
、
２
０
１
８
年

に
は
４８
％
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
数
値

肇ヽ

譜

暫

祠

堡

ｇ

く

匈
静

塗

の
県
に
色
を

つ
け
た
地
図
に
す
る
と
左

の
よ
う
に
な
る
。
１
９
９
９
年
で
は
６

県
だ

っ
た
が
、
２
０
１
３
年
に
は
多
く

の
県
に
色
が

つ
い
て
い
る
。
２５
の
県
で

５０
％
０
露
ひ

超
え
だ
。
訂
烈
島
総
非
エ

麹
″
選

ン
些
葺

っ
て
い
い
。
指
定
管
理
者

違
曽
の
国
魯
銀
藤
増
え
て
い
る
こ
と
も

幸
え
る
と
、
雇
用
の
盃
〓
狂
後
曝
も

つ

＞
与
連
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
。

図書鑢司書の非常勤割合マップ

1999年 SC%以上

40%台

40C/c未満

Ｂ
　
観
　
〔
　
　
〓

ｒ
Ｔ

●

Ｔ

進む司書の非正規化2018年〆 ヤ

ｒ
′

・
耳

本文利省「礼公教育調査どより作成,
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加害の地で花岡事件を伝え続ける
花岡平和記念館 徹翻県大館市)

第 lυ 71号 (指
「

=廷
壼郵t,と切12可 )

1膵 艤 國 矯簸餘:議軸 練繭 赫嫡 i

２
０
０
３
年
秋
、
議
演
会

「世
界

が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ

っ
た
ら
」

で
、
講
師
と
し
て
大
館
市
を
訪
れ
た

池
田
膏
Ｇ

〓

一
ん

（ド
イ
≧

墨

轟

剛

訳
家
）
は
、
そ
の
際
、
花
岡
事
件
の

現
地
を
訪
ね
た
。
花
岡
受
難
者
聯
謹

（
§

最

義

判
で
記
念
館
の
建
設
が
認
め
ら
れ
な

か

っ
た
た
め
、
地
元
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立

ち
上
げ
、
私
た
ち
が
募
金
活
動
を
し

て
い
る
こ
と
に
共
鳴
。
２
０
０
４
年

か
ら
毎
年
６
月
３０
日
の
慰
霊
式
に
出

庸
し
、
全
国
の
講
演
先
で
築
め
た
募

金
を
届
け
て
く
れ
た
。

念

願

の
記
念

館

が

オ
‥

プ

ン

ー０
年
間
の
と
り
く
み
を
経
て
、
遂

に
２
０
ｉ
Ｏ
年
４
月
１７
爾
、
秋
囲
県

★
籠
響
半
鮨
理
町
に
荘
儒
母
五
鎖
弔
蕊
部

′

が
関
館
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
闘
平

和
記
念
会

（川
爾
緊
幸
理
事
長
）
が

行
な

っ
た
オ
…
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

上
脂
０、
通
畳
藤
全
蓮
署

９

バ
イ
パ
ー
）
や
叢
腰
苓
地
域
住
民
ら

約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
花
岡
事
件

を
風
化
さ
せ
ず
、
後
世
に
語
り
継
ぐ

こ
と
登
萬

合

っ
た
。

服
閣
理
事
長
は

「
第

二
次
大
戦

中
、
空

国
か
ら
３
万
８
９
３
５
人
が

１
３
５

の
事
業

所
に
強
制
連
行
さ

れ
、
過
酷
な
労
働
と
虐
待
に
よ
り
、

６
８
３
０
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

簡

最

畳

蜜

徴
的
な
事
件
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
記
念
館
は
、
花
劉
で
起
こ

っ
た
こ

と
を
中
心
に
強
制
連
行
に
限
定
し
て

記
録
す
る
全
圏
唯

一
の
流
諄
一。
正
し

く
将
来

に
向
き
合
お
う
と
す

る
な

ら
、
過
去
の
事
実

と
向
き
合
い
、
な

ぜ
虐
待
が
起
き
た
か
、
中
国
の
人

々

が
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
か
を

考
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
人
間
愛
や
正

し
い
国
際
感
気
を
持
ち
、
社
会
の
あ

り
方
の
指
針
が
与
え
ら
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
こ
と
述
べ
た
。

福
島
み
ず
ほ
議
員
は

「加
害
を
行

な

っ
た
そ
の
場
所
で
、
加
害
の
地
の

人
と
被
薯
Ｆ
一あ

っ
た
賃
循
垢
寃
入
景
つ

せ
て
記
念
館
を
作

っ
た
の
は
世
界
で

最
後
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
の

薫
環
は
大
き
い
と
思
う
。
経
史
と
華

実
を
心
に
刻
み
、
未
来
を
共
に
切
り

開

い
て
い
け
る
と
確
信

し
て
い
ま

す
」
と
語

っ
た
。

池
鬱
育
代
子
さ
ん
は
、
記
ａ
證
漠

会
で

「地

元
の
管
さ
ん
が
花
闘
事
件

を

『
負
の
遺
産
匡
と
考
え
る
の
は
嬉

い
ほ
ど
わ
か
る
が
、
事
件
簡
縁
妻
暴
Ｔ

中
国
か
ら
花
岡
を
訪
れ
る
と
、
心
が

癒
さ
れ
、
第

二
の
故
郷
と
思
う
と
い

う
話
を
臨
７

。ヽ
自
治
体
が
慰
岳
式
を

長
い
謝
行
な

っ
て
い
る

こ
と
を
知

り
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
暖
か
く
迎
え

て
く
れ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
こ
れ
を

機
に

『
負
』

の
追
産

で
な
く

『
富
』

の
遭
涯
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
ほ
し
い
」
と
語
し
て
い
た
。

記
憲
館
は
４
～
１０
月
の
土
園
、
午

前
Ю
時
～
午
後
３
時
蘭
館
。
休
館
自

で
も
、
菫
訴

子

迎

４

里

聘
４

ワ

算

や

あ
る
の
で
連
絡
を
。
フ
ィ
…
ル
ド
ワ

ー
ク
の
相
談
も

可
能
。
間

い
合
わ

せ
は
記
念
会
事
務
局

（
大
館
労
働

福
社
会
館
内
）
奮
０
１
８
６

（
４２
）

６
５
３
９
。

２
年
間
取
材

し
本

を
出

版

そ
の
後
、
進
国
香
代
子
さ
ん
は
、

な
ど
地
方
の
自
綸
体
が
畑
警
の
地
で

７０
年
以
上
に
わ
た

っ
て
慰
罷
式
を
継

続
で
き
て
い
る
の
か
、
最
初

に
始

め
た
人
物
と
は
ど

の
よ
う
な
人
だ

っ
た
の
か
嫌
り
た

い
と
、

２
年
を

か
け
て
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
。

２
０
２
二
年
７
月
ヽ
『
花
固
の
心
を

受
け
雑
ぐ

大
館
市
が
中
国
人
犠
牲

者
を
懸
霊
し
続
け
る
理
由
』

（
か
も

が
わ
選
倣

・
税
劇
１
８
０
０
Ｈ
）
と

し
て
二
世
の
本
に
ま
と
め
た
。

本
書
で
は
、
５０
年
間
運
動
に
携
わ

っ
て
き
た
私
た
ろ
が
知
ら
な
か

っ
た

こ
と
ま
で
掘
り
下
げ
て
く
れ
て
驚
い

て
い
る
。
花
岡
事
件
を
知
る
ガ
イ
ド

に
も
な
る
の
で
、
お
勧
め
だ
。

（石
錮

議

貌
鰯
の
心
を
　
　
　
十

受
け
ど
ぐ
　
　
エ

"

い
ぜ
な

。
な
つ
こ

伊
是
名
夏
子

と
き
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ン
ッ
プ
が
大
変
で

す
。
彼
が
自
分
で
調
べ
た
り
、
考

え
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
何
度
も
、
伺
で
も
私
に
固
い

て
く
る
こ
と
に
、
イ
ラ
イ
ラ
が
募
り
ま
す
。

「
ご
み
袋

の
替
え
は
ど
こ
に
あ

る
つ
」

「
子

ど
も
の
運
動
会
は
い
つ
？
」
「洗
剰
が
な
く

な

っ
た
よ
、
ど
う
す
る
？
」
。

私
が
友
だ
ち
に
愚
痴
を
こ
ぼ
す
と

要

事

や
育
児
に
参
加
し
て
い
る
だ
け
い
い
じ
ゃ
な

い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
。
で
も
私
な
彼
の

秘
書
や
お
堂
議
係
で
は
な
く
、
共
飼
生
活
を

し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
自
分
で
調
べ
た
り
、　
一
度
聞
い
た
こ

と
は
覚
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
状
況
が
改
善

さ
れ
な
い
こ
と
で
、
自
分
が
軽
く
あ
〕

つ
わ

れ
て
い
る
、
大
事
に
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
、
悲
し
く
な
り
ま
す
。
彼

は
、
彼
の
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲
で

や

っ
て
い
る
と
愚
う
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ン
の
よ
う
な
も
の
。　
一
緒
に
生

活
し
、
支

みヽ
含
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
い
て
ほ

し
い
の
に
。

自
分
の
悲
し
み
や
イ
ラ
イ
ラ
を
抑
え
る
た

め
に
は
ご
つ
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
は
み
な

が
ら
、
結
局
は
自
分
と
の
戦

い
だ
と
も
思
い

ま
す
。
な
の
で

「何
度
も
闇
か
れ
る
と
イ
ラ

イ
ラ
す
る
か
ら
、
簡
く
前
に

『
揮
療
童
輝
い

て
悪
い
の
だ
け
ど
』
を

つ
け
加
え
て
ほ
し

い
」
と
彼

に
提
案
し
て
み
る
こ
と
に
。
何
度

も
闇
か
れ

る
こ
と
が
嫌

な
こ
と

に
は
変
わ
り

は
な

い
で
す
が

、
気
遺

っ
て
も
ら

え
て
い
る

と

い
う
前
提
が
あ
る
と
、
少

し
は
私

の
イ
ラ

イ
ラ
も
収
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

）

そ
ん
な
あ
る
日
。
私
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

に
問
に
合
わ
な
そ
う
に
な
り
、
彼
に

「
コ
ン

ど

ュ
ー
タ
を
私
の
部
屋
に
移
動
さ
せ
て
お
い

て
」
と
お
願
い
す
る
と
、
電
源
畜
―
ド
を
差

し
込
み
、
電
源
を
入
れ
、
ロ
グ
イ
ン
ま
で
し

て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
び

っ
く
り
！

あ

つ
か

た
か

っ
た
で
す
。
自
分
が
や
り
慣
れ
て

い
る
こ
と
に
は
予
想
を
立
て
や
す
く
、
う
ま

く
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の
で
す
ね
。

そ
れ
な
ら
麦
肇
も
養
発

も
、
彼
が
や
り
娘

れ
る
ま
で
と
こ
と
ん
や

っ
て
も
ら
う
し
か
な

い
、
と
思

っ
た
の
で
す
が
、
家
に
い
る
時
間

が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
が
難
し
い
。
彼
が
家

に
い
ら
れ
る
よ
う
、
男
性
の
働
き
方
を
改
善

す
る
こ
と
、
社
会
構
造
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
闘
題
だ
と
気
づ
き
ま
す
。

女
性
の
抱
え
る
闘
題
は
、
女
性
が
変
わ
る

こ
と
よ
り
も
、
そ
の
裔
題
を
引
き
起

こ
す

側
、
闘
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
い
ら

れ
る
人
々
が
変
わ
る
必
要
が
あ
わ
ま

す
。
障

が

い
者
問
題
も
同
じ
で
、
障
害

の
な

い
人

た
ち
が
気
づ
き
、
変
わ
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
問
題
ほ
、
社
会
全
体

の
闘
題
で
す
。
社
会
韓
造
を
変
え
て
い
く
こ

と
な
し
に
、
家
庭

の
華

せ
は
作

れ
な
い
と

つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
も
、

も

っ
と
家
庭
以
外
と
礫
が
り
続
け
、
社
会
を

変
え
な
が
ら
、
自
分
の
幸
せ
を
築
い
て
い
き

た
い
で
す
。

ギ
一緒に行こうよ

第 ,2回

幸せになるために社会構造を変えていく

螺
，
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第 21回
「政治は男のものではない」(フ ランス)

第4回
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第33回 転f)
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、日′

７７
カ
所
で
開
催
１
人
気
の
ポ
ス
タ
ー
は
ど
れ
？

二
叫

ぶ
芸

術

ポ
ス
タ
ー
に
見
る
世
界
の
女
た
ち
」
展

２
０
１
９
年
６
月
一か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

ν
女

の
し
ん
ぶ
ん

凧
改
ど
棗
醜
　
ポ
ス
タ
ー
に
見
る
世

界
の
女
た
ち
』
ポ
ス
タ
ー
展
一
パ
ネ
ル
の
黛
し
出

し
第
二
号
は
、
福
岡
県
内
の
男
女
共
同
参
師
軍
葉

だ

っ
た
。
３
年
間
に
全
国
η

力
所
で
開
鶏
で
き
た

の
は
、
何
と
い

っ
て
も
紙
面
で
世
界
各
霞
の
ポ
ス

タ
ー
の
霜
か
を
し
て
く
れ
て
い
る
三
井

マ
リ
子
さ

ん
と
、
企
画
を
し
て
く
れ
た
全
霞
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
あ
る
。

俸
た
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
革
ム
で
、
男
女
共
同
参

一里
軍
柔
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め
ざ
す
集
会
等
が

開
催
し
に
く
か

っ
た
時
期

で
も
、
ポ

ス
タ
ー
展

一体
基
報
的
安
全
な
企
画
と
し
て
実
施
し
や
す
か

っ

た
よ
う
だ
。
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク

ハ
ラ
、
政
治
参
画
…

等
々
、
テ
ー
マ
毎
に
ポ
ス
タ
ー
を
選
び
、
プ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
展
示
す
る
な
ど
、
各
地
で
機
一々
な
エ

夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
た
。
選
ば
れ
る
ポ
ス
タ
ー
も

多
様
だ
が
、
今
回
は
、
全
∞
枚
の
パ
ネ
ル
の
食
し

出
し
回
数
ラ
ン
キ
ン
グ
を
紹
介
す
る
。

主
だ
ポ

ス
タ
ー
展
盈
曜
停
）
夢

」
と
の
な
い
曽

さ
ん
も
、
地
域
で
企
画
し
て
み
て
は
？

P

″ 脂
第 46回 佑下)
「支配者が使う五つの手口」(1し欧他世界各国)

More・・i4位から7位
▼

介護職のいのちと尊厳を守れ !「介護職員処遇改善Jは絵に描いた餅
介護福祉士・ライター 白山奇朝子

翻

昨
年
乾
月
２４
日
、
岸
園
総
理
が
打

ち
出
し
た
介
謹
輸
万
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
の

賃
上
げ
。
「
介
額
輸
員
処
遇
改
善
支

援
藉
助
金
」
は
、
介
艶
聾
首
の
収
入

を
３
％
程
屋
郎
言
恙
げ
る
た
め
の
捨

置
だ
が
、
一師
朗
額
の
３
分
の
２
以
上

を
、
基
本
給
の
襲
き
た
ゲ
に
用
い
る

必
要
が
あ
る
６
し
か
も
、
今
年
Ｏ
月

ま
で
は
そ
の
財
源
に
醸
量
が
売
て
ら

れ
る
が
、
１０
月
以
降
は
介
題
保
険
報

酬

「加
算
」
に
切
り
誉
わ
る
の
だ
。

当
然
（
剰
驚
者
の
負
埋
が
増
え
る
こ

と
に
な
る
。

し
か
も
、
補
助
金
の
準
語
時
に
は

書

ヽ
選

盗

は
実
緬
頚
答
轟
湧
纏
百
す
る
必
要
が

あ
り
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

一陣
攀
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
も
そ
も
、
居
宅
介
謹
支
援
、

議

磐

證

葉

酪

ワ

ハ
、
編

咎

賞

黛

長

屋

垂

蜜

経

最

指

導
等
が
対

象
外
と
な

っ
て
い
る
の
も
闘
題
だ
。

現
場
の
と力
を
聞
い
た
。

◆

「
も
と
も
と
の
給
料
が
３０
万
円
位

な
い
と
９
０
Ｃ
Ｏ
用
は
も
ら
え
な

い
」
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
Ｉ
Ｅ
さ
ん
は
、

９
９
９
０
溺
ン
」
い
う
０
眼
が

一
人
歩

き
し
て
い
る
と
指
掘
す
る
。

一懐
醤
斎
蓮
韓
藝
設
の
電
理
者
Ｆ
さ

ん
は

「基
本
給
は
、

一
度
Ｉ
げ
た
ら

元
だ
浜
せ
な
い
。
故
意
に
申
請
さ
せ

に
ぞ
ど

しヽ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

す
ら
感
じ
る
」
と
憤
る
。

小
規
模
事
業
所
の
非
常
勁
職
員
Ａ

さ
ん
は
、
申
請

に
慣
れ
て
い
れ
ば

癌
出
は
割
と
簡
単
に
で
き
る
と
轟

す
。
だ
が
、
毎

ひ

め
櫻

霰

箋

払
わ
れ
る
の
は
６
月
な
の
で
、
す
ぐ

に
申
請
を
し
た
場
食
で
も
、
９
～
５

月

の
給
与

は
事
業
所
が
立

て
替

え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
額
面

９
０
０
０
円
で
も
、
務
金
が
引
か
れ

て
手
取
り
は
９
０
０
０
円
に
な
ら
な

い
。
李
膏
基
工の
銅
姿
罪
誓
否
望
懸
倒
だ

と
い
う
。
小
規
模
事
業
所
の
場
合
、

申
請
に
優
れ

て
い
る
か
、
申
詣
事
務

を
外
部
委
託
も
な
い
と
と
て
も
使
え

る
制
度
で
は
な
い
の
だ
。
「
魂
場
に

出
て
い
る
職
員
ば
か
り
の
小
規
模
事

業
所
で
は
、
申
請
自
体
を
諦
め
て
い

る
よ
う
で
す
」
と
Ａ
さ
ん
。

首
都
国
の
介
諧
締
部
い
全

敵
甲
甚
吻

企
竪
森
将
ｅ

の
介
護
福
祉
士
Ｈ
さ
ん

は
、
保
育
士
対
象
の
借
り
上
げ
社
宅

制
置
牛
ａ
試
苫
コ
導
体
の
構
銹
る
紫
益
靱

員
の
家
安
全
額
ま
た
は

一
部
を
保
育

園
側
が
負
担
す
る
）
等
の
適
黒
を
、

書

撃

。
書

驚

間
勤
務
で
、
今
回
の

「賃
上
げ
」
で

２
０
０
０
円
が
支
給
き
れ
た
。

大
企
業
が
経
営
す
る
大
阪
の
有
料

老
人
ホ
ー
ム
で
働
く
Ｃ
さ
ん
は
、
給

与

の
約

３
％
に
あ
た
る
３
カ
月
分

９
０
０
０
円
が
４
月
末
に
支
絶
さ
れ

た
。
５
月
に
は
時
給
が
４０
需
■
が
り

１
１
２
０
用
に
な

っ
た
が
、
東
京
の

社

熔

奸

推

仄

り

盤

婚

経

き

な
ら

時
総
１
５
０
０
翔
以
上
の
と
こ
ろ
も

あ

る
。
８
％

で
な
く
船
％
上
げ
て

も
、
彼
女
の
時
給
は
１
５
０
０
潟
に

満
た
な
い
。

◆

労
趣
閣
盤
煮
ら
は

「岸
田
総
理
は

春
閥
向
け
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
だ
け
。

内
郎
留
保
金
も
な
い
小
さ

い
事
業
所

に
は
、
立
て
替
え
払
い
す
る
余
力
は

な
い
」
「
介
護
業
界
大
手
企
業

の
分

議
華
業
所
で
も

目
葉
露
獲
Ｉ
が

っ

た
が
、
ボ
ー
ナ
ス
は
減
ら
さ
れ
た
の

で
、
毎
収
は
変
わ
ら
な
い
』
と
聞
い

た
」
と
華

ｙ
。
塑

だ

、
処
覇

警

理
森
簸
雪

鞍

簑

今

慕

の
蓋
が

、
私
の
職
場
で
も
あ

っ
た
。

ヨ
ロ
ナ
禍
で
、
介
護
機
の
い
の
ち

は
森
か
さ
れ
、
ど
●
り
し
燃
さ
ら
に
劣

悪
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
ユ́
」
は
、
介
護

哺
が
支
え
て
い
る
利
用
者
に
も
大
き

く
影
響
す
る
。
真
の
処
遇
改
善
を
、

強
く
求
め
た
い
。

4位 景387 泣き屠入りする | ミ : ルクセンフルク

5や ノ ウハ ウ会 議

6位
第 3 仕 事

`よ

男 の 子撰 〔=と 同じ表 ベルギー

ヽ アムネスティ

に3本

7位
筆 9歴 スベイン

野S55 セクハラやめろ スウェーデン

ベルギー
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妖
の

子
ど
も
た
ち
は

「失
敗
し
な

い
で
」
「人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
」

と
、
大
入
と
社
会

か
ら
言
わ
れ
て
育

つ
。
若
者

の
精
神
的
幸
福
度
が
３８

カ

国
中
８７
位

（身

体
的
健
康
度
は
１
位
、

２
０
２
１
年

ユ
ニ
セ
フ
報
告
）
の
国
本

で
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
れ
ほ
ど
患
苦
し

い
く
ら
し
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
本
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け

た

「大
人
の
失
敗
談
」
が
諾
ま

っ
て
い

る
。
自
己
責
任
堰
泉
め
ら
れ
、
失
敗
の

許
さ
れ
な
い
こ
の
国
に
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
る
の
は
、
実
は
私
た
ち
大
人

な
の
だ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。

魅
力
的
な

「
失
敗
し
た
大
人
た
ち
」

の
話
は
、
鶴
議
の
私
の
気
持
ち
も
楽
に

し

て
く
れ

た
。
自
信
が
な
か

っ
た
作

家
、
引
き
こ
も
り
だ

っ
た
元
ア
ル
中
、

失
敗
し
て
も
駆
な
な
い
冒
険
家
、
元
野

宿
の
お
じ
さ
ん
た
ち
…

一
入
ひ
と
り
の

上金

努

天

色

強

紫

ぞ

憂

お
し
い
。

特
に
興
聴
器
か
っ
た
の
は

「弱
い
ロ

ボ

ッ
ト
」
研
愛
者
の
関
題
美
智
男
さ
ん

だ
。
由
分
で
は
ゴ
ミ
を
拾
え
な
い
ゴ
ミ

箱
型

冒
ボ

ッ
ト
は
、
ゴ
ミ
と
人
の
そ
ば

に
行

っ
て
ち
ょ
こ
ん
と
会
釈
す
る
。
す

る
と

「
し
ょ
う
が
な
い
な
あ
」
と
人
が

ゴ
ミ
を
捨
つ
。
き
れ
い
に
な
る
し
、
そ

の
人
は
ち
ょ

っ
と
良
い
こ
と
を
し
て
少

し
幸
せ
に
な
る
。
実
は
二
人
で
で
き
る

こ
と
な
ん
て
伺
も
な
い
こ
と
を
、
弱
い

ロ
ボ

ッ
ト
は
教
え
て
く
れ
る
の
だ
。

「
自
立
と
は
依
存
先
を
た
く
さ
ん
作

り
分
散
さ
せ
る
こ
と
」
「迷
惑
を
か
け

る
線
習
を
し
よ
う
」
な
ど
は
高
齢
者
に

こ
そ
必
要
な
言
葉
だ
と
、
あ
り
が
た
く

受
け
取

っ
た
。

砲
翻
万
にも

自
衛
隊
海
外
派
過

隠
さ
れ
た

「戦
地
」
の
現
実

り
あ

り
）
で
は
、
現
地
は
戦
闘
が
空
な

わ
れ
て
い
る
戦
地
で
、
自
衛
隊
の
議
屯

地
付
近
に
も
曳
光
弾
や
迫
撃
砲
が
飛
び

交
い
、
死
傷
者
が
調
な
か

っ
た
の
は
紙

一
重
の
差
で
、
緊
迫
し
て
い
た
状
況
が

明
ら
か
に
な

っ
た
。
憲
法
と
熙
ぬ
法
の

関
係
に
よ
る
活
動
の
縛
り
や
国
連
か
ら

の
要
請
に
苦
慮
し
て
い
た
こ
と
も
。

当
初
国
連
が
目
指
し
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
封
平

程
維
持
活
動
は
、
現
在
で
は

「紛
争
当

望

置

と
し
て
巻
き
込
ま
れ
る
形
に
変

わ

っ
て
い
る
。
安
保
理
で
拒
否
権
を
持

つ
常
任
理
事
国
の
あ
り
方
に
も
闘
越
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
今
、
本

書
の

一部
隊
派
遣
以
外
で
で
き
る
日
本

の
貢
献
」
と

「非
武
装
で
活
動
す
る
軍

事
監
視
要
員
噴
は
必
読
だ
と
思
う
。

預
継

、
心
参

腱

零

極

藝

褒

姦

開
催
さ
れ
、
憲
法
改
正
が
議
題
に
な

っ

て
い
る
が
、
憲
法
改
悪
を
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
情
報
開
示
が
一墓
崇
だ
。
判
断

に
必
要
な
情
報
を
伏
せ
ら
れ
た
状
態
で

は
、
適
切
な
判
断
は
で
き
な
い
か
ら
。

（冬
火
）

I・サ子:郎 i▼

琺ぉ

一
一
一
　

入
門

生
き
延
び
る
た
め
の

「失
敗
」
入
碍

―゙|

電盟紹 鑑堺継2引  安心して失敗できる幸せを 一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
よ
う

か

つ
て
北
朝
鮮
が

、
地
上

の
薬

圏

と
信
じ
ら
れ

て

い
た
時

代
が

あ

っ
た
。
ョ
ン
ィ
ァ

．
ピ

ョ
ン
ヤ

ン
』

や

『
か

ぞ

く

の
く

に
』

で
知

ら
れ

る
在

日

２
世

の
映

画
監
督

、
ヤ

ン

ヨ
ン
ヒ
の
親
も

そ

う

だ

っ
た
。

ヨ
ン
ヒ

に

は

３

人

の
見

が

い

て
、

３
人

と

も

１
９
７
０
年
代

の

置
笞
雲
霊
き

で
平
壌

に
渡

っ

て
い
る

。　
一
度
差

に
渡

っ
た
彼
う
は
、
も
う
国
境

を
ま
た
ぐ
こ
と
は

で
き
な

い
。
首
楽
が
好

き
だ

っ

た
長
兄
は
、
躁
鬱
〓獨
に
な

っ
た

。
日
本

に
暮
ら
寺
″

母
は
、
北

に
い
る
息

子
た
ち
や
親
威

に
仕
送
り
を

続
け

、
年
金
生
活
に
な

っ
て
か
ら
も
や
め
よ
う
と

し
な

い
。
ヨ
ン
と
は
、
そ
ん
な
母
の
晩
年

に
寄
り

添

い
な

が

ら

『
ス
ー

プ

と

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
』

を

撮

っ
た
ё
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

空

送

ド

大
阪

，
生
野
生

ま
れ
の
母
と
、
韓
国

・
済
州
島

出
身
の
父
。
そ
ん
な
２
人
が
金
日
戒
を
崇
拝
し
、

韓
国
で
は
な
く
平
壌
政
府
を
支
持
す
る
よ
う
に

な

っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
あ
る
日
、
韓
霞
か
ら

や

っ
て
き
た
調
査
団
が
、
あ
る
事
件
を
角
明
す
る

た
め
、
母
を
取
材
し
に
や

っ
て
き
た
。
軽
国
に

と

っ
て
タ
プ
ー
と
さ
れ
た

「済
州
島
４
ち
姜
扉
エ

だ
。
母
は
７０
年
前
に
疎
開
発
の
済
州
島
で
体
験
し

た
こ
と
を
語
り
始
め
る
が
、
そ
の
園
を
境
に
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
に
な

っ
て
し
惑

つ
。

過
酷
な
母
の
半
生
を
摘
く

一
方
で
、
こ
の
映
画

に
は
何
と
も
お
い
し
そ
ぅ
な
ス
ー
プ
が
登
場
す

る
。

ニ
フ
ト
リ
の
お
な
か
に

こ
ン

ニ
ク
や
ナ
ツ

メ
、
高
理
人
参
を
講
め
て
糸
で
閉
じ
、
一長
時
閣
炊

い
た
盆
穎
浮
。
ヨ
ン
と
が
１２
歳
年
下
の
カ
オ
ル
を

初
め
て
家
に
連
れ
て
き
た
日
、
オ

モ

ニ
は
こ
の

ス
ー
プ
を
２
人
に
ふ
る
ま

っ
た
。
「恋
愛
も
結
婚

も
、
日
本
人
が
相
手
で
は
ダ
メ
」
と
言

っ
て
い
た

オ
モ
ニ
が
、
日
本
人
の
カ
オ
ル
を
前
に
、
ほ
ど
け

る
よ
う
な
笑
顔
を
み
せ
る
。

ヨ
ン
と
が
５０
歳
過
ぎ
て
伴
循
を
見
つ
け
た
か
ら

か
、
そ
れ
と
も
カ
オ
ル
が
美
味
し
そ
う
に
ス
ー
プ

を
食
べ
た
か
ら
な
の
か
。
会
え
な
く
な

つ
た
家
族

の
写
真

を
見
せ
な
が
ら

「
北
に
行

っ
た
息
子
た
ち

は
幸
せ
」
と
オ
モ

ニ
が
言
う
の
を
、
質
関
も
反
論

も
せ
ず
受
け
入
れ
る
。
そ
れ
が
カ
オ
ル
と
い
う
人

だ
。
そ
し
て
数
力
月
後
に
は
彼
が
、
参
鶏
湯
を
ふ

る
ま

っ
て
い
る
の
だ

っ
た
。

「た
と
え
考
え
が
違

っ
て
も
、　
一
緒
に
ど
飯
を

食

べ
よ
う
」
。
映
画
の
タ
イ
ト
ル
に
込
め
ら
れ
た

意
味
だ
。
北
と
南
、
同
じ
民
族
局
と
、
い
っ
か

一

緒
に
ス
ー
プ
を
食
べ
る
国
が
来
た
な
ら
、
そ
の
食

卓
こ
そ
が
地
上
の
楽
園
に
な
る
だ
ろ
う
。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
よ

っ
て
人
々
が
分
断
さ
れ
殺
さ
れ
て
い

る
今
、
多
く
の
人
に
観
て
欲
し
い
と
思
う
。

俗
担
ψ
さ
と
み
）

■
６
月
■
日
よ
り
、
東
京

”
ュ
ー

ロ
ス
ペ
ー
ス
、

ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
／
大
阪

一シ
ネ
マ
ー
ト
心
斎
橋
、

第
七
藝
術
劇
場
、
ほ
か
全
国
順
次
公
開
。

① 自101跡海外派遺

S騒されたr戦地lの現案

I

一塁
る
は

「自
優
餘
が
活
動
す
る
場
所

は
安
全
だ
転
と
繰
り
返
し
て
い
た
の

で
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
透

穆

癖

掌

し
と

こ
蜜
隊

員
が
帰
国
後
に
な
ぜ
自
殺
し
た
の
か
、

】轟
か
ら
疑
國
監
螂
て
い
た
が
、
本

書
を
読
ん
で
氷
解
し
た
。

本
書
で
は
南
ス
●
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
、
イ

ラ
ク
派
迫
、
カ
ン
ぶ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
、
東

テ
ィ
モ
ー
ル
Ｐ
Ｋ
Ｏ
／
ル
ワ
ン
ダ
難

民

支
援
／
ゴ
ラ
望
邑
源
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
取
り
上

げ
て
い
る
。

著
者
が
情
報
公
開
請
求
で
入
手
し
た

自
衛
隊
の
活
動
に
関
す
る
報
告

含
喬
埜 萄施 16仁 竜/040剰 +税

算英社奮 033230-6391

これ以上若者を犠牲にしなtヽために

新型Dロナ感染拡大に伴う認 oB題 相談・支 援 の 窓 □ Q
口新型コロナ災害緊急アクション
hitpsi//co「 ona‐ kinkyu‐ 8CtiOn′ com/
本§談や支援を行なう翻密を縄羅してじンクを掲載。

フォームから芭接櫂談も可能。本涌鋤〕を支えている

反貧困ネットワーク 瞬 型コ〔ヨナウイルス :緊急さ

さえあい基金ぢへのブ_伺ンパを募ってしヽる。

当l授振奮/口座〒盾号 :O0170 5-594フ 56
ナJ8入者名 i反糞困ネットワーク 範 信樽1こ rささえ

あモ`Jと記入する)
ゆうちょ殺行以タトから/ゆ うちょ銀行 底番 :

O]9、 F占名 |○―ブ缶l盗 (ゼElイチキュウ店)当座 t

0594755、 受取大名 :ハンとンコンネットワーク
}」掲い合・:〉せ/反貧lttlネットワーク
TEと/FAX,03‐ 3842‐ 3フ24
こ―「
rla‖ :o■ ,ce(C anttipoverty´ netヽv,lork Org

臣 DV本母設■
httpsi//s()υ dそ〕npltls I(〉 /
DΨ につしヽて尊Pヨの相談員が電話、メールで24時
間対応。多言語で表言己され遵訳サーどスもdぅる。
な 0120‐ 279889(全 国共通)
右の (aRコ ー ド′l｀ ら、 チヤットに
アクセス可能 (12時～ 22時 )。

▼ ドキュメンダ lジー段央回「『
市
私"を生きる襲

上映会と映画『教育と愛国』監督・斉力E尚

代 さん トーク/6月 12園 (日 )13時 30
分/日比谷コンベンションホール (餞ケ関
用P、他)/1000用 /根津公子、佐爾美 rEl子、
土月日信雄他/土井敏邦′ヽレスチナ・言E録の
会 doitoshikuni@mail.ど oo.ne dp

▼調演会 r南西諮島の自衛隊ミサイル基

地 化 を聞 う !」 /6月 17をヨ(金 )18a寺
30分/大阪市立北区民センター (扇町駅
他)/土 岐直彦 (元朝醒新聞記者)//南西
諾島への自衛隊配備に反対する大振の会

n筍 ie艶れ
`´

】lbttyako@gn越 .com

Ⅷ
■ DV相談ナビ
倉0570-O‐ 552iO
内閥廂男支共幻参闊局による[lV相談ナどサーヒス。

発lロォと等の情報から最寄りの1目談機関恋口に電話が

自酵アy転送さイと、直接榊談ができる。



整理番号

議員氏名
令和5年度 領収書添付用紙

多野綴団栄子

Ｈ
ヽ
Ｈ…一

ヽ
琳
ヽ

（
阻
郎
観
燎
Ｍ
）

（く

栄

螺
）

（
ヾ
０
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）
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黎
０
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猛
桜
雄
祇
釈
蕉
懸
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田
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Ю ф

渉

沖

香
出零
穂
淫
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縣
楼
絡
角

撚」　
報緯鮮薫駕

念
碧
熱
駅
ョ
挙
め
犀
準

ギ
件
絲

・ヴ
く
ａ
揆
駕
勾

今
緯
剌
Ｃ
紀
れ

禦
舘
燃
盤

」
の
「
　
ｒ
ヽ
日　
千
め
　
　
Ｅ卜↑
　
　
整

榊

　

桜

　

盤

♯

ぷ

田

展

螺

●
一麻鈴‥律
ｒｒ
一
■
工
や
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蜘
■
一本
＜
芸
イ
フ
注
筆
半
∵

終
さ
鼠

３
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８
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中
中
鞭
賤
練

振込金受領証  |
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トケ|
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3
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'
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多和F]栄子

―
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弾

　

　

攀
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韓

〇
ミ
蛉
一め

暉

　

番

〇
曲
蛉
一∞ ・・．

‐

　
　
一
　

二

庁
一　

耳

慈

輩

壕

瑕
お
¶
―
―

禅
・

こと

締
黎
赳
却
Ｃ
、一
ボ
穏
　
蕪
聡
　
【
ｉ

台
＊
―
姿

一ｏ４
弘
ハ散
牡一

戌
単
級
筆
織

(政務活動費充当額 )

31520 円按分率 %領収書  1枚



人件費



参考様式@

令和 子 年度 雇用職員確認票

雇用職員について、下記のとおり確認 しました。

① 議員の親族関係 ご鍵員の親族外

② 議員と生計関係 ご議員と生計別

③ 政務活動専従

圧l他の活動との兼務あり (

ご兼務なし

④ 雇用実態が確認できる書類を添付

ご雇用契約書    団各金台帳 臣l出勤簿

)

夕み呵会派名又は議員名 テクィハ友 (
雇用イ畿員名



参考様式③

雇 用 契 約 書

被雇用者

氏 名 生年月 日

住 所 電話番号

雇用条件

'契約書は2通作成し、双方が各1通を保管する。

“
令不置孝

`手
 ra月 ユ

` 
日

雇 用 者 氏名 タ）わ 糸チE頓

被雇用者 氏名

雇用期間 令和 海年 1■月之を日 令和 5年 r 月 1す 日

就業場所 那覇市箔響力顔弯硝―/‐ す

職務内容 政務活動に係る事務補助及び関係書類作成

就業時間 け射 ～ど◆写子です狩槻 )

休  日

給与 (賃金 )
H  I

分給  6す D砂  用  (時給  r、 30D円 )

給与支払日 Ppう 字々 lη r`自

支払方法 多舟 ?
備  考

上記契約期間満了をもつて本契約を解消する。



参考様式0

令和 す 年度 雇用職員等の賃金台帳

会派名又は議員名 多うイ 夕み口糸ケ
雇療職員名

単位 :翔

支給日 支給額 所得税 社保控除 支払額 備 考

1
2つ

'″
孝/・ /ど びデO' ρ どすつつ 瘍 欲 )

2
〕,っ >″与 ′・rあ あ、す。

つ
タ ″.争″ 必 (イヽ )

3
ン)'キ /フ イど ろ、とつ° ♪ ろ.よOD あ ω

4
2,3全孝/‐ rあ ど、よ

ゆ フ
ど、すつδ 券 ω

5
ンルη孝′・rど 浴.争Dつ ク ど夕_ど影◇ /争ごうジ

6
,ォε)字・升′コFち どィびψ

D ∂ ど.働D /移掛〔
つ

'
7

8

9

10

11

12

計 5,, つρ
',_つ
'D



整理番号

議員氏名

I

多和固栄子
令和5年度 領収書添付用紙

項 目 人件費

4買 様 言工 汐 孝口笹] 升
， ポ 隷 No.

金 額

内  択 惇匪節汚期に
,う ユ宇年 ,月 /お

たしまし

み
）
上

奉
チ
，
４
　
爾

晃   金

1ヽ |ガ 手

手

油伸鵜籟等( 郎)

lttl付鶏観子( %)

霊韓雷骨
9mOE,勝 a,4

∂
p

7 沙平 3

(政務活動費充当額)

39,000 円按分率 %領収書  ヽ枚



事務所費



令和5年度 事務所概要記録簿

1 所在地等 住  所  那濡畜 首里石 1-5 Й嘉 ビル

設置年月  平成28年3月 延床面積    3と  だ

2 所有区分

撼賃借事務所 所有者住所

伸介業者  伊ネL住宅サービス

築約麹聞  平成 23 年 10月 1日 自動更新

圏その他 (                 )

3 他犀務との兼用の有無

□無  ・  □有 (国後援会事務所 □政党事務所 Elその他こ

4 按分率    □1/2   囲1/8   霞その他

5 主な経費の支出 (敷金 金れ金・火災保険料 。保証金は不可)

・賃借撰  40,000 円/月

6 その独特記事項

・備晶 (     台帳記載     ) ・リース (     無

7 事務所の外観               事務所のぬ続

※写真添待             i



お 色

一

●

W麹

!

と騨
7i8 910111213

14151617181920

21222324252627

29288031庁
・
■ |

濁



定親建物賃賞借契約の説明書

「 驚儀竜
につい'こ定報建物賛管r渉梨持を輔結守るた聾オ_り 、イ昔地1静家滋第3a条第 2頚 iこ 盛ヽ■き、次のとおり歳甥

とます(

下記住宅プう驚貸l番契事ュti,電霧がなく、理麒,分溝 ど
・任より箕貸惜 1ま絡 rし 表すぴ)て,l綿瑚の麓 rの 自″,盪 擦を始

霧とする訴えな貸貸籍築約 鰐 契約)を密結する場台をれ技き、理翻¢)繊 rθ )‖ 宝でた、 下縦 1甚空をりiⅢ す渡さな:サ嵐
ifな りません.

譴

称

(1)住  宅   競 生 捧_

.佐 戸番考

と0カ 筆燭

2026学 鬱メ,30手 :まで

建慕rル

耶い,11機 豊至穀れ,3-1-る

2016年 10デB亀 とヨからi登脅

(撥 ,黎鶴爆爆i

期

終  鶏

ti胞雀宅たつき表とて、皓地繊家族第33染第2鞭ほ基インてく選滝明を愛〔すまとえ_

■e/ど 年/D増 /督

力 づヽ 争



定期建物賓貸借契約書 (事業用)

賛t       (以 上
手甲,と ぃぅ.】 と織

= 
多韓:事 業子 (以下 :4」 という。)fa、 こP)負t鋳蓄によ中類

きた来
“

す`る不動盤 :こ鍵与、撲約卸熊:濃 すここ芸ⅢⅢ狭とやが鶴 rtて 更難きれな卜窪凝驚と持始終約を織繕とたて

霞書(1)目的物枠の残示

亀  機〔

煮 盛地
f豊 滅 韓と銘観市静Hと ,繭をri下 輝漱番地→ S

造
:鱗継
ヨンクリートア″メ″造・蛭数ユ寿骨造/′

′
雅監根・毯鈴メノ孝無敏葺/

で開

彗
　
　
　
物 ( じ Ⅲ麟愁〆全 t 奪 )「

霧築年 月 1幣れど4S学 生)7零

貯顧範鍛 膚鎌醜すスベー武

騒書て2, 事兼内容

た奉ゴル

(色霧菱,A,器綺市熊整墳磯殺r iF・ 癬 1番姥♂メ5

撤  観 需て ,籍舗 t倉媒

譲  積 3舜 4ず

1'子

=tf圭
・裁舞争I変

豪書 (3)契約期簡
2016等 10,101婚 力iら Z026学 09碧 ,甚 ‖婁て r狂 o年 lきl'

為懇導◇roo◇ 鵜  1本越幹 | . 倉額 と.韓 ヽ411 雲メサt,入
保険

JO・

承 構」
手

歓

顔書(4)費鵜等

i安 料

後

鸞Ⅲ>4め

t■,=豪

ヽで, 00て〉ir,   Iと  橙 2◇ =Ooc)「 , |
蹄 癌

塩設掛

賛与するl建
衣  欲

螢r｀十筆びユ文推時嬢  1聾 翼分を前 Iと 23繕 まで

葺療  iム

E亨▼ 李 薄 季 指

a鰤 霊ラ1導  1湊 ,と金穏I名 す.'|と。こと士―とkr,進と埼

そψf)l態つ条件 再製絡事密手数令Ⅲを0, 0◇ O「ユ■鴻費戦

:   詢とヽ と̀

露縞|れ鯨鋒
=,率

本泰

,ご騨連携賛貸′こと興批蓼 I事 亀用11?011,fi 4/ネ



本契約
『
,薪筆を七十をため、な操挙サ洋をゼ湮年ltと 、i!itご tす O ilら ilど名井i々 :',II、 各4Ⅲ 速をF米 ●する
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A
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竃
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簸
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五
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驚務|こ 終事する

募密テ|:名

蓼窮身:'1弩盛逸

'4帝二を▼

笹ltrr電子一と
´
紫

'lr千

,

事密 ●厳■手え
',,一
:|

F)〔 ,路 ― 秘 ゝ :i工 籍 塁 基 零

奪拝
:|'■
と

ア
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歳瑠番号
I

議員氏名  多和霞栄子
領収書添付用紙令和5年度

項目 :事務所費

領 収 証
みみ即

字〆夕ぢ必二
‐

糠

黎究撃蹴 隻r巧・

鉾帰瑠字乃ぢ牟オゝゆ鶴ぅ厨,
鐵       0‐競 2

翠期・0803那翻申首聾平良桝r2-

伊礼住宅サィビス
1蝠靴員 伊 機 忠 笹〕貧ヨH

TE・L(098)886-8888

★

F′】訳
1滝率 登観〔軽4魔・寝迅)

制l確軽報韓

鋪 l寝1た,軽曲
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